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支援業務位置図 

 
 

  

Source of map: Openstreetmap.org 

キューバ西部 

ハバナ県（UPPH 管轄地域） 

Source of map: UPPH 
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【支援業務活動エリアの写真】 

  

UPPH 中央車両整備場：4 棟のうちの 1 棟 車両整備：フロントアクスル交換 

 

 
 

車両整備：ブレーキシューリベット打ち 工作室：旋盤による部品製作 

 

  

倉庫：物品収納棚 ごみ収集作業 

 

  

出庫前のミーティング 最終処分場：Calle 100 
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【支援業務活動の写真】 

機材の運転管理履歴簿の改善 ⇒ 電子化 

 

 

 

紙ベースの車両履歴簿 車両台帳・履歴簿の電子化のイメージ 

 

在庫管理体制の改善 ⇒ 電子化 

  
 

紙ベースの在庫管理作業  電子化の準備（サーバー設置作業とExcel 研修） 

 

定期点検項目と診断要領作成・実施 

  

始業前点検要領ビデオの作成と点検の実施 

 

不具合前兆診断技術の向上 

   

診断器具を使った診断技術研修とビデオの作成 
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予防整備実施案作成と実施 ⇒ 点検項目の充実 

  

以前はシャーシ部のみ 架装部も含めた点検整備表 

 

 

故障原因解明技術能力向上 ⇒ 油圧・電気シーケンス読解力の向上 

  

電気回路基礎研修 油圧実車研修 

 

 

 

集
合
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真 
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キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

1 
 

1 支援業務の概要 

1.1 支援業務の背景 

1990 年代のソビエト連邦の崩壊以降、キューバ共和国（以下キューバ国）の経済は落ち込

み、廃棄物管理の適切な実施に影響を与えた。キューバ国の首都ハバナ市では、燃料の不足によ

り郊外に廃棄物を輸送することが困難となり、廃棄物はハバナ市の数カ所に設置された緊急処分

場に投棄された。これは、住民の生活環境の破壊等多くの問題を引き起こした。また、主要な処

分場は限界に近づき、新処分場の建設が緊急の課題となっていた。 

このような背景のもと、日本政府はキューバ政府からの要請による、「ハバナ市廃棄物総合管

理計画（2003～2006 年）」を実施し、ハバナ市の廃棄物管理業務の抜本的な改善のためのマスタ

ープラン（以下、「M/P」と略称）が作成された。同M/P を基に、緊急処分場の閉鎖、既存処分

場の改善、収集車やコンテナの自己調達及び新グアナバコア最終処分場の建設の決定などが提案

された。 

一方、廃棄物行政の予算は経済封鎖による資源の不足によって十分とは言えず、体系化され

た人材育成システムも存在していなかった。技術面に限らず、組織面、社会システム面の能力の

不足により、M/P の適切な実施が阻害されていた。 

このような状況のもと、キューバ政府は、統合廃棄物管理の強化、コンポストの製造、車両

整備場の強化、既存処分場の改善及び新衛生処分場の建設の支援を目的とした技術協力を要請

し、これに応えるため JICA はハバナ市廃棄物管理の一層の改善を促進・支援することを目的と

して、2009 年 9 月から 2014 年 9 月まで、技術協力プロジェクトとして「ハバナ市廃棄物管理能

力向上プロジェクト1」を実施した。 

ハバナ市廃棄物管理能力向上プロジェクト（以下「前回技プロ」と略称）では以下の 4 分野

の活動が行われた。 

(1) ハバナ市公共サービス局（以下「DPSC2」と略称）の総合的廃棄物管理能力が向上する 

(2) パイロットプロジェクト対象地区における発生源分別が促進され、DPSC 衛生ユニット（以

下「UPPH3」と略称）の有機ごみ処分量減量化のための能力が強化される 

(3) UPPH のごみ収集・運搬能力が強化される 

(4) UPPH の最終処分場設計と運営管理のための能力が強化される 

 

このうち、(3)UPPH のごみ収集・運搬能力強化では、車両整備機材の充実、車両整備場施設の

改善、整備マニュアルの作成、そして車両整備技術研修の実施により、車両整備能力が大きく向

上した。 

しかしながら、必要車両や部材の調達能力不足、収集車両の稼働率の低さなどの課題があ

り、キューバ側より引き続き廃棄物収集車両整備に関する技術協力の要望が示され、2014 年 8

月に日本政府に対して正式な要請があった。これを受け、JICA はごみ収集車両の予防整備を主

眼とする本支援業務を開始することとなった。 

 

                                                        
1 Proyecto para el Fortalecimiento de Capacidades del Manejo de Residuos Sólidos Urbanos en la Ciudad de La Habana, República de Cuba 
2 Dirección Provincial de Servicio Comunal 
3 Unidad Presupuestada Provincial Higiene 
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2 
 

 

1.2 支援業務名 

キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両整備能力向上支援業務 

 

1.3 支援業務の目標と期待される効果 

【目標】 

ハバナ市の廃物管理事業の効率化のため、廃棄物収集・運搬車両の整備能力が強化される 

 

【期待される効果】 

 (1) UPPH 中央車両整備場の管理体制（運転、整備、在庫、予算計画）が改善される 

 (2) 予防保全の実施と整備技術能力が強化される 

 

1.4 業務対象地域 

ハバナ市 

 

1.5 相手国関係機関 

ハバナ市公共サービス局 

 

1.6 日本側の実施機関 

図 1-1 に日本側実施体制の概要図を示す。 

 
 

図 1-1：日本側実施体制 
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1.7 支援業務の基本方針 

 本支援業務の基本方針を以下の通り設定した。 

 

基本方針 1. C/P のオーナーシップと活動の継続性の促進 

本活動の目的は、キューバ側C/P（以下「C/P4」と略称）や担当者達が、彼ら自身で適正な車

両整備を継続的に改善していくことである。この目的達成のため、日本人専門家チーム（以下

「EEJ5」と略称）は効果的にC/P に支援を行うこととする。 

車両の定期点検・診断活動を図 1-2 に示す。このようにC/P 主導で改善活動を行い、EEJ は

C/P を支援し、共同して改善活動にあたることとする。 

 
図 1-2：活動の手順 

 

基本方針 2．キューバの現状に合った活動の実施 

日本の車両整備システムとキューバのそれとは違いがあるため、EEJ はC/P と共に十分に現状

把握を行い、キューバの現状に合った活動を心がける。 

【整備面】 

 日本の車両点検・整備の基本を踏まえ、キューバの現状に合った予防整備方法を、EEJ とC/P

は共同して生み出してゆく。 

【新車両の導入】 

最近キューバが調達した新しい車両は、以前よりも架装部6の電子制御化等が進んでおり、今

後もさらに電子制御化等が進んでくることを踏まえ、これらに対応できる整備技術の習得を目指

す。 

                                                        
4 Counterpart 
5 Equipo de Expertos Japoneses 
6 パッカー車のごみを格納する荷箱と圧縮装置 

EEJ主導 C/P主導

現状把握・課題抽出

定期点検素案の作成

参考情報の紹介

点検項目・要領案の作成

共同でチェック

C/Pへ研修指導

点検項目・要領書の完成

点検者への研修

定期点検実施

評価

改善

C/Pへアドバイス
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【組織・体制面】 

収集車両の稼働率を向上させるためには、整備能力の向上のみでなく、故障原因の究明や、

広範囲な対策を講じる必要があることから、関係部局の担当者からなるチーム結成など、より効

果的な組織・体制の強化を目指す。 

 

基本方針 3．多様な故障原因解明と総括的予防保全へのアプローチ 

予防保全の最終目標は車両故障を未然に防ぐことにあり、そのためには適正な点検・整備の

みならず、故障の原因となり得る全ての要因を検討する必要がある。 

適正な車両の管理には図 1-3 に示すような多様な要素が考えられるため、関係部局の担当者

が自由に議論できる場を作り、多面的・効果的な故障防止、すなわち総括的な予防保全を目指

す。 

また、パソコンの導入により、車両・機材・消耗品などの情報・データを集計・分析しやす

くし、効果的な予防保全を目指す。 

 
図 1-3：総括的予防保全のイメージ 

 

1.8 活動項目と活動内容 

(1) ワークプランの作成 

3 年間の業務計画を作成し、JICA の承認後C/P と協議を行い、ワークプランを作成す

る。 

 

(2) アクションプランの作成と実施 

管理改善、および技術改善アクションプランを作成し、C/P と協議を行って最終化して実

施する。 

 

(3) 現状把握 

業務に必要な情報の入手、作業現場の見学などを通じて現状での課題を把握し、ワーク

プランとアクションプラン作成に活かす。 

 

定期予防診断

整備員のスキルアップ

車両の保全・管理

車両の運転

車両の清掃

車両整備

故障修理

点検要領点検判断基準

安全運転研修 整備後の検査

点検表

車両整備施設

工具・パーツの調達

車両の調達

車両調達計画

作業環境
仕様書作成

整理整頓

予防整備

道路状況

悪路の改善
整備マニュアル
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(4) 運転・整備両部門からなる業務改善オペレーションチームの結成 

ハバナ市廃棄物管理関係者からなる業務改善オペレーションチームを結成し、本支援業

務の遂行に活かす。 

 

(5) 機材の運転管理履歴表の作成 

パッカー車を対象とし、今まで紙に記録されていた車両台帳と履歴簿を電子化する。 

 

(6) 在庫管理体制の改善 

今まで紙ベースで行われていた在庫管理を電子化するため、主要 4 項目を選びExcel 入力

し、在庫管理の改善を進める。 

しかし、2016 年にUPPH へのVersat Sarasola ソフト7の導入が決まり、Excel へのデータ入

力が重複作業になることから、当初計画していたExcel へのデータ入力活動が中断した。し

かしVersat Sarasola を在庫管理に使用する場合、データ更新後にCSV ファイルにダウンロ

ードし、さらに加工せねばならず、常時物品が出入りする現場には不向きであるため、

Versat Sarasola に入力したデータをExcel にExport して、目的データの抽出、コードによる

ソーティング、傾向分析応力を向上させることとした。 

上記のやり方で、棚卸の効率化と、請求書金額計算と作成、さらには予算・配分計画作

成に資すことを目標に、(1) 在庫管理体制の電子化および同構築能力の向上、(2) Versat 

Sarasola からデータをExcel にExport し、Excel による分析能力向上を進めることとした。 

 

(7) 必要消耗品に係る予算計画の作成 

キューバでは、日本のような予算計画、要望、査定、予算決定、購入といったシステム

はあるものの、実際は前年度の実績により国が決めるため、C/P にとっては予算計画作成の

活動に関して違和感があった。 

しかし、次年度の消耗品使用量を推定することは、予算計画はもとより配分計画にも関

わってくることを理解させ、前項の「在庫管理体制の改善」活動で計画していた、Excel 入

力したデータを使用した予算計画作成を目指したが、Versat Sarasola ソフトの導入により在

庫管理データの入力が遅れたため、当活動内容を変更した。 

 今までは前年度の使用量のみを参考として、次年度の使用量を想定していたため、次年

度の廃棄物収集作業計画（車両の種類や台数、収集ルートなど）を勘案する必要性を理解

させ、(1)過去のデータのみでなく次年度の廃棄物収集計画を加味した総括的な予算計画作

成の理解と、(2)在庫管理の電子データを活用した使用量予測法の理解向上を活動内容とし

た。 

 

(8) 管理改善ワークショップ 

参加型ワークショップを本業務実施期間中に 2 回開催し、本活動の進捗状況の点検・評

価を行うとともに、同業他社から得られた情報を本活動に役立てる。 

 

(9) 定期的予防診断手法の習得と実施（日常予防診断、3 ヶ月予防診断、6 ヶ月予防診断） 

パッカー車を対象に、始業前点検記録簿を作成し始業前点検を実施する。また、点検実

施要領の習得のためにビデオ教材を作成し、運転手への研修に役立てる。 

                                                        
7 キューバ製の会計財務管理ソフト 

(17)



キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

6 
 

 

(10) 不具合前兆診断技術の習得（磨耗厚計測診断、音響診断、他） 

車両診断機器を導入し、不具合前兆診断技術を習得する。診断技術の習得にはビデオ教

材を作成して研修を行う。 

 

(11) 予防整備の実施 

走行距離のパターンにより 3 段階の予防整備が行われていたが、パッカー車の架装部8の

点検が含まれていなかったため追加し、予防整備を実施する。 

 

(12) 修理部品製作技術の習得 

 修理部品に加えて、治具9等の制作を試みたが、工作機械の不具合、素材の不足で修理部

品の製作が制限される状況であった。そこで工作機械の修理、摩耗品の追加、工作機械の

メンテナンス研修を行い、滞っていた修理部品の制作を促進する。 

 

(13) 故障原因解明技術の習得 

新しいパッカー車の電子制御化が進んでいる一方で、整備員には油圧・電気回路知識が

不足していたため、油圧・電気シーケンス図の読解力向上を行う。 

併せて、業務改善オペレーションチームによる、車両を長持ちさせるための故障要因の

分析、それらの結果を踏まえた改善活動を実施する。 

 

(14) 技術改善ワークショップ 

本支援業務期間中に 2 回開催される参加型ワークショップにおいて、本活動の進捗状況

の点検・評価を行うとともに、同業他社から得られた情報を本活動に役立てる。 

 

1.9 日本人専門家チームメンバー 

 日本人専門家チームのメンバーと担当を表 1-1 に示す。 

 

表 1-1：日本人専門家チームメンバーと担当 

氏名 担当分野 

平賀 良 総括 / 廃棄物収集車両整備場管理(2) 

岡本 晋介 廃棄物収集車両整備場管理(1) 

砥川 廣次 廃棄物収集車両整備技術 

熊谷とも絵 現状把握 / 研修教材準備 

菅原 秀治 通訳 

 

 

                                                        
8 ゴミを収納するボディと圧縮装置の総称 
9 機材を整備しやすくするための小道具。Jig の和製語 
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1.10 支援業務の活動スケジュール 

3 年間にわたる支援業務の活動スケジュールを表 1-2 に示す。 

表 1-2：活動スケジュール 

 

 

  

A 第1年次　国内作業

A1.1 既存資料のレビュー

A1.2 業務計画書の作成

A.2 全業務期間のワークプラン案の準備

A.3 車両整備工場の管理体制改善提案資料の準備

A3.1 業務改善オペレーションチーム結成の説明資料作成

A3.2 機材の運転管理履歴簿案の作成

A3.3 在庫管理フォーマット案と在庫管理体制案の作成

A3.4 消耗品の予算計画作成資料の作成

A.4 予防保全の実施と整備技術の強化に係る資料の準備

A4.1 定期点検項目と診断要領書案の作成

A4.2 不具合前兆診断技術の説明書の作成

A4.3 予防整備実施案の作成

A4.4 修理部品製作に係る資料作成

A4.5 故障原因解明技術に係る説明書の作成

B 第1年次現地活動

B1.1 現状の把握・課題の抽出と現状分析

B1.1.1 キャパシティアセスメントの実施（１）

B1.2 3年間の技術協力業務実施方針案、方法及び作業計画案、ワークプランの策定

B1.3 DPSCとの対話によるワークプランの最終化と合意

B2.1 運転・整備両部門からなる業務改善オペレーションチーム結成

B2.2 車両整備工場の管理に係る問題分析

B2.3 車両整備工場の管理改善アクションプラン作成

B2.4 車両整備工場の管理改善アクションプランの実行

B3.1 車両整備・予防保全実施に係る問題分析

B3.2 車両整備・予防保全の技術改善アクションプラン作成

B3.3 車両整備・予防保全の技術改善アクションプランの実行

B.4 年度末業務完了報告書（1）

B.5 業務進捗報告書第一号の作成

C. 第2年次国内作業

C.1 研修教材等の準備

D. 第2年次現地活動

D1.0 キャパシティアセスメントの実施（2）

D1.1 管理改善に係る参加型ワークショップの開催（1）

D1.2 管理改善アクションプランの改訂

D1.3 改訂管理改善アクションプランの継続実行

D2.1 整備技術・予防保全に係る参加型ワークショップの開催（1）

D2.2 技術改善アクションプランの改訂

D2.3 改訂技術改善アクションプランの継続実行

D.3 年度末業務完了報告書（2）

D.4 業務進捗報告書第二号の作成

E. 第3年次国内作業

E.1 研修教材等の準備

F. 第3年次現地活動

F1.0 キャパシティアセスメントの実施(3)

F1.1 管理改善に係る参加型ワークショップの実施（2）

F1.2 改訂管理改善アクションプランの実行

F2.1 整備技術・予防保全に係る参加型ワークショップの実施（2）

F2.2 改訂技術改善アクションプランの実行

F.3 年度末業務完了報告書（3）

F.4 業務完了報告書の作成

2015年 2016年 2017年 2018年
2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

8月8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
第1年次 第2年次 第3年次

9月 10月 11月 12月 1月 2月3月 4月 5月 6月 7月
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1.11 アサインメントスケジュールと渡航期間 

 アサインメントスケジュールを表 1-3 に示す。 

表 1-3：渡航スケジュール 

 

 

  

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

(8日) (8日) (8日) (8日) (8日) (8日)
10/18 10/25 1/10 1/17 6/19 6/26 12/412/11 6/4 6/11 1/21-28 1/29

(8日) (8日) (8日) (8日) (8日) (8日)

(22日） (30日) (29日) (22日) (22日） (22日）
10/18 11/8 1/5 2/3 6/5 7/3 1/22-2/12 2/13-19 6/4-6/25 1/7-28 1/29-2/4

(22日） (30日) (29日) (22日) (22日） (22日）

(22日） (30日) (29日) (29日） (22日） (22日）
10/18 11/8 1/5 2/3 6/5 7/3 1/22 2/19 6/4-6/25 1/11-2/4

(22日） (30日) (29日) (29日） (22日） (22日）

(14日） (10日) (10日)
10/18-31 11/1-9 1/5-14 1/15-2/3 6/1-10 6/11-7/1

(14日） (10日) (10日)

(22日） (30日) (29日) (29日） (22日） (22日）
10/18 11/8 1/5 2/3 6/5 7/3 1/22 2/19 6/4-6/25 1/11-2/4

(22日） (30日) (29日) (29日） (22日） (22日）

△ △ △ △
W/P PR/R PR/R F/R

報告書等

2015年 2016年 2017年

凡例：　　　　　業務従事実績　　　　　　　業務従事計画　　　　　　　　自社負担

３

３

計画 ６

実績

渡航
回数

２

菅原　秀治
（通訳）

格付

６

現
地
業
務

４

計画 ６

実績 ６

４

計画 ３

実績

３

６

計画

実績

６

６

契約期間
2018年

計画 ６

実績

担当業務

平賀　良
（総括／廃棄物処
理車両整備場管理

2）

岡本　晋介
（廃棄物処理車両
整備場管理1）

砥川　廣次
（廃棄物処理車両

整備技術）

熊谷　とも絵
（現状把握／研修

教材準備）
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 各年次の渡航期間を下記に示す。 

 

表 1-4：第一年次渡航期間 

氏名 期間 

第 1 回目 

平賀 10 月 18 日～10 月 25 日 

岡本、砥川、熊谷、 

菅原（通訳） 
10 月 18 日～11 月 8 日 

第 2 回目 

平賀 1 月 10 日～1 月 17 日 

岡本、砥川、熊谷、 

菅原（通訳） 
1 月 5 日～2 月 3 日 

 

表 1-5：第二年次渡航期間 

氏名 期間 

第 1 回目 

平賀 6 月 19 日～6 月 26 日 

岡本、砥川、菅原（通訳） 6 月 5 日～7 月 3 日 

熊谷 6 月 1 日～7 月 1 日 

第 2 回目 

平賀 2016 年 12 月 4 日～12 月 11 日 

岡本、砥川、菅原（通訳） 2017 年 1 月 22 日～2 月 19 日 

 

表 1-6：第三年次渡航期間 

氏名 期間 備考 

第 1 回目 

平賀 2017 年 6 月 4 日～6 月 11 日（8 日間）  

岡本、砥川、菅原（通訳） 2017 年 6 月 4 日～6 月 25 日（22 日間）  

第 2 回目 

平賀 2018 年 1 月 21 日～1 月 29 日（9 日間） 1 日間自社負担 

岡本 2018 年 1 月 7 日～2 月 4 日（29 日間） 7 日間自社負担 

砥川、菅原（通訳） 2018 年 1 月 14 日～2 月 4 日（22 日間）  

 

 

1.12 携行機材 

本支援活動をスムーズに実施するため、(1)電子化を導入するためのパソコン（以下「PC」と

略称）とソフト、(2)車両診断器具、(3)正確な整備を行う機材を携行した。なお、当初想定して

いたエンジンアナライザーは不要であることが判明したため、(4)研修に使用する部材と (5)故障

した工作機械等の部品や消耗品を携行した。 

携行機材の一覧表を表 1-7 に示す。 

(23)
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表 1-7：携行機材一覧 

No. 名称 Nombre 数量 

1 PC Computadora 2 

2 旋盤用スクロールチャック Platos de torno de desplazamiento 1 

3 車両整備用資機材一式（以下内訳）   
 

車両整備用資機材一式内訳 
  

3-1 テストハンマー Martillo de Prueba 20 

3-2 直尺 150mm Regla  150mm 10 

3-3 タイヤ溝ゲージ Profundimetro Neumatico 5 

3-4 サウンドスコープ Estetoscopio Para Carros Y Motos 5 

3-5 比重計 Hidrómetro Optico 2 

3-6 バッテリーテスター Probador de la Batería 1 

3-7 PH 試験紙 Medidor de Ph Papel 10 

3-8 デジタルテスター Multímetro Digital 2 

3-9 クランプメーター  （交直両用） Amperimétrica 2 

3-10 モニタースコープ Mira de Monitor 1 

3-11 点検ランプ Lámpara de inspección 20 

3-12 ラジエーターリークテスター Medidor de fugas del radiador 1 

3-13 ベルトサンダー Lijadora de banda 2 

3-14 横型インパクト（エアーラチェッ

ト）レンチ 

Socket wrench 5 

3-15 インパクトドライバー Destornillador impacto 2 

3-16 エアーバルブインサート Insertador válvula de aire 10 

3-17 ムシ抜き Vástago de la válvula 10 

3-18 オープンタイプエアーチャック Mandril neumático tipo abierto 5 

3-19 ビデオカメラ Videocámara 1 

3-20 Microsoft Office Microsoft Office 2 

3-21 プランジャーポンプ：MW-3HP60B Bomba de pistón 1 

3-22 サモアエクストルーダ用グリスガ

ン 

Pistola de engrase 2 

3-23 ハイドロチャック ノズル Boquilla de hydro mandril 2 

3-24 スーパーハードエンドミル 4 枚刃

-1 

Endmill super duro 4 espadas -1 1 

3-25 スーパーハードエンドミル 4 枚刃

-2 

Endmill super duro 4 espadas -2 1 

3-26 セミディープソケットセット Juego de socket (semi profunda) 2 

3-27 ボルトキャッチソケットセット Juego de socket (captura perno) 3 

3-28 ポリウレタンホース Manguera de poliuretano 2 

3-29 ナットカプラ ソケット （ウレタ Tuerca (para la manguera de uretano) 5 
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No. 名称 Nombre 数量 

ンホース両端取付（メス）） 

3-30 ナットカプラ プラグ (ウレタン

ホース両端取付（オス）） 

Tuerca (para la manguera de uretano) 5 

3-31 インパクトレンチ用ソケット 

19.0sq 27mm 

Socket para llave de tubo 19.0sq 27mm 1 

3-32 インパクトレンチ用ソケット 

19.0sq 36mm 

Socket para llave de tubo 19.0sq 36mm 1 

3-33 インパクトレンチ用ソケット 

19.0sq 38mm 

Socket para llave de tubo 19.0sq 38mm 1 

3-34 インパクトレンチ用ソケット 

19.0sq 41mm 

Socket para llave de tubo 19.0sq 41mm 1 

3-35 電磁開閉器 Interruptor electromagnético 1 

3-36 シリコンダイオード Diodo de silicio 2 

3-37 電装ターミナルキット Juego de terminales de electricidad de 

vehiculos 

1 

3-38 分離型ギボシ端子 Terminal de la bala tipo separado 2 

3-39 分離型ギボシ端子用絶縁スリーブ Tubo aislante para terminal de la bala tipo 

separado 

2 

3-40 ギボシ端子 -1 Terminal de la bala -1 1 

3-41 ギボシ端子 -2 Terminal de la bala -2 1 

3-42 ギボシ端子用絶縁チューブ -1 Tubo aislante para terminal de la bala -1 1 

3-43 ギボシ端子用絶縁チューブ -2 Tubo aislante para terminal de la bala -2 1 

3-44 配線コード（30m 巻き） 黒 Cabre para instalación eléctrica 30m (negro) 1 

3-45 配線コード（30m 巻き） 赤 Cabre para instalación eléctrica 30m (rojo) 1 

3-46 YT8 ノズル No.6 YT8 Boquilla No.6 10 

3-47 YT-TS2 コレットボディ 2.4 Cuerpo de collet 2.4  YT-TS2 10 

3-48 YT8 コレット 2.4 Collet 2.4 YT8 10 

3-49 セリタン 2.4 Seritan 2.4 10 

3-50 グリスチャージャー Recipiente de grease 1 

3-51 フラックスペン Plumon para soldadura 1 

3-52 すず・鉛はんだ Soldadura 1 

3-53 はんだ吸取器WICK WICK línea de desoldadura 1 

3-54 温度制御はんだごて Hierro control de temperatura de soldadura 1 

3-55 はんだごて Soldador junior 1 

3-56 はんだ吸取器 Dispositivo de soldadura Blot 1 

3-57 耐油ホース Manguera resistente al aceite 1 

3-58 シールテープ Cinta de sellado 1 

3-59 定電圧電源 Fuente de alimentación de voltaje constante 1 

3-60 パワーリレー Relay de potencia 10 
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No. 名称 Nombre 数量 

3-61 パイロットランプ赤 Lámpara piloto roja 10 

3-62 パイロットランプ橙 Llámpara piloto anranjada 4 

3-63 パイロットランプ緑 Lámpara piloto verde 4 

3-64 アルミ電解コンデンサ-1 Condensador electrolítico de aluminio -1 1 

3-65 アルミ電解コンデンサ-2 Condensador electrolítico de aluminio -2 1 

3-66 整流ダイオード Diodo rectificador 1 

3-67 可変抵抗 Resistencia variable 2 

3-68 テストリード Cables de prueba 3 

3-69 デジタルマルチメーター Multímetro digital 2 

3-70 トグルスイッチ-1  Interruptor de volquete-1 2 

3-71 トグルスイッチ-2  Interruptor de volquete-2 2 

3-72 トグルスイッチ-3 Interruptor de volquete-3 2 

3-73 トグルスイッチ-4 Interruptor de volquete-4 2 

3-74 トグルスイッチ-5 Interruptor de volquete-5 2 

3-75 ウエス Trapos 1 

3-76 筆 Pincel 5 

3-77 洗車ブラシ Cepillo de lavado de coches 5 

3-78 バケツ Cubo 2 

3-79 テストハンマー Martillo de prueba 3 

3-80 軍手 Guantes de algodón del ejército 1 

3-81 レギュレーター付きフィルタール

ブリケーター 

Adaptador de filtro con regulador 2 

3-82 インパクト用変換アダプター ピ

ン・リング付 

Adaptador de conversión para impacto con 

anillo y perno  

1 

3-83 インパクト用インナーソケット Receptáclo interno de impacto 1 

3-84 インパクトレンチ用エクステンシ

ョンレバー 

Palanca de extensión para la llave de impacto 1 

3-85 タイヤゲージ Calibrador del neumático 1 

3-86 エアーブロワーガン Pistola sopladora de aire 1 

3-87 エアーホースワンタッチカプラー

付き 

Manguera de aire con acoplador táctil 1 

3-88 オイルドレンパン Bandeja de drenaje de aceite 1 

3-89 光学式マウス Ratón óptico 2 

3-90 アンロードバルブVB9 Válvula de descarga de VB9 1 

3-91 排圧レバー Palanca de  escape de presión 1 

3-92 高圧ホース  Manguera de alta presión 1 

3-93 V ベルト Correa en V 6 

3-94 SR-34 アダプタ(90゜エルボ) 1 Adaptador SR-34 (codo de 90 ° ) 1 1 

3-95 SR-34 アダプタ(90゜エルボ) 3/4 Adaptador SR-34 (codo de 90 ° ) 3/4 2 
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No. 名称 Nombre 数量 

3-96 SR-34 アダプタ(90゜エルボ) 1/2 Adaptador SR-34 (codo de 90 ° ) media 2 

3-97 SR-34 アダプタ(90゜エルボ) 3/8 Adaptador SR-34 (codo de 90 ° ) 3/8 2 

3-98 SR-34 異径アダプタ (90゜エル

ボ)3/8 - 1/2 

Adaptador SR-34 diferente diámetro (codo 

de 90 ° ) 3.8 a 1.2 

2 

3-99 SR-14 アダプター 3/8 Adaptador de SR-14 3/8 2 

3-100 SR-14 アダプター 1/2 Adaptador de SR-14 1/2 2 

3-101 フライス盤用チップ Chip para la fresadora 1 

3-102 帯鋸盤の刃 Hoja de la sierra 1 

3-103 TIG トーチ用ノズル Boquilla para el soplete de TIG 1 

3-104 コレットボディ Cuerpo de  Collet 5 

3-105 コレット Collet 5 

3-106 セリタン棒 Barra de Seritan 1 

3-107 研磨ベルト(120) Correa de pulido (granulometría 120) 2 

3-108 研磨ベルト(60) Correa de pulido (granulometría 60) 2 

3-109 ガス切断器 Cortador a gas 1 

3-110 ナットカプラ 85SN Acoplador de tuerca (85SN) 10 

3-111 ハイカプラソケット(メネジ取付

け用)30S 

Conector alto (30s) 10 

3-112 シールテープ cinta de sellado 10 

3-113 大口径エアーホースワンタッチカ

プラー付き 10m 

manguera de aire que tiene un acoplador 

táctil 10m 

4 

3-114 大口径エアーホースワンタッチカ

プラー付き 20m 

manguera de aire que tiene un acoplador 

táctil 20m 

2 

3-115 V ベルト RA45 V-cinturón (RA45) 3 

3-116 エアーレギュレーター FRL803 Regulador con lubricador filtro (FRL803) 1 

3-117 チェーシングギアTAL-460 24Z Ajuste del engranaje para el torno (TAL-460 

24Z) 

2 
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2 キャパシティ・アセスメントと活動成果 

2.1 キャパシティ・アセスメント項目と評価方法 

 本支援業務では、各活動成果の目標を設定し、キューバ側の能力がどのくらい向上するかを測

定するためにキャパシティ・アセスメントを実施した。 

 DPSC およびUPPH の職員の異動が多いことから、個人の能力測定は行わず、組織として各活

動の達成度合いにより能力を測定することとし、EEJ はキャパシティ・アセスメント案を作成し

た。このキャパシティ・アセスメント案をもとに、2016 年 6 月渡航時にC/P に説明・議論して

決定し、本支援業務のベースラインを設定することとなった。 

キャパシティ・アセスメント項目の能力測定は、主にヒアリングにて評価することとし、ヒア

リング対象者は、各活動の担当者とした。 

能力測定時期は、(1) 第一年次の第 2 回渡航時、(2) 第二年次第 2 回渡航時、(3) 第三年次第 2

回渡航時に 3 回の測定を行った。 

なお、A1（アクションプランの作成と実施）およびA2（現状把握）は、C/P の能力を評価す

る項目とは異なるため、キャパシティ･アセスメントの評価対象とはしなかった。 

また、B3：在庫管理の改善と、B4：消耗品の予算作成の各活動については、2016 年にUPPH

へVersat Sarasola ソフトが導入されることとなったため、活動とCA 内容を変更し、最終的に表 

2-1 のように定めて評価を実施した。 

 

表 2-1：活動ごとのキャパシティ･アセスメント評価項目 

No. 活動 キャパシティ・アセスメント評価項目 

B2. 機材の運転管

理簿の作成 
1. PC への車両台帳情報入力数（車両台数） 

2. PC への履歴情報入力数（車両台数） 

B3. 在庫管理体制

の改善 
1. 電子データの分析能力の段階評価 
2. 棚卸や予算計画作成への活用能力の段階評価 
3. 在庫管理体制の電子化構築能力 
（○、△、×） 

B4. 消耗品の予算

計画作成 
1. 総括的な予算計画作成法の理解度の段階評価 
2. 在庫管理データを活用した予算計画作成の段階評価 
（○、△、×） 

C1. 定期点検項目

と診断要領の

作成・実施 

始業前点検の充実度を下記の 4 項目評価 
（プロジェクト開始後の始業前点検を対象とする） 
(1)点検計画作成（○、△、×） 
(2)点検結果報告（○、△、×） 
(3)点検要領作成（ビデオ教材）（○、△、×） 
(4)点検実施率（%） 

C2. 不具合前兆診

断技術 
1. 診断技術要領作成（ビデオ教材）（○、△、×） 
2. 研修受講者数（積算人数） 

C3. 予防整備実施

案作成と実施 
1. 予防整備項目の充実度を 2 段階評価 (1)一部不足、(2) 全て網羅 

2. 予防整備の実施率 （整備項目充実後の計画と実施の割合） 

C4. 修理部品製作 製作点数（ベースラインはゼロとし、部品製作数をカウントする） 
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No. 活動 キャパシティ・アセスメント評価項目 

C5. 故障原因解明

技術向上 
1. 油圧・電気シーケンス図の読解力（習得した整備員数。研修受講延

べ人数。三年次は試験合格者数も加算する） 

2. 自主研修の持続性（回数） 

3. 車両延命化を分析・改善する体制が確立し、改善活動を実施する（段

階評価） 
(1)活動体制の確立、(2)故障傾向分析、(3)改善計画策定 

備考： 
・3 段階評価（○：EEJ の支援無しに実施可能、△：EEJ の支援が一部において必要、×：EEJ
の全面的な指導が必要） 

・新しい取組みを行った場合、それ以前の評価はN/A とする 
・評価結果については、C/P と調整し確定する 

 

2.2 キャパシティ・アセスメント評価結果 

全ての活動の結果は表 2-2、CA の評価結果は表 2-3 に示すとおりで、年々能力が向上してい

る様子が伺える。各活動の評価は以下の通りである。 

 

(1) B2: 機材の運転管理簿の作成 

UPPH が保有するパッカー車を対象として、車両台帳と車両履歴簿を PC に入力し、運転

管理簿の電子化を試みた。その結果は 100%達成でき、さらに車両履歴簿のデータを使用し

て、故障の頻度や傾向、点検・修理・整備の頻度などの分析方法を理解し、当初計画以上

の成果が上がった。 

 

(2) B3: 在庫管理体制の改善 

キューバ国独自のソフトであるVersat Sarasola の導入が決まり、UPPH において総合的な

電子化が実現することとなったため、電子機器の選定と配置レイアウト、電子化システム

で取り扱うデータの選定、在庫管理データの具体的な入出力手順などの電子化構築能力が

OJT10で得られた。 

担当者はExcel を使ってはいるものの、ソーティングや分析能力が十分ではなかったた

め、EEJ による研修と自習により、電子データの分析、そして棚卸や予算計画に必要なデー

タ抽出・活用法を習得し、在庫管理電子化能力が向上した。 

一方、評価項目にはないが、(1)倉庫の通路に溢れていた物品の整理、(2)倉庫の外に仮置

きしている物品の整理（ビニールパックで雨天対策）、(3)新しい倉庫を確保して、収まりき

れなかった物品を格納する、(4)使用しない物品の売却計画作成、(5)物品のデータベース作

成に PC を 2 台調達し、担当者が異動しても間違わないように写真データを添付する等の在

庫管理の改善を行ったことは評価できる。 

 

(3) B4: 消耗品の予算計画作成 

 B3 項目と同様に、Excel ファイルに入力したデータを加工して予算計画作成能力向上を

計画していたが、Versat Sarasola ソフト導入により蓄積データを使用した予算計画作成がで

                                                        
10 On the Job Training：オンザジョブトレーニング、働かせながら教育訓練する方法 
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きなくなったので活動内容を見直した。 

 今までの予算・配分計画は、前年度の使用量のみを参考としていたが、次年度の廃棄物

収集作業計画を勘案する必要があるため、活動内容を、(1)過去のデータのみでなく将来計

画を加味した総括的な予算計画作成法の理解と、(2)在庫管理の電子データの活用能力向上

に変更した。 

担当者は、次年度に必要な消耗品の種類と量を推定するには、昨年度の実績に加えて、

次年度の収集作業使用する車両の種類、台数、収集トリップ数、走行距離などのデータか

ら分析する必要性を理解し、Excel を使ってデータのソーティングや相関性を分析する方法

を身につけ、予算計画作成能力が向上した。 

 一方、最も消費量の多い燃料に関しては、Excel を使って廃棄物収集に係る各種データベ

ースを作成し、車両毎に走行距離や廃棄物収集トリップ数などの相関を考慮した使用量予

測を行っており、高く評価できる。 

 

(4) C1: 定期点検項目と診断要領の作成・実施 

 パッカー車の始業前点検を適切に行うため、点検診断要領のビデオをEEJ とC/P が共同

で製作した。これは、文章で書いた説明書よりわかりやすく、今後新しい車両が導入され

た場合、C/P 自身でビデオ製作ができるので高く評価できる。これによりパッカー車の点

検・診断能力が向上した。 

 点検実施率は活動開始前より向上したものの、収集業務繁忙のため 100%には至らなかっ

たが、今後さらなる努力が望まれる。 

 

(5) C2: 不具合前兆診断技術 

 各種診断器具を導入し、その使用法と診断要領をビデオ収録して研修教材を作成したの

は、前項と同様に評価できる。また、診断器具も有効に使われており、整備員の不具合前

兆診断能力は各段に向上した。 

 

(6) C3: 予防整備実施案作成と実施 

 以前から予防整備は行われていたが、パッカー車の架装部の点検整備項目が無かったの

で追加することにより、パッカー車の予防整備能力が充実した。収集作業で繁忙なこと

と、パーツ入荷に時間がかかるため、予防整備実施計画より実施日が遅れる場合はある

が、予防整備が継続的に行われているのは評価できる。 

 

(7) C4: 修理部品製作 

 前回技プロで供与した工作機械や整備機材の老朽化による故障が増えており、さらに整

備機材の消耗品の払底、さらには製作用部材の確保が難しいため、部品製作が困難な状況

になっているが、可能な範囲で修理部品製作の努力が行われており、工作機械担当者の工

作機械の運転技術は、支援活動以前と同様に優秀である。 

今回の支援活動では、修理や消耗品の補給を行うと共に、日本で使用されている治具の

製作支援や工作機械メンテナンスの勉強会を通じて、工作機械担当者の部品製作能力が向

上したといえるが、前述のとおり製作部材の確保が困難なことから、修理部品の製作数の

増加は見られなかった。 
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(8) C5: 故障原因解明技術向上 

 最近のパッカー車（中国車）は架装部の自動化が進んできたため、油圧・電気のシーケ

ンス図が理解できるよう、中国車マニュアルに不足していた動作毎のシーケンス図を補足

し、EEJ による研修およびキューバ側による自主研修を行った。最終的に油圧・電気に関す

る理解度の試験を行った結果、担当者は十分な知識を習得し、故障や整備に対応できるよ

うになったことを確認した。これにより、パッカー車の故障原因解明技術能力は各段に向

上した。 

 一方、業務改善チームを結成し故障原因解明と改善計画実施を目指したが、業務繁忙の

ために定期的な会議等の開催は定着しなかった。しかしながら、産業省、経済計画省、

Roselló 社、Cubana de Acero 社、DPSC、UPPH からなる定例会議を開催しており、その会議

においてパッカー車の整備状況や整備担当の明確化、ひいては稼動車数を向上させようと

努力しているの点は評価できる。 

 

なお、各々の活動項目では能力の向上が見られたが、部品・物品類の取得が極めて困難である

ことに変わりがなく、さらに新車の導入数が限られていることから、収集車両の稼働車数不足に

よる 24 時間体制の過酷な収集作業を強いられ、その結果車両の稼動時間増加による車体へのダ

メージがおきており、安定した廃棄物収集の継続は困難な状況である。 

 

表 2-2：各活動の結果 

No. 活動項目 活動結果 

A1 アクションプラン作成・実施 各年次に計画作成・達成済み 

A2 現状把握 第一年次と第二年次に達成済み 

A3 CA 各年次に達成済み 

B1 業務改善チーム結成 第一年次に達成済み 

B2 機材の運転管理履歴簿の作成 CA 評価の通り 

B3 在庫管理体制の改善 CA 評価の通り 

B4 消耗品の予算計画作成 CA 評価の通り 

B5 管理改善ワークショック 第二年次、第三年次に開催済み 

C1 定期点検項目と診断要領作成・実施 CA 評価の通り 

C2 不具合前兆診断技術 CA 評価の通り 

C3 予防整備実施案作成と実施 CA 評価の通り 

C4 修理部品製作促進 CA 評価の通り 

C5 故障原因解明技術能力向上 CA 評価の通り 

C6 技術改善ワークショップ 第二年次、第三年次に開催済み 
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表 2-3：活動ごとのキャパシティ･アセスメント評価結果 

 

  

No. 活動 キャパシティ・アセスメント評価項目 
該当部局 

（責任者） 
一年次 

第 2 回渡航時 

二年次 

第 2 回渡航時 

三年次 

第 2 回渡航時 

B2. 機材の運転管理簿の作成 1. PC への車両台帳情報入力数（車両台数） 運輸車両部 
(Enrique) 

68 / 68 80/80 90/90 

2. PC への履歴情報入力数（車両台数） 15 / 68 80/80 90/90 

B3. 在庫管理体制の改善 1. 電子データの分析能力の段階評価（○、△、×） 
購買部 

(Liliana) 

N/A × ○ 

2. 棚卸や予算計画作成への活用能力の段階評価（○、△、×） N/A × ○ 

3. 在庫管理体制の電子化構築能力（○、△、×）*3 N/A N/A ○ 

B4. 消耗品の予算計画作成 1. 総括的な予算計画作成法の理解度の段階評価 （○、△、×） 購買部 
(Liliana) 

N/A △ ○ 

2. 在庫管理データを活用した予算計画作成の段階評価 （○、△、×） N/A × △ 

C1. 定期点検項目と診断要領

の作成・実施 

1. 始業前点検の充実度を下記の 4 項目評価（プロジェクト開始後の始業前点検を対象とする） 

 (1)点検計画作成、(2)点検結果報告、(3)点検要領作成（ビデオ教材）、(4)点検実施率 収集車両基地 
(Rebecca, Miguel, 

Wilbel) 

(1) ○ ○ ○ 

(2) △ △ ○ 

(3) ○ ○ ○ 

(4) N/A*1 80％ 90% 

C2. 不具合前兆診断技術 1. 診断技術要領作成（ビデオ教材）（○、△、×） 中央整備場 
(Edward, Robelt, 

Ricardo) 

× ○ ○ 

2. 研修受講者数（積算人数） 8 10 (8+2) 18 (10+8) 

C3. 予防整備実施案作成と実

施 

1. 予防整備項目の充実度 

(1)一部不足、(2)全て網羅 運輸車両部 
(Enrique) 

(1) (2) (2) 

2. 予防整備の実施率（整備項目充実後の計画と実施の割合） N/A 100％ 100% 

C4. 修理部品製作 製作点数（ベースラインをゼロとし、部品製作数をカウントする） 
機械加工部 

(Nelson) 
0 85 点／月*2  78 点／月*4 

C5. 故障原因解明技術向上 1. 油圧・電気シーケンス図の読解力（習得した整備員数。研修受講延べ人数。 三年次は試験合格者数

も加算する） 中央整備場 
(Edward, Robelt, 

Ricardo)  

5 37 45 

2. 自主研修の持続性（回数） 0 9 10 

3. 車両延命化を分析・改善する体制が確立し、改善活動を実施する（段階評価） 

(1)活動体制の確立、(2)故障傾向分析、(3)改善計画実施 
(1) (2) (3) 

備考（評価法）： 

・3 段階評価（○：EEJ の支援無しに実施可能、△：EEJ の支援が必要、×：EEJ の全面的な指導が必要） 

・新しい取組みを行った場合、それ以前の評価はN/A とする 

・評価結果については、C/P と調整し確定する 

備考（二年次）： 

*1：架装部が含まれて居なかったためN/A としたが、それ以外では 60%であった。 

*2：2016 年 6 月 22 日から部品製作の記録を開始し、同年 12 月 30 日までの製作数は合計 532 点である。 

備考（三年次）： 

*3: 2017 年に在庫管理の電子化システム構築が開始されたので、評価項目を追加した 

*4: 2017 年 1 月 1 日から同年 6 月 17 日までの製作数は 435 点であった。（それ以降の記録は日付が無いため計算に入れなかった） 
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3 活動成果 

3.1 活動準備 

(1) C/P の選任 

 本支援業務を実施するキューバ側機関はDPSC で、ハバナ市の公共サービスを担当してお

り、その組織図を図 3-1 に示す。廃棄物管理業務を行っているのはDPSC の下部組織である

UPPH で、廃棄物収集、最終処分、廃棄物収集車などの車両整備などを行っている。UPPH の組

織図を図 3-2 に示す。なお、以下の組織図にある部局等の名称は、便宜的に日本の組織単位の

名称を適用した。 

 

図 3-1：DPSC 組織図 

 
図 3-2：UPPH 組織図 

労務・給与 輸送専門

指導・評価 統計 労働管理

安全管理課

工場、修理場 開発 住民対応 在庫管理政策 衛生管理課

局長 秘書

オーロラ公社

(Habana Vieja)

庭園管理公社

緑地管理特別課

内部通信 計画

協力 防衛 商品政策

普及 契約

内務 財務

副局長

内部監査 経理部 人事部
エネルギー・機

械部
開発・投資部 組織管理部 商品規格部

Arroyo Naranjo Boyeros

Centro Habana Cerro

葬祭サービス課

Cotorro Diez de Octubre

Guanabacoa La Habana del Este

La Habana Vieja La Lisa

※政令指定都市の区に相当

安全管理 計画 健康・安全管理 燃料管理 投資

Plaza de la Revolución Regla

Marianao Playa

文書管理G
オーロラ公社

(Plaza)

San Miguel del Padrón情報処理 会計 研修 部品調達 部署間連携

GPS G 内部通信 内務 食堂

責任者

統括

秘書

技術開発G 清掃美化班

運営会計・計画 人事 購買管理
機械化、エネル
ギー、修理

衛生 最終処分場

組織・給与G 供給G　（倉庫） 機材修理ユニット
Siboney Atabey地

区専門担当

固形廃棄物収集
ユニット

Calle 100処分場

人材G 商業G
機械・エネルギー

G
道路清掃ユニット 衛生環境ユニット

バイオガス・
プラント

Guanabacoa処分

場

安全・衛生G 8 Vias処分場

Terara Campo
Florido処分場

収集運搬基地
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C/P のリーダーはDPSC サブ・ジェネラル・マネージャーの Onelio de Jesús Ojed López 氏が務

めることとし、同氏に本支援業務内容を説明し、EEJ と共に各種の活動を行うC/P を表 3-1 のと

おり選任した。本支援業務の活動は車両整備担当のみでなく、車両の故障を最小化させる取組み

を行うため、廃棄物収集や最終処分の担当者も参加している。 

 

表 3-1：キューバ側C/P 

氏名 担当分野/所属 

Sr. Onelio de Jesús Ojeda López DPSC サブ・ジェネラル・ディレクター 

Sra. Odalis Acosta Montesino UPPH 衛生技術サブ・ディレクター 

Sr. Osmar Torres Peréz UPPH 最終処分サブ・ディレクター 

Sr. Felix Utrera Sánchez UPPH 機械・エネルギーサブ・ディレクター 

Sra. Yudesca Reyes Ducasse 処分場運営・管理 

Sr. Enrique M. García Rodríguez テクニカルA 

Sr. Eduardo Jímenez Proeza 機械工B 

Sra. Irma Mesa Rodríguez プラヤ地区衛生責任者 

 

(2) ワークプランの作成 

EEJ は 3 年間にわたる活動計画案（ワークプラン案）を作成して JICA の承認を得、それをキ

ューバ側に説明してワークプラン内容の合意を得た。キューバ側はC/P と業務改善チームメンバ

ーを選定し、ワークプランを完成させた。合意文書（ワークプランを含む）を付属資料１に示

す。 

 

(3) 業務改善チームの結成 

前回技プロでは車両整備機材の充実、中央車両整備場の施設改善、車両整備技術のレベルアッ

プが図られたが、依然として収集車両の故障は多発しており、予防整備の充実や診断技術を含む

整備技術の向上が求められている。 

また中央車両整備場の管理面において収集車両の運用担当部門と整備担当部門間の情報共有や

在庫管理が不十分で、効果的な収集車両の管理システムが構築されているとはいいがたい状況に

ある。加えて、車両故障の多くは雨天にぬかるむ最終処分場のアクセス路の悪さに起因してい

る。 

このような状況を踏まえ、収集車両の故障を最小化するため、関係者による業務改善チームを

結成した。メンバーは表 3-2 のとおりである。 

 

表 3-2：業務改善チームメンバー表 
No. 氏名 担当分野/所属 

1 Sr. Onelio de Jesús Ojeda López DPSC サブ・ジェネラル・マネージャー 

2 Sra. Odalis Acosta Montesino UPPH 衛生技術サブ・ディレクター 

3 Sr. Osmar Torres Peréz UPPH 最終処分サブ・ディレクター 

4 Sr. Felix Utrera Sánchez UPPH 機械・エネルギーサブ・ディレクター 

5 Sra. Yudesca Reyes Ducasse 処分場運営・管理 

6 Sr. Enrique M. García Rodríguez テクニカルA 

7 Sr. Eduardo Jímenez Proeza 機械工B 
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No. 氏名 担当分野/所属 

8 Sra. Irma Mesa Rodríguez プラヤ地区衛生責任者 

9 Sr. Marcelo Galvez Sotolongo DPSC ディレクター 

10 Sra. María Terresa Reyes Rodríguez UPPH ディレクター 

11 Sr. Hermes del Toro Acevedo DPSC 投資サブディレクター 

12 Sr. Gustabo Padilla Pallet オーロラ社11代表（ハバナ・ビエハ） 

 

 

3.2 A1.アクションプランの作成と実施 

【第一年次】 

本支援業務の具体的な活動を明確にするため、車両整備場の管理体制の改善（管理改善）と車

両整備技術の強化および予防保全（技術改善）のアクションプランを作成した。C/P との効率的

な協議を図るため、EEJ 側で作成したアクションプランの叩き台を、第一回渡航時に行った現状

把握を踏まえてC/P と協議して第一期アクションプラン案を作成し、第二回渡航時に業務改善チ

ーム会議で説明・議論し、第一期アクションプランを最終化した。 

キューバ側は同アクションプランについて、現在自分達が行っている活動内容と同様である

が、このアクションプランの実施により、さらに正確な活動・業務が達成できることを期待する

とともに、良い結果がでれば国内の他の部署にも広めたいとの意向であった。 

第一期アクションプランの活動期間は、EEJ の不在時もキューバ側で活動を継続することか

ら、2015 年 10 月（EEJ の第 1 回渡航時）から 2016 年 6 月（EEJ の第二年次の第 1 回渡航時）ま

でとし、第二期・第三期アクションプランもEEJ の渡航時期と合わせることとした。全アクシ

ョンプランの概要を表 3-3 に示す。なお、活動の進捗状況や想定しなかった課題が見つかった

場合は、EEJ とC/P が協議して対応することとした。アクションプランは、A. 総合、B. 車両整

備場の管理体制の改善、C. 車両整備技術の強化と予防保全の実施の 3 分野にて構成される。 

 

表 3-3：全アクションプランの概要 

No. 活動項目 
アクションプラン概要 

第一期 
2016 年 6 月まで 

第二期 
2017 年 6 月まで 

第三期 
2018 年 4 月まで 

B2. 機材の運転管理履歴簿

作成 

現状確認 

車両台帳作成 

車両履歴簿12作成

開始 

履歴情報入力継続 

予算計画作成と故障

原因解明への活用 

履歴情報入力継続 

予算計画作成と故

障原因解明への活

用 

B3. 在庫管理体制改善 現状確認 

フォーマット作

成 

入力試行 

フィルター、タイ

ヤ、ホイール、電装

品の 4 項目の入力 

データ分析手法習得 

 

 

入力継続。 

棚卸と予算計画作

成への活用 

                                                        
11 廃棄物収集を行う公社 
12 車両毎の履歴簿 
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No. 活動項目 
アクションプラン概要 

第一期 
2016 年 6 月まで 

第二期 
2017 年 6 月まで 

第三期 
2018 年 4 月まで 

B4. 消耗品の予算計画作成 現状確認 機材の運転履歴簿・

在庫管理情報を利用

した実績調査実施 

機材の運転履歴

簿・在庫管理情報

を利用した予算計

画策定 

B5. 管理改善ワークショッ

プ 

準備 第一回開催 第二回開催 

C1. 定期点検項目・診断要

領作成・実施 

現状確認 

始業前点検改善

開始 

始業前点検要領の充

実（ビデオ教材での

研修、点検結果の記

録） 

第二期の継続 

C2. 不具合前兆診断技術 診断器具の使用

法・診断法研修 

診断技術研修の充実

（ビデオ教材、研修

者の育成・自立） 

第二期の継続 

C3. 予防整備実施案作成と

実施 

現状確認 

架装部の点検項

目検討 

予防整備項目充実

（架装部）、記録簿

作成、予防整備実施 

予防整備実施、改

善 

C4. 修理部品製作 現状確認 修理・整備部品製作

の検討と製作 

第二期の継続 

C5. 故障原因解明技術能力

向上 

電気・油圧の基

礎研修故障原因

最小化の説明と

議論 

電気・油圧回路の研

修継続 

機材の運転履歴簿情

報より故障原因の分

析と改善案の検討 

研修実施者自身が

研修教材作成・実

施・継続する 

各分野での車両故

障最小化の検討・

改善実施 

C6. 技術改善ワークショッ

プ 

準備 第一回開催 第二回開催 

 

第一期アクションプランはワークプランに則り、具体的な活動項目とスケジュールを設定し、各

活動を行うキューバ側の担当者を決定した。第一期アクションプランは付属資料２のとおりで、

その概要を表 3-4 に示す。EEJ は各項目の担当者とともに活動を開始したが、次年度以降はC/P

主体で活動を拡大・継続することとした。 
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表 3-4：第一期アクションプラン項目概要 

No. 活動項目 活動内容 

B2. 機材の運転管理履歴簿作成 廃棄物収集車の車両台帳と車両履歴簿の作成・電子化 

 対象車両の決定（パッカー車） 

 ソフトの決定（Excel） 

 記入項目とフォーマットの決定 

 入力開始 

B3. 在庫管理体制改善 在庫品帳票の電子化 

 対象物品の選定 

 ソフト及びフォーマットの作成 

 入力試行 

B4. 消耗品の予算計画作成 現状把握 

 車両や消耗品の予算計画から調達への流れを確認 

 課題の抽出と改善法の検討 

B5. 管理改善ワークショップ 準備（ワークショップ内容の検討） 

C1. 定期点検項目・診断要領作

成・実施 

始業前点検の改善実施 

 現状の点検方法の把握 

 始業前点検項目・方法の検討 

 ビデオ教材の検討 

C2. 不具合前兆診断技術 点検機材の使用法と診断方法の研修 

 最新車両とマニュアルの確認 

 現状の診断方法確認 

 点検機材による診断方法研修実施 

C3. 予防整備実施案作成と実施 現状の予防整備内容の確認 

 現状の予防整備（3 段階）内容の確認と評価 

 不足している架装部の予防整備項目検討 

C4. 修理部品製作 現状確認 

 製作物、工作機械の機能チェック 

C5. 故障原因解明技術能力向上 業務改善チームでの議論及び電気・油圧の基礎研修 

 業務改善チームでの議論 

 新車を対象に電気・油圧回路の基礎研修実施 

C6. 技術改善ワークショップ 準備（ワークショップ内容の検討） 

 

【第二年次及び第三年次】 

 第二年次第 1 回渡航時に、第二期のアクションプランを作成した。その活動期間はEEJ の渡

航時期と合せて 2016 年 7 月から 2017 年 6 月までとした。 

第二期アクションプランでは、B3：在庫管理体制改善活動において、前章で述べたとおり

Versat Sarasola 会計財務管理ソフトの導入が決定し、Excel を使ったデータ入力が滞っため、電子

データの入力と分析手法の習得へと変更した。 

さらに、B4：消耗品の予算計画作成活動に関して、B3 活動での電子データを利用した活動の

予定であったが、上記理由で遅延するため、総括的な予算計画作成手法の習得へと活動内容を変

更した。第二期アクションプランの概要を表 3-5 に、その詳細を付属資料３に示す。 
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表 3-5：第二期アクションプランの概要 

No. 活動項目 活動内容 

B2. 機材の運転管理履歴簿作成 パッカー車の車両台帳と車両履歴簿の情報入力継続 

分析方法（予算計画・故障原因究明）の検討 

B3. 在庫管理体制改善 Excel を使ったデータ抽出および傾向分析能力向上活動 

B4. 消耗品の予算計画作成 総括的な予算計画策定法の検討 

実績データを活用した予算計画作成 

B5. 管理改善ワークショップ C6: 技術改善ワークショップと共に開催 

結果の取り纏めと活用法の検討 

C1. 定期点検項目・診断要領作

成・実施 

始業前点検のビデオ教材作成および研修実施 

始業前点検要綱の充実（研修、実施、記録） 

C2. 不具合前兆診断技術 点検機材を使った診断方法の研修（ビデオ教材） 

C3. 予防整備実施案作成と実施 架装部の点検・整備法の検討 

上記を加味したメンテナンス案の作成 

予防整備の継続実施 

C4. 修理部品製作 治具製作の紹介 

整備機材の修理法実施研修 

他整備場から機材維持管理法の情報入手と対策 

部品・治具の製作 

C5. 故障原因解明技術能力向上 新車を対象に電気回路の研修実施 

新車を対象に油圧回路の研修実施 

技術研修の追加と継続 

C6. 技術改善ワークショップ B5: 管理改善ワークショップと共に開催 

結果の取り纏めと活用法の検討準備 

 

 

3.3 B1.現状把握 

【第一年次】 

本支援業務の活動を効果的に実施するには、現状を正確・詳細に把握する必要があるため、現

状把握調査を実施した。情報収集は、主にC/P と関係者からのヒアリングと現地訪問による。 

この現状把握において課題を抽出し、どのような改善を行っていくかをC/P と共に議論し実施

するものである。以下の表 3-6 において現状把握の概要を示し、詳細は付属資料４に示す。 

 

表 3-6：現状把握の概要 

項目 結果概要 

組織・体制 C/P 機関を含む、キューバ国公共サービス部門の組織図と組織間の

関係図をまとめた。 

UPPH 中央車両整備場

の施設・設備の状況 

現状の作業場所の妥当性を検討するため、レイアウト図を作成し、

施設や設備、特に前回技プロでの供与機材の保全状況を調べた。 

＜現状/課題＞ 

 修理作業重視のレイアウトとなっている 
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項目 結果概要 

 建屋の天井の一部が破損し、機材が雨水にさらされている 

 洗車場の排水管の詰まりと、電線が撤去されている 

 前回技プロ時の供与機材には故障しているものがある 

＜改善ニーズ＞ 

 天井や洗車場の速やかな改善が必要である 

 前回技プロで供与された旋盤の不具合（チャックの破損等）に

より部品製作に支障が発生している 

廃棄物収集車両 廃棄物収集車両数と稼動状況の把握のため、収集車両数、基地（車

庫）、稼動状況、収集車両の種類（メーカー）を調べた。 

＜現状/課題＞ 

2016 年 1 月 27 日現在の収集車両（パッカー車）の状況 

保有台数 68 台 

稼働可能台数 31 台 

要修理台数 17 台 

健全な車両台数 14 台 

稼働可能台数 / 保有台数＝45.2% 

健全な車両台数 / 保有台数＝20.5% 

 稼動できる車両が少なく、収集作業は 24 時間体制で対応して

いる 

＜改善ニーズ＞ 

予防整備の徹底による車両毎の稼動時間の向上 

個車毎の稼動時間、整備内容の記録 

車両の点検・整備 現状行われている点検・整備状況を調べた 

＜現状/課題＞ 

 始業前点検は行われているが、点検要領が決められておらず、

点検記録がない 

 予防整備は 3 段階で計画されており、シャーシ部の点検整備項

目は適切であるが、架装部の点検・整備項目がない 

 予防整備は計画通り行われていない 

 修理と伝票類の流れの確認 

 収集車両整備の外注状況の確認 

車両整備場名 主な整備内容 

UPPH 中央車両整備場 油圧、架装部を含む車両整備 

Roselló 社（国営企業） エンジンの積替え等の重整備 

Motor Centro（国営企業） エンジン整備 

Cubana de Acero（国営企業） 板金 

 整備マニュアルの有無と内容の確認 

＜改善ニーズ＞ 

点検・予防整備の改善（アクションプラン）に基づくルーチン業務

化 

(41)



キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

30 
 

項目 結果概要 

廃棄物収集作業 収集車両の延命化には、収集車両の適正な運転・操作が不可欠なた

め、ヒアリングにより、以下の情報を聴取した。 

 収集車両の配車状況 

 収集作業内容（作業員数、交代制、収集回数、課題など） 

 コンテナの配置・管理 

 医療系廃棄物収集 

＜現状/課題＞ 

 運転手や作業員への研修は、収集作業と技術研修のみで、安全

作業研修や事故時・故障時マニュアル等は無い 

 慢性的な収集車両不足により、運転手は 24 時間体制で対応せ

ざるを得ない 

＜改善ニーズ＞ 

安全作業や、車両の取扱い手順のマニュアル化、研修による意識の

向上 

予算計画・調達 予算計画の作成・改善を念頭に現状の予算計画～調達手順を調べ

た。 

【大型物品（車両や重機等）】 

 予算計画は前年の 3～4 月にDPSC がまとめ、県行政協議会

（以下「CAP」と略称）へ提出する 

 CAP は関係機関から予算計画を統括し、経済計画省へ提出して

承認を得る 

 承認された物品は経済計画省から外国貿易外国投資省

（MINCEX）の下部機関であるTransimport 社13へ発注される 

 Transimport 社は外国企業と契約締結。契約内容は非公開である 

【車両の修理部品・機材消耗品等】 

 UPPH 内の各担当者は実績を基に予算計画を策定し、DPSC へ

提出する 

 予算は物品項目を予め決定された状態で承認され、執行可能と

なる 

 物品項目に沿ってTransimport 社へ部品を発注する 

 UPPH は納入予定表と発注内容を確認する。（往々にして齟齬

がある） 

【燃料】 

 国が管理している 

＜現状/課題＞ 

 車両の履歴簿や在庫管理情報が電子化されていないので、実績

把握に時間を要す 

 発注品と納入品が相違する場合がある 

 

 

                                                        
13 産業用自動車類とその部品の輸出入を担当する国営企業 
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項目 結果概要 

＜改善ニーズ＞ 

 車両履歴と在庫管理情報の電子化により正確な情報に基づく予

算計画策定 

 発注品と納入品が相違する場合があるので、上位機関への働き

かけが必要である 

データベース等電子化

の動き 

在庫管理体制の改善のため、現在の帳票類の電子化を計画している

一方で、UPPH 内にも電子化の動きがある。 

 UPPH では会計管理を目的にVersat Sarasola 会計財務管理ソフ

トを導入予定である 

 UPPH 内はイントラネット（無線）で接続する予定である 

＜現状/課題＞ 

 Versat Sarosola は会計管理を目的に設計されている 

 在庫管理のために利用するには、データ更新後にCSV ファイ

ルとしてダウンロードし、さらに加工せねばならず、常時物品

が出入りする現場には不向きである 

＜改善ニーズ＞ 

在庫品管理に適した電子化を図る必要がある 

Excel によるソーティング、演算、分析能力を向上させる必要があ

る 

現地訪問 

 

【Calle 100 最終処分場】 

＜現状/課題＞ 

 舗装道路は処分場内の途中から土の道となり、側溝は無い 

 雨天が 2～3 日続くとぬかるんでアクセスが困難となり、タイ

ヤが落ち込んでパンクが多くなる 

＜改善ニーズ＞ 

アクセス路の改善が必要である 

【Roselló 社】 

車両整備の外注状況確認のため訪問。車両の重整備を行う整備場

で、ボディ・エンジンをシャーシから外して整備を行っている 

【Desoft 社】 

Versat Sarasola 活用の可能性についてヒアリングを実施した 

 

 現状把握調査で現状と課題を調べ、改善すべき内容が明らかになった。本支援業務では、これ

らの課題と改善ニーズを踏まえ、支援業務の目標に向かって活動を行う。本支援業務の活動項目

毎に課題と活動の方向性を以下にまとめた。 

 

B2. 機材の運転管理履歴簿の作成 

【課題】 

車両の台帳や修理等の履歴は帳票やメモに記載しているが、故障原因の分析や、取替え部品の個

数を把握して予算計画を作成するには時間を要するだけでなく、適正な分析・実績調査が行われ

ていない。 
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【活動】 

故障原因分析や、効率的な機材・部品調達を目指すため、車両履歴簿の電子化を行う。 

 

B3. 在庫管理体制の改善 

【課題】 

帳票類は紙ベースであり、まとめた帳票が無く、棚卸や予算計画のための実績把握に時間がかか

り不正確である。 

【活動】 

棚卸や使用部品の傾向・分析、予算計画策定のため、電子化された在庫管理システムを導入す

る。 

 

B4. 消耗品の予算計画作成 

【課題】 

機材・物品の予算計画は前年度の使用実績を調べて作成しているものの正確性に欠ける。さらに

Transimport 社内での調整によって、発注と異なる物品が納入されることがある。 

【活動】 

B2.機材の運転管理履歴簿とB3.在庫管理システムの電子化による、正確な情報を元に予算計画

を作成する。 

 

C1. 定期点検項目と診断要領案の作成・実施 

【課題】 

始業前点検は運転手により行われてはいるが、点検要領が無く、点検記録簿もメモ程度で、点検

実施も滞りがちである。 

【活動】 

始業前点検記録簿の作成と点検実施要領の研修、そして継続的な点検を実施する。 

 

C2. 不具合前兆診断技術 

【課題】 

車両点検要領が確立されておらず、不具合前兆を判断する機材も不足している。 

【活動】 

診断器具の導入、診断要領の研修を継続的に実施する。 

 

C3. 予防整備実施案の作成と実施 

【課題】 

予防整備計画はあるが、パッカー車の架装部は含まれていない。また、その実施も滞りがちであ

る。 

【活動】 

 予防整備計画項目の充実（架装部を含む）と実施率の向上を図る。 

 

C4. 修理部品製作の促進 

【課題】 

 工作機械の不調、素材（切削して部品を製作する生材料）の入手が困難である。 
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【活動】 

 工作機械の修繕と、製作部品の種類を増やす検討を行う。 

 

C5. 故障原因解明技術能力の向上 

【課題】 

 新しいパッカー車の架装部は電子制御化が進んでおり、整備員には電気・油圧回路を読める知

識が不足している。 

 過去の故障に関する蓄積したデータ・情報を使った故障原因の分析・究明を行っていない。 

【活動】 

 電気・油圧の基礎研修と自主研修の継続により、油圧・電気回路が理解できる整備員を育成す

る。 

 車両履歴簿等を利用した故障原因の分析し、改善策を実施する。 

 

【第二年次】 

UPPH 中央車両整備場が行っている車両の予防整備において、大きな課題は、(1)物品調達の困

難さと、(2)破損・消耗が進んできた工作機械類のキューバ国内での故障修理や整備委託の可能

性の有無であるため、これらの課題について現状把握を行った。 

また、UPPH が公社化されるとの情報を得たため、その内容を記載する。 

 

(1) UPPH における収集車両に関する物品調達と整備委託 

1) 部品や消耗品の調達の現状 

部品や消耗品の購入は、UPPH やDPSC からTransimport 社へ上申し、Transimport 社は全国か

らの注文に応じて、国内外から調達する仕組みになっている。調達の仕組みを図 3-3 に示す。

なお、代理店等の名称は正式訳でなく意訳である。 

 

 
図 3-3：物品調達の仕組み 

 

指定代理店 

代理店A 

代理店B 

代理店C 

Transimport 社 
(MINCEX 傘下の輸出入公社) 

見積 

纏めて納品 

 
UPPH 

（MINCEX） （DPSC） 

他組織 a 他組織 b 他組織 c 

発注 発注 発注 

納品 
納品 

納品 
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2) UPPH における収集車両に関する物品調達には、以下の課題が確認された。 

 UPPH からの発注先はTransimport 社のみである。（他の輸出入公社への発注は不可） 

 Transimport 社は、指定あるいは認定された代理店のみしか取引ができない。 

 Transimport 社は、他社分の発注と纏めて代理店に発注するため、納品（分配）された

時には、物品間違い、数量違い等が頻繁に発生する。 

 発注から納品まで、6～9 ヶ月程度かかる。 

 工作機械等の部品は、メーカーからでなければ入手できないものが大部分である。し

かしながら、Transimport 社の既存のルート（ロシアや中国の代理店等）のみ輸入が可

能であり、日本のメーカーのルートは無いとのことであった。 

 

3) 資機材の整備委託の現状 

キューバの資機材の修理・整備は、各省内の修理・整備部門が担当する。省に属さないDPSC

は、上位機関から指定された他省庁の修理・整備部門へしか委託できない。図 3-4 に、その状

況を示す。 

 

 
図 3-4：資機材の整備委託の流れ 

 

4) 工作機械（旋盤）の整備委託の課題 

ワークショップ開催時（2016 年 6 月 22 日）に工作機械の整備公社（Empresa Maquimotor） の

担当者と会うことができ、この公社と契約すれば工作機械の整備は可能とのことであった。しか

し、UPPH ディレクターによると、UPPH は当該公社との契約は不可であるが、UPPH が公社化

すれば契約は可能とのことであった。 

上記のように、キューバでは縦割り行政の壁が厳しく、UPPH は日本からの機材・部品の調達

は困難な状況である。 

 

(2) UPPH の公社化 

DPSC サブ・ジェネラル・ディレクターからの情報（2016 年 6 月 22 日）によれば、UPPH を

公社（Empresa）にすることが検討されている。 

○△×省 産業省 DPSC 

UPPH 

A 鉄工所 

工場/農機具

など 

整備会社･公

社･？ 

故障 修理 

どこの省にも属して

いないが、経済計画

省が予算額、予算の

使い方を指定してい

る。 

B 製造工場 

 修理 
国（経済計画省）が

指定している他省の

部門／公社としか取

引できない。 
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UPPH は自治体の一組織であり、財源は国から得ている。国は支出を抑えるために公社化を進

めており、公社化が実現すれば、国からの補助金はあるものの、自助努力で財源を確保する必要

がでてくる。そのような流れの中で、UPPH の公社化が検討されている。 

一方、リサイクル事業に関しても公社化（UERMP: La Unión de Empresas de Recuperación de 

Materias Primas）の動きがあり、その両者が廃棄物管理全体を担い、産業省の配下とすることが

検討されている。 

なお、UPPH が公社になった場合の財源は、市民からのごみ処理料金徴収は考えておらず、大

規模排出事業者（レストランや工場等）から収集料金を徴収する予定である。 

UPPH 公社化の概要は以下の通りである。 

 UPPH 公社化の目的は、廃棄物管理部門の切り離しで、2017 年 4 月を目標としてい

る。 

 家庭系ごみの収集に関しては、今まで通りであるが、家庭系ごみ以外の収集には排出

者に課金し、公社の財源とする。 

 職員の異動、仕事内容の変更は基本的になく、財源変更が主な相違点である。 

 公社は、最初は県の傘下であるが、最終的には産業省の傘下になり、資源回収公社を

目指す。 

 産業省傘下となれば、業務内容の変化や職員異動もある。 

 なお、2016 年 10 月に既に公社化の承認はおりているとの事であったが、2018 年 2 月の段階で

は、公社化の進展はみられない。 

 

(3) 車両整備場の視察 

2016 年 6 月 8 日に、UPPH が公社化された場合の上位機関となる産業省の大臣と面談する機

会があり、紹介された 4 事業所（Oleohidraulica Cienfuegos 社：油圧部品製造所、EMTA：鉄鋼公

社、ハバナ市内自動車整備会社、ハバナ市内牽引車両製造公社）をC/P と共に視察する機会を得

た。その視察内容の概略を表 3-7 に、視察記録簿を付属資料５に記載する。 

 

表 3-7：4 事業所視察概要 

事業所名 概要 

油圧部品製造所 

Oleohidraulica Cienfuegos 

油圧機材を製造しており、油圧ホースや油圧シリンダーを製造し

ている。現在 2m までのシリンダーを製作できるが、2016 年末ま

でに導入予定の大型旋盤により、4m までの油圧シリンダーを制

作可能になる予定。 

旋盤は現在 4 台、フライス盤は 2 台所有し、最近は中国製が多

く、10 年間のメンテナンス契約を行っている。 

歩合制の導入により、スタッフの士気は高く、UPPH 中央整備場

との連携の可能性が高い印象を受けるが、縦割り行政の壁を取り

払う必要がある。 

鉄鋼公社 

EMTA 

ハバナ市内の鉄工所は、旧式の機械を駆使しており、2015 年か

らはごみ収集車の架装部の修理を手がけている。中国車に採用さ

れている 1.4mm 厚の鉄板は薄すぎるため、4mm 厚の鉄板への変

更や、収集容器を持ち上げるアームの改善など、独自の改善を実

施している。 
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事業所名 概要 

ハバナ市内自動車整備会

社 

自動車整備会社（ハバナ市内）は、自動車整備全般を実施してい

る公社。但し、現状は、ロシア製トラックのエンジン換装が主な

業務となっている模様。 

ハバナ市内牽引車両製造

公社 

様々な牽引車両を製造しており、産業展に出品しているキューバ

製パッカー車の製造公社である。パッカー車はスペイン製の設

計・部品を用いているが、セミ･コンパクター車と呼ばれる牽引

式ごみ収集車両は 100%キューバ製で、トラクターでの牽引を想

定している。キューバの事情に合ったものであるが、ごみ収集速

度が遅く、現在のごみ収集計画では支障をきたす。しかしなが

ら、資機材不足のなか、苦労して新しい機材の開発・製造に当た

っており、高い可能性を秘めているように思われる。 

 

【第三年次】 

(1) 合弁会社構想 

UPPH における廃棄物管理業務については、前述した公社への移管と、さらに次のステップと

して、外国企業との合弁会社の設立が検討されている。 

 これは外国企業との合弁会社を設立する計画で、合弁会社は廃棄物収集・輸送・処分を行い、

公社は環境美化を担当する構想である。 

 2017 年 6 月時点では、主に 4 社を検討中14との事であったが、2018 年 2 月の段階では、公社

化と合弁会社構想の進展は無い。 

 

(2) ノンプロ無償案件 

2017 年 6 月、JICA キューバ事務所とC/P からの情報によれば、ハバナ市を対象に日本政府に

よる廃棄物収集機材のノン・プロジェクト無償資金協力（以下、「ノンプロ無償」と略称）が進

んでいる。その内容は以下の通りである。 

 5 年間のプロジェクトである 

 そのうち、経済社会開発計画として、ハバナ市への廃棄物収集車の機材供与が両国間で

合意された 

 内容は 64 台のパッカー車、スペアパーツと運転・整備に係るソフトコンポーネントであ

る 

 収集車両がキューバに供与されるのは 2019 年の予定である 

 第 2 期ノンプロ無償の可能性があり、キューバ側から建設廃材の増加に対応する機材等

の要望があがっている 

 

上記の情報を得たので、EEJ はC/P、JICA キューバ事務所、そして在キューバ日本大使館と情

報交換を行うとともに、効果的な支援となるよう提案を行った。 

 

 

                                                        
142017 年6月時点では、可能性の高い順に、1位がチリのSur Continente 社とKDM社のグループ、2位がスペインの

URBACEL 社（EUでリサイクルをしている）、3位がスペインのPSP社、4位は不明との事であった。 
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3.4 B2.機材の運転管理履歴簿の作成 

【第一年次】 

UPPH 中央車両整備場で保有している機材（収集車両）の車両台帳は完備しており、運転管理

履歴はメモ用紙に記入してファイルに綴じているものの、この状態では故障原因の分析や予算計

画作成に活用できない状態であった。 

これらの履歴情報を、パソコンを導入し運転管理履歴簿の電子化を図り、車両の故障原因分析

と対策、機材整備や部品調達を合理的に行うようにすることを活動とした。 

第一年次は、第 2 回目渡航時に携行したパソコンを利用し、車両台帳をパソコンに入力すると

ともに、車両履歴簿のフォーマットを作成し、パソコンへの入力を開始した。 

車両台帳には、車両ナンバー、メーカー名、シャーシ番号、エンジン番号、燃料の種類、調達

年、車両の状態（稼動・非稼動）などの情報を記入し、一覧表として検索できるようフォーマッ

トを作成した。図 3-5 にその一部を示す。 

一方、車両履歴簿は車両毎に 1 枚のシートを使用して、行にエンジン、トランスミッション、

ステアリング、サスペンション、ブレーキ、電気部品、架装部の各カテゴリー（全 82 項目）を

記載し、列には年月日の記入と、その時に行った点検整備内容（点検、修理、部品取替え、オー

バーホール、調整等）を記号で記入するようにした。図 3-6 にその一部を示す。 

これらは大阪市の廃棄物収集車両の整備で使っていたものを、UPPH が保有する車両に合うよ

うに作成したものである。 

対象車両はUPPH が保有するパッカー車全車（当初は 68 台）で、新規車両が導入される際に

は車両台帳を追加する。担当者はEEJ 不在中も、車両履歴簿へのデータ入力を継続することと

した。 

なお、潤滑油情報が今まで車両整備担当には伝えられていなかったため、情報の一元化の必要

性を説明し、車両履歴簿作成者へ必要情報が伝えられることとなった。 

 

 
図 3-5：車両台帳の入力例 
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図 3-6：車両履歴簿の入力例 

 

【第二年次】 

第一年次に車両台帳と車両履歴簿のフォーマットを決定してデータの入力を開始し、入力台数

は 2016 年 12 月で 80 台と増加した。 

なお、車両履歴簿は、一年次には、横列に整備項目、縦列に日付を配して、下方向に追記して

いくフォーマットとしていたが、利用者の利便性を向上させるため、縦と横を入れ替えたフォー

マットに変更した。図 3-7 参照。 

図 3-7：車両履歴簿フォーマットの改善 

第一年次のフォーマット 

（下方向に追記していく） 

第二年次のフォーマット 

（右方向に追記してい

く） 
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【第三年次】 

パッカー車を対象に車両台帳と車両履歴簿の電子化（Excel）に取り組んでおり、入力データ

はパッカー車の増車に合わせて増えており、2018 年 2 月時点で 90 台となり、運転管理履歴簿作

成の活動は達成した。 

 

表 3-8：運転管理記録簿入力台数 

時期 入力台数 

2016 年 1 月 68 台 

2016 年 6 月 78 台 

2016 年 12 月 80 台 

2017 年 7 月 90 台 

 

第三年次は、この活動を一歩進めて、車両の故障原因分析や、効率的な機材・部品調達等を目

指し、蓄積されたデータを使った分析方法（Excel 使用）の研修を実施した。 

担当者は分析法を習得し、Excel 自主研修を行っている。その内容は以下のとおりである。 

(1) 車両履歴簿の整備記録の蓄積 

 車両履歴簿には、車両毎に 1 シートに、整備を行った日と、整備内容を記号で記入している。 

整備内容の記号は、点検：I、修理：R、交換：C、外部委託：F とした。 

(2) 車両毎のデータをまとめる前処理 

 車両の故障原因の分析等を行うため、車両毎に分かれているシートを一枚に纏める。纏め方

は、一車両を 4 行（整備内容毎：I, R, C, F）に記入するとともに時期も表示し、縦軸には整備項

目・場所を表示させるようにした。 

(3) 簡易分析の実施１（例：特定車種における修理状況の把握） 

 特定の車種（例：ZoomLion 車）と、整備の内容（例：修理R）を選ぶと、一ヶ月当たりの

ZoomLion 車の特定部位の修理件数が自動的に示される。 

(4) 簡易分析の実施２（例：特定の部品交換作業の把握） 

 特定の項目（例：プレスプレート）を抽出し、項目と車種、件数を別シートにまとめて表示す

る。 

 

(1) 整備記録の蓄積 

 

整備した項目について、点

検(I),修理(R), 交換(C), 外部

委託(F)の別を記入 

整備した日を記入 
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(2) 車両ごとに分かれているシートを、一枚に纏める前処理 

 

 

(3) 簡易分析の実施１（例：特定車種における架装部の修理状況の把握） 

 

 

(4) 簡易分析の実施１（例：特定の部品交換作業の把握） 

 

整備項目を縦軸に表示 

一車両を 4 行 (点検(I), 修理(R), 
交換(C), 外部委託(F)別)に表示 

対象期間を表示 

特定車両 (例: Zoomlion)を抽出 

整備タイプ (例: 修理R)を抽出 

一ヶ月当りの修理件数を算出 

特定項目の（交換作業

数の）抽出 

別シートに整理 
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本支援活動期間中では、特定項目や特定車種における分析方法を習得したが、今後は、それら

を組み合わせた分析とその活用が期待される。例えば、特定車種における特定部位の検査と部品

交換との頻度や間隔を把握したり、特定車両の故障傾向を把握し、用意すべき部品の種類と時期

を予想したりする事が挙げられる。 

 

3.5 B3.在庫管理体制の改善 

【第一年次】 

UPPH では物品の在庫管理に使用されている帳票はあるものの手書きで、各物品格納場所に置

いており、全体の在庫状況をすぐに把握できない状況であったことから、パソコンを導入し、棚

卸や予算計画作成に効率的に活用できるよう、物品毎に帳票記録を作成することとした。 

全ての物品の在庫票を作成するのは膨大な作業となるため、取扱いが多いフィルター類、タイ

ヤ、ホイール、電装品を対象としてフォーマットを作成し、第 2 回目渡航時に携行したパソコン

に情報の試行入力を開始した。なお、現地では複数のフォーマットが存在するので、それらを一

括したフォーマットとして電子化するようにした。フォーマットは部品名、番号、型式、価格、

入庫日、出庫日、個数を記載したもので、図 3-8 に一例を示す。 

EEJ の帰国後は、在庫管理担当者は継続的に情報入力作業を行い、次回渡航時にEEJ が入力状

況を確認するようにした。 

 

 

図 3-8：在庫管理簿の入力例 

 

【第二年次】 

第一年次終了時点でフォーマットを決定し、Excel でデータ入力を開始する事としたが、第二

年次の第一回渡航時点（2016 年 6 月）では、在庫票情報を所定の用紙に手書きで写す作業が繁

忙なため、PC 入力作業は停滞していた。6 月中に手書きでの作業が終了する予定になっていた

ことから、7 月からのデータ入力再開を目指したが、会計財務管理ソフトVersat Sarasola が 2016

年 10 月に導入されることとなり、Excel とVersat Sarasola に入力する事は重複作業となるため、

UPPH ではExcel 入力を中止してしまった。 

 

(1) 活動停滞の理由と問題点 

 活動が停滞した理由と問題点は下記の通りである。 

 繁忙期に PC 入力する余力がなかった 

 UPPH はVersat Sarasola 導入を拒むことはできない 

 Versat Sarasola 導入が決まったため、Excel 入力を行うことは重複作業となる 

 財務管理ソフトのVersat Sarasola を在庫管理に使用するには下記の問題がある 
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 物品のコードは国が決めたもので、物品を注文する際の商品コードと一致しない 

 ソーティング機能が貧弱である 

 Windows 10 に対応していない 

 Excel データを取り込むこと（Import）が出来ない。なお、Versat Sarasola データを

Excel にExport することは可能である。 

 

(2) 活動の変更と内容 

 上記の問題が発生したため、2016 年 12 月渡航時にC/P と活動内容を調整し、以下のように進

めることとした。 

 Versat Sarasola 導入を変更することはUPPH レベルでは困難であり、Versat Sarasola と

Excel へ物品情報を入力するのは重複作業となる（輸入部品のみで 68,000 種類ある） 

 Versat Sarasola を導入し、そのデータをExcel にExport してデータ抽出・傾向分析等を

行うのが現実的である 

 今後、Excel を使って下記の活動を行うこととした 

 目的データの抽出と、コードによるソーティング能力を身に付ける 

 傾向分析能力を身に付ける。 

 

 なお、Versat Sarasola を導入する際には、以下を要求することが必要である。 

 Versat Sarasola プログラムの仕様のカスタマイズ化（コード変換、ソーティング機能充

実等） 

  

上記のように活動内容を変更し、2017 年 1 月～2 月の渡航時に以下の活動を行った。 

 

1) 2 月 1 日Excel 基礎研修 

 在庫管理担当者を集め、各自に電子化による在庫管理の改善での目標と目的を発言させた。議

論の結果、目的としては 

 棚卸を正確、短時間に行うこと 

 請求書の金額計算と作成、物品の出庫データ作成 

 

が挙げられた。そのためには 

 Excel によるデータの抽出 

 データの解析 

 

を習得することが必要であることを共通認識として共有した。 

 担当者はExcel を使用した経験があるとはいえ、ごく初歩から学ぶ必要があったため、初回の

研修は、Excel の機能や構成要素のほか、数式の作成やグラフの作成などの実習を行った。 

 担当者は一通り習得したが、繰り返し練習が必要である。 

 

2) 2 月 2 日Excel 基礎研修（補講） 

 前日の研修で途中退座した人を対象に、同様な研修を行った。 
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3) 2 月 7 日Excel 研修 

 各種書式設定、リンクの概念と使用法、関数の使用法、その他有用な機能を研修した。 

 

4) 2 月 9 日 Excel 研修 

 2 月 7 日と同様な内容を、担当者の数を増やして行い、受講者のレベルに応じて追加的な実習

（行の挿入やグラフの更新方法等）を追加して研修を行った。 

 

5) 2 月 10 日 Excel 研修（補講） 

 前日の研修についてこられなかった担当者を対象に補講を行った。 

 

 一連の研修で、Excel の基本的な使い方は理解したが、繰り返し練習する必要があるので、継

続的な自主研修を課した。 

 

  

研修の様子 自主研修用テキスト 

 

【第三年次】 

(1) Versat Sarasola による電子化システムの構築 

 2016 年 10 月にUPPH に導入されることとなったキューバ独自の会計ソフトであるVersat 

Sarasola は、一般会計、コスト管理、在庫管理、財務管理、資産管理、請求書作成、給与計算、

計画と予算、監査等に利用予定である。 

 この会計ソフトによる電子化システムに、収集車両のオペレーションデータも入力し、Versat 

Sarasola データベースからExcel へ必要データをExport し、解析・分析することにより、物品の

棚卸、予算・配分計画、廃棄物収集計画に役立てるようC/P と検討を行った。その電子化システ

ムのイメージは図 3-9 の通りである。 
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図 3-9：電子化システムのイメージ 

 

(2) 在庫管理電子化機器の配置・接続 

 Versat Sarasola ソフトに

よる在庫管理電子化シス

テムの構築には、電子機

器を準備・配置する必要

があるため、電子機器の

種類と台数・配置・接続

を検討して決定した。

UPPH に情報管理室が設

置され、電子機器の購

入・配置の工事が進んで

いるが、2018 年 2 月時点

ではまだ完成していな

い。電子機器の接続図を

図 3-10 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-10：UPPH におけるネットワークの接続図 
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(3) 在庫管理データの入力フロー 

 在庫管理の電子化を具体化するため、電子化による物品の納入・払い出しの手順を明確にし

た。物品の納入・払い出しフローと帳票は従前どおりで、そのデータを電子化するため、図 3-

11 のフロー図のように、経理課（Economia）で必要情報を PC にインプットすることとした。 

 

（１）物品発注フロー 

 発注担当者 物品申請票を作成・提出する  

 
 

 
 

  Transimport 社に発注  

 
 

 
 

 Transimport 社より、物品と明細書が納入される  

 
   

  物品 明細書  

 
    

 倉庫 倉庫担当者が、(1) Informe de Reception と、 

(2) Tarjeta de Estiba を作成する 

 

 
     

   経理課 日付、品名、入荷日、個数等を PC 

(Submayor Inventario)に入力する 

 

      

 倉庫 物品と Tarjeta de Estiba 用紙を一緒に、 

所定の棚に格納する 

 

 

（２）物品払い出しフロー 

 (1)請求書を準備する (2)車両の業務報告書を準備する   

 
   

 倉庫 (3) Vale de Salida 用紙に記入する  

 
   

 経理課 (4) 経理担当者が PC に入力する 

(5) Vale de Salida 用紙（コピー）を走行担当者と経理課に配布する 

 

 
   

  (6) 物品の払い出し 

 

図 3-11：UPPH における物品の納入･払い出しフロー 

 

(4) Excel による必要データの分析能力向上 

 第二年次から継続してExcel の基礎研修を行い、担当者は概ね分析法を理解した。 
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(5) 倉庫の改善 

 本支援活動が始まった時点では、UPPH 中央車両整備場にある 2 棟の倉庫に物品を収納してい

たが、パッカー車の種類が増えるにつれて物品数が多くなり、収納棚が手狭になった結果、倉庫

の通路や屋外に物品が溢れる状況となり、棚卸や物品の払い出しに時間がかかるようになった。 

 2016 年からこれらの改善に取り掛かり、以下の改善を行った。 

1) 倉庫の通路の溢れている物品の整理 

2) 倉庫の外に仮置きしている物品の整理 

3) 新しい倉庫（51 y 88）15の確保と使用 

4) デッド・ストック（使用しない物品）の整理と売却計画 

5) 物品のデータベース作成に 2 台の PC を導入し、担当者が異動しても間違わないように

物品の写真をデータとして添付する 

 これら一連の改善の写真を以下に示す。 

 

  
通路に仮置きしている物品 収納先を決定して整理した 

  

屋外に仮置きしている物品 ビニールパックで雨天対策 

                                                        
15 所在地の住所から通称「51 y 88」と呼ばれている。 
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新しく建屋を確保し、倉庫として改造し、すぐに入用でない物品を収納している 

  

いままでの手入力作業 2 台の PC を確保してデータを入力中 

写真 3-1：倉庫の改善 

 

 活動期間中にVersat Sarasola ソフトの導入が決まったため、活動内容を変更したが、C/P と担

当者は電子化による在庫管理法を習得し、活動予定は達成した。 

 しかしながら、未だ電子化の工事が終了していないため、実際の運用には至っていない。 

 また、UPPH では基本的に 1 年に 1 回の物品・機材の搬入があるため、その時期には搬入物の

受け入れや整理が繁忙となり、また仮置きのスペースも十分でないために整理に時間がかかる。

また不用部品の売却などの整理も課題の一つである。 

 

 

3.6 B4.消耗品の予算計画作成 

【第一年次】 

 当活動は、B3 在庫管理の改善活動の電子データを活用して行う予定であったため、第一年次

は現状把握にとどまった。以下はその内容である。 

(1) 消耗品の予算計画から調達までの手順 

1) UPPH は過去の実績を元に予算計画を作成し、DPSC の投資担当へ提出する。 

2) DPSC はその傘下機関の予算計画をまとめ、CAP へ提出する。 

3) CAP は関係機関の予算計画を統括し、経済計画省へ提出する。 

4) 経済計画省で予算確定後、CAP、DPSC へ予算額が知らされる。 

5) DPSC・UPPH は予算に応じた物品・個数をTransimport 社へ発注する。 

6) Transimport 社は全国からの注文をまとめ、業者と契約・調達する。この際、UPPH の注文

とは異なる納品がなされることがあり、変更はすぐにはできない。さらに購入価格が予定

より低かった場合は、同じ物品の数量を増やして購入・分配するため、不用な物品が倉庫

に在庫される（デッド・ストック）。なお、燃料は国が統括して調達し、使用者へ分配す

る。 
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(2) 収集車両や大型機材の調達手順は以下の通りである。 

1) DPSC 開発投資部がCAP へ予算計画を計上する。 

2) CAP は関係機関からの予算計画を統括し、経済計画省へ提出する。 

3) 経済計画省は予算を確定する。 

4) DPSC はTransimport 社へ発注する。 

5) Transimport 社は発注品を確認し、外国企業（車両メーカー等）と契約する。 

 

以上のような手順で予算計画～調達が行われているが、ヒアリングによると正確な根拠がなく

予算計画を行っている場合があるので、電子化した情報から正確に実績を把握して予算計画を作

成することとした 

さらに、Transimport 社へ注文した物品が正確に調達されないという課題は、UPPH 内部では解

決できないので、市の上層部や上位機関への働きかけが必要であることをキューバ側に提言し

た。 

 

【第二年次】 

今までの予算計画作成業務内容は、担当者が分散した資料（昨年度に消費した物品と個数）を

調べ、それを基に次年度に必要な物品と個数を計上していた。 

中国車の部品に関しては、パーツリスト不備のため、Transimport 社の情報や中国車両担当者

がUPPH 中央車両整備場のパッカー車の実車を見て、部品名称・商品コードを確認していた。 

そこで、「B3.在庫管理体制の改善」活動で電子化された在庫管理データを使って、正確な物品使

用量データを使った予算計画作成を目指すこととしたが、前項で述べたとおり、在庫管理データ

の PC 入力作業が滞ってしまったため、見直しを行った。 

 

(1) 予算計画作成の課題 

 今までの予算計画作成の課題を以下に整理した。 

 物品の使用記録が、手書きの個別在庫票のみであり、使用量を正確に把握するのに時

間がかかるとともに、正確性に課題があった。 

 本来、予算計画策定は、過去の実績に来年度のごみ収集計画（車両購入・廃車計画、

収集作業計画）を勘案して立案するものであるが、将来計画を加味していない。 

 中国車のパーツ・消耗品リストが不備なため、物品を特定するのに時間がかかる。 

 「B3 在庫管理体制の改善」活動の電子化された在庫管理データを使って、正確な物品

使用量データを使った予算計画を目指したが、PC 入力が遅延している。 

 

(2) 活動内容 

 今後の活動内容を以下のように変更した。 

 過去の情報、データのみならず、将来のごみ収集計画を加味した予算計画策定を目指

す必要があるため、担当者に共通認識を持たせる。 

 電子化された在庫管理データを使用した予算計画を目指す。 

 担当者に、予算計画法について議論し、将来計画を加味する必要性があることを説明した。そ

の内容は以下の通りである。図 3-12 に予算作成イメージを示す。 

(60)



キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

49 
 

図 3-12：予算作成のイメージ 

 

 将来計画として、何を調べるべきかをC/P・担当者と議論し、以下の内容とした。 

1) ごみ収集計画に必要な情報とデータ収集 

 地区毎の人口推移 

 開発計画 

  以上より、発生ごみ量を推定する。 

2) 収集車両の稼動計画と廃棄物収集計画策定 

 廃車計画 

 新車購入計画 

以上より、稼動車数を想定して廃棄物収集計画を策定する 

3) 総走行距離より、以下を想定する 

 燃料消費量 

 車両整備計画により、必要部品を想定する 

4) 昨年度の実績比較 

 昨年度の実績から、上記計画を修正し精度をあげる。 

2017 年 1 月 27 日に、上記のような予算計画作成法を担当者と議論し、共通認識を持った。今

後、人口推移と廃棄物収集計画を、予算計画作成に織り込むこととした。 

しかしながら実際の予算配分は、経済計画省が用途や支払先まで指定した予算をDPSC・

UPPH に割り当て、UPPH の実務は、その予算を如何に内部に配分するかということなので、よ

り正確な予算計画策定努力の効果が問われるが、基本的な考え方は理解・共有する必要がある。 

 

 

【第三年次】 

 第二年次に、将来計画を考慮した総括的な予算計画の必要性を理解し、第三年次には消耗品の

内で最も大量に消費する燃料の消費量推定に焦点を当てた。 

車両の燃料消費量は、車両の種類により推計方法が違ってくる。例えばダンプカーであれば燃

料は走行中に消費されるため、燃料消費量は走行距離にほぼ比例する。一方、パッカー車は走行

時のみでなく、廃棄物を収集するときに、圧縮設備の運転で燃料が消費されるため、燃料消費量

はダンプカーと同様に走行距離に比例するのではなく、廃棄物の積載量にも比例することとな

る。 

ごみ収集計画 
収集量の変化 

車両台数計画 
購入・廃車数 

走行距離試算 
消耗度・シフト数 

昨年度実績 
PCデータ 

物品の特定 
商品番号 

将来計画の立案 

実績データと、物品の特定 

予算計画・予算要求資料作成 
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UPPH の燃料担当者は、各車両の日々の詳細なデータをExcel に入力している。データの内容

は、出発地点、行き先、走行距離、燃料消費量、ごみ収集量（体積）、トリップ数等で、これら

のデータの相関関係では、パッカー車の燃料消費量はトリップ数に最も比例するのがわかってお

り、最近のデータは以下の通りである。 

 パッカー車の 1 日燃料消費量＝3,300L16/日 

 パッカー車の燃料消費量＝27.86L/トリップ数 

 

上記の検討フローを図 3-13 に記載する。 

 

基礎データ蓄積（Excel）    

データ 作業日数  車両等カテゴリー毎（8 種類）の検討 

 走行距離  係数計算 燃料消費量 /トリップ数 

 収集量（m3: 計画と実績）   燃料消費量 / 走行距離 

 トリップ数   燃料消費量 / 収集量 

 燃料消費量    

     

次年度の収集計画  最適化 

予測 収集量  8 カテゴリー毎に、どの係数を使用す

るのが最適かを検討する  トリップ数  

 走行距離    

   

 

  

 集計して、次年度の燃料使用量を予想する  

 

図 3-13：燃料使用量の推計方法 

 

 このように燃料消費量の推定には、燃料担当者がごみ収集作業に係る各種情報をExcel にデー

タバンクとして蓄積している。しかしながらExcel での分析法が未熟であったため、抽出、演

算、相関などの機能が使えるよう研修を行った。 

 UPPH では、このようにパッカー車の燃料消費量は、ごみ収集作業のトリップ数と最も相関性

が高いことを理解して、使用量の推定を行っている。 

 今後、Versat Sarasola に各種データが蓄積されれば、燃料以外の消耗品も何と相関があるかを

検討し、正確な使用量推定が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

                                                        
16 リットル 

(62)



キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

51 
 

3.7 B5.管理改善ワークショップ・C6 技術改善ワークショップの開催 

【第二年次】 

車両の適正な予防整備を実現するため、2016 年 6 月 22 日に、C/P はじめUPPH の関係者のみ

ならず、関連組織からの代表者、

同業他社を幅広く招待したワーク

ショップを開催し、意見交換を行

った。 

アクションプランでは管理面と

技術面に分け、別々のワークショ

ップを開催する予定であったが、

合同で開催し、図 3-14 のように分

科会を設けることにより、より効

果的な参加型ワークショップを開

催することとした。以下にワーク

ショップ内容を記載する。 

 

図 3-14：ワークショップ進行図 

 

(1) 開催日時 

 2016 年 6 月 22 日 午前 8 時 30 分～午後 3 時 30 分 

 

(2) 会場 

 ホテル・シャトーミラマール 

 

(3) 参加者 

 C/P 等合計 40 人 

(4) 目的 

1) 車両の予防整備の取り組みや各資機材の維持管理の適正化に係る課題と改善策を参加

者で意見交換する 

2) 在庫管理業務の実地経験等、UPPH での活動に関する客観的意見を得る 

 

(5) プログラム 

時刻 内容 担当者 

9:00-9:10 開会挨拶 Sr. Marcelo Gálvez Sotolongo (DPSC 局長) 

9:10-9:20  JICA 挨拶 Sr. Daisuke IIJIMA (JICA) 

9:20-9:40 ハバナにおける廃棄物管理に関

する技術協力～経験と課題～ 

Dr. Mitsuo YOSHIDA (JICA) 

9:40-9:50 本ワークショップについて Sr. Onelio de Jesús Ojeda (DPSC サブ・ジ

ェネラル・ディレクター) 

9:50-10:10 UPPH における JICA による支援

活動の概要 

Ing. Ryo HIRAGA 

(JICA 専門家チーム総括) 

全体会議 

分科会１ 

技術部会 

分科会２ 

管理部会 

全体会議 
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時刻 内容 担当者 

10:10-10:20 Q&A 司会 

10:20-10:40 UPPH の管理面に関する課題と

対策 

Sr. Onelio de Jesús Ojeda (DPSC サブ・ジ

ェネラル・ディレクター) 

10:40-10:50 Q&A 司会 

10:50-11:10 UPPH の機能について Sra. María Teresa Reyes Rodríguez (UPPH

ディレクター) 

11:10-11:20 Q&A 司会 

11:20-11:35 Café 

分科会（管理面） 

11:35-12:05 中央整備場における課題と対策 Sra. Liliana Bonora Soto (購買部サブディ

レクター) 

12:05-12:35 EISA における挑戦と課題 EISA 

12:20-12:50 討論 司会 

12:50-13:00 UPPH での活動に対する提言 司会 

分科会（技術面） 

11:35-12:05 中央整備場における課題と対策 Sr. Enrique M. García Rodríguez (運輸車両

部門技術士A) 

12:05-12:35 Roselló 社における挑戦と課題 Roselló 社 

12:20-12:50 討論 司会 

12:50-13:00 UPPH での活動に対する提言 司会 

全体会合 

14:30-14:40 技術分科会の概要発表 技術分科会代表者 

14:40-14:50 管理分科会の概要発表 管理分科会代表者 

14:50-15:20 討論 司会 

15:20-15:40 コメントおよび提言 司会 

 

(6) 発表内容 

 付属資料６に発表内容を添付する 

 

(7) 分科会での結論 

管理、技術の分科会で議論を行い、その課題と結論は以下の通りであった。 

 管理部門（テーマ：UPPH 中央車両整備場における課題と対策） 

1) メーカーが提供すべきカタログやコード番号の情報不足 

2) 車両の故障・不備記録の作成 

3) 整備場における備品の在庫が最小限しかない 

4) 使用されないまま放置されている機材を有効利用するための情報整理 

5) サプライヤーとの良好な関係 

6) 研修の実施（オペレーター、技術職、管理職） 

7) 機材のラインナップを特定する 
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8) 業務が自動化されていないと、部品交換を実施する度に、過去の履歴を確認する

作業が発生する 

9) 適正な整備を実施するための良好な衛生状態の維持 

 技術部門（テーマ：車両整備能力の強化） 

1) カタログをスペイン語とする 

2) 整備士への研修実施 

3) 運転手への研修実施 

4) 日常点検と定期点検の遂行 

5) UPPH 中央整備場の組織力強化 

6) 調達ルートを整備し、効果的に機能させる 

7) 戦略的な投資プロセス 

8) 人材育成 

9) 廃棄物収集のための料金徴収システムの整備・統合 

 

(8) 質疑、討議内容 

ワークショップでは様々な質疑や討議が行われた。主なものを下記に記載する。 

 車両故障の大部分がパンクで、1 日 20～30 回もパンクし、路上で 10 時間/日もロスす

る。スペアタイヤがあれば、1 時間/日のロスですむ。 

 購入や輸出入など問題があるが、我々ができる範囲での改善を行う必要がある。 

 移動修理車を最大限に活用すべきである。 

 パッカー車は特殊で、電子回路も複雑である。 

 CIMEX は収集車の部品整備を行っているが、国の決定により技術検討会を組織してい

る。パーツカタログが不適正なこともあり、1 年近く部品納入がかかる場合があり、大

きな課題と認識している。UPPH の架装部を含む予防整備に注目している。本日出席し

ていないEISA 社は国レベルの修理工場で、様々な車両を修理しているので、情報を聞

くのは必要と思う。 

 投資部門はトラック整備を担当していない。維持管理が必要なごみ収集車の事を理解

する必要があり、システムの統合が必要ではないか。 

 投資部門の担当者には、衛生部門にも予算が必要な事を理解して欲しい。 

 調達すべき必要な予算を、インベントリーより導き出す必要がある。 

 整備計画、在庫管理の電子化が問題解決の鍵となる。 

 

(9) ワークショップの総括 

 UPPH ディレクターによる総括 

JICA の支援プロジェクトでは、キューバ側が取り組むべき課題が多く含まれる一方、

廃棄物処理事業とは、そもそも全ての住民が排出者であることから、全ての住民がこれ

らの課題に取り組む責任があると考える。DPSC の運営は、JICA プロジェクトによって

多くの便益を享受している。 

特にUPPH においては、JICA プロジェクト開始時には知らなかったことが沢山あった

が、現在では得られた知識をもとに次の取り組みを検討することが出来るようになっ

た。日本人専門家の存在は、私達の能力強化に貢献しているだけでなく、今日のワーク

ショップのように関係者が集い、議論を展開する機会を作ってくれた。特に組織を超え
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て廃棄物処理事業に従事する人が集まり、意見交換することによって視野を広げる機会

となった。JICA プロジェクトに関係者一同感謝する。 

 

 DPSC サブ・ジェネラル・ディレクターによる総括 

本日課題解決のための意見が述べられた。予算をより効率的に活用することと、最小限の

代替部品管理で整備が実現できるように、今後も議論を重ねていく必要がある。UPPH にと

って、在庫管理情報がデジタル化されることは非常に大きな進歩と言える。それらには様々

な過程があるが、一つ一つ精査して達成していくことが重要である。 

 

(10) ワークショップのアンケート結果 

1) 内容 

「すばらしい」や「大変良かった」が 8 割を占め、「不十分」或いは「悪い」印象を持

った人はいなかった。 

2) 次回ワークショップで取り上げたいテーマ 

 JICA による供与機材メンテナンスの維持と整備士への研修の継続 

 品質システムの総体的目標/ 環境保護 

 最終処分場とそのオペレーション 

 技術者と各部職員への総合的研修 

 すべての機関での人材育成。根本的問題である最終処分場 

 研修 

 収集システムの統合 

 都市における総合的管理システム 

 収集車両を確実に行う作業システム 

 収集作業員の準備 

 整備スタッフと部品サプライの確保について 

3) 次回ワークショップへの意見 

 収集車の修理に関わる各公社をもっと参加させるべきであった。 

 収集作業に影響を与えている剪定ごみの収集システムを確立する必要があると考え

る。コミュニティにおいて、市民に規律（Discipline）を教える教育的なファクター

の一つである。 

 業務内容改善のために各種の機関が集まり意見交換をすることは大変よかったと思

う。 

 ワークショップは良かったと思うが、より多くの要素を組み合わせる必要がある。 

 廃棄物収集に関する品質管理システム 

 資機材の管理・使用について 

 

(11) 総評 

縦割り行政が厳しいキューバにおいては、他組織を巻き込んだワークショップは余り一

般的ではないこともあり、殆ど全ての参加者が業務内容改善のために何らかの意見を表明

し意見交換を行った事は意義深かった。 

また、各分科会での討議の結果がUPPH での業務改善に資した内容も多い。例えば、管

理部門で「使用されないまま放置されている機材を有効活用するための情報整理」の重要
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性が確認されたことを受け、UPPH では翌年までにデッドストックの整理と売却を検討する

と共に、機材のデータベース化を進める事になった。また、同業他社との連携についても

協議することが出来たが、さらに議論を有益なものとするため、国レベルの修理工場であ

るEISA 社を三年次のワークショップに招待することが提案され、三年次ではEISA 社を含

めた同業他社との更なる議論に繋がった。 

 

  
吉田専門員による発表 DPSC サブ・ディレクターの発表 

  

技術部門分科会 管理部門分科会 

  

修了書の授与 ワークショップ終了後の集合写真 

写真 3-2：第二年次ワークショップの状況 

 

 

【第三年次】 

 第二年次に引き続き、車両の適正な予防整備の実現と活動成果の発表のため、2018 年 1 月 25

日(木)に、管理改善と技術改善の合同ワークショップを開催した。参加者は、DPSC やUPPH の

C/P を始め、関連省庁の代表者、ハバナ市内の同業他社などであり、活発な議論が交わされた。 

ワークショップは全体会議で、UPPH の車両整備活動の紹介を行い、次にハバナ市交通公社よ

りバスの整備について講演があった。その後、管理と技術の分科会に分かれ、UPPH から活動内

容を発表し、参加者間で討論を行った。 

昼食後、全体会議で各分科会の討論内容の発表があり、全体のまとめ、最後にEEJ より 3 年

間の活動結果と今後の取組について発表があった。 

ワークショップの進行を図 3-15 に示す。 
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図 3-15：ワークショップの進行 

 

ワークショップの内容は以下の通りである。 

(1) 日時：2018 年 1 月 25 日（木）9:00-15:00 

(2) 場所：Club Habana 

(3) 目的：1)  3 年間に渡るUPPH の車両整備能力向上活動内容を参加者に発信する 

2) 参加者同士で情報・意見交換を行い、今後の活動に生かす 

(4) 参加者： 

C/P 機関  17 名 DPSC (10), UPPH (7 名) 

他省庁    3 名 Ministerio de Comercio Exterior y la Inversión Extranjera (1),  

Ministerio de Economia y Planificacion (2) 

関連企業  5 名 Empresa Transporte La Habana (2), Transimport (2), Empresa Integral de 

Servicios Automotores (1)  

日本人    8 名 JICA 事務所、専門家チーム 

 

分科会参加者（キューバ側） 

管理分科会 12 名 

技術分科会 10 名 

 

(5) プログラム 

時刻 内容 担当者 

9:00-9:10 開会挨拶 Sub-Director de la DPSC 

Sr. Onelio Ojeda López 

9:10-9:20  JICA 挨拶 Representante de JICA en Cuba   

Sr. Shoji Ozawa 

9:20-9:30 ワークショップの説明とUPPH

の車両整備活動 

Director de UPPH 

Sr. Elpidio Tejerizo Perón 

9:30-10:00 ハバナ市交通公社のバス整備 Ing. Carlos A. González González 

Sr. Jorge Luis León  

全体会議（進行説明と発表） 

全体会議（発表⇒まとめ） 

分科会 

 
発表（管理） 発表（技術） 

討論 討論 
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時刻 内容 担当者 

分科会（管理） 

10:15-10:45 UPPH 車両整備の管理 

（在庫管理、予算・配分計画） 

Sub-Directora Comercial y  

Abastecimiento Técnico Material de UPPH 

Sra. Liliana Bonora Soto 

10:45-11:45 討論  

分科会（技術） 

10:15-10:45 UPPH 車両の予防保全 

（始業前点検、車両台帳・履歴

簿、予防整備、診断技術と故障

原因の特定） 

Especialista Principal de Dept. de 

Comercial y Abastecimiento Técnico 

Material de UPPH 

Ing. Enrique M. García 

10:45-11:45 討論  

全体会議 

13:30-13:40 分科会（管理）の結果発表 Representante de la sesión de gestión  

13:40-13:50 分科会（技術）の結果発表 Representante de la sesión de técnica 

13:50-14:10 全体のまとめ Sub-Directorde la DPSC 

Sr. Onelio Ojeda López 

14:10-14:30 3 年間の活動と今後の取組み Equipo de Especialista Japoneses  Sr. 

Hiraga / Sr. Okamoto / Sr. Togawa 

14:30-14:45 ワークショップ参加証の授与 Sub-Director de la DPSC 

Sr. Onelio Ojeda López, 

El Jefe del Equipo de Especialista 

Japoneses 

Sr. Ryo Hiraga 

14:45-14:55 集合写真撮影  

 

(6) 発表内容 

 発表資料は付属資料７に添付する。 

 なお、ハバナ市交通公社の発表、特に 5 か年計画はUPPH の車両整備に参考になるところが

多かったため、以下に内容を記述する。 

 

 ハバナ市交通公社では、2011 年に 5 か年計画（計画年次：2012～2016 年）を策定し、持続

性、復活、整備、車両購入の 4 本柱で構成されている。その内容は以下の通りである。 

1) 持続性計画 

 バスの稼動数を確保するための外貨予算を確保する 

 バスは同じメーカー、同じ型式を採用し、在庫部品の効率的な運用を図る 

 走行距離により、バスの運行計画を決定する 

 主要部品（エンジン、変速機など）の寿命の推定を行う 

 パーツ、資材などの必要量を把握する 

 走行距離や、消費係数に基づき、必要な資材を把握する 

潤滑油、部品、タイヤ、バッテリー、パンク修理用資材、ペンキなど 
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 上記により必要量を算出し、推定購入価格を乗じて、必要な予算額を算出する 

 

2) 復活計画 

 長期間停止しているバスを修理して復活させる 

 長期停止しているバスの状況を把握する 

 長期停止となった原因を把握する 

 技術的な欠陥箇所の確認、必要資材の把握、現存在庫パーツ目録と利用予定を把握する 

サスペンション、タイヤ、ブレーキシュー、エアーバルブ、電子部品、ゴム製品など 

 過去に実施された修理による必要資材量と推定購入価格から予算額を把握する 

 長期停止しているバスの修理・復活の実施 

 2012 年から復活計画が実施され、232 台のバスが復活した 

 なお、2015 年より修理コストの上昇と、修理作業の困難さにより、復活計画は停止し

た 

3) 修理計画 

 最低 10 年間バスを稼動させる計画とする 

 バスの安定的な機能を 4~5 年間延長させる 

 この修理は、導入されたバスが 5 年を経過した時点で行われ、寿命の延長を目指すもの

である 

 アルミ製の床の設置と構造物の補強を実施（Evelio Prieto de Guanajay：産業省傘下の修

理場） 

 機械・電気の修理（Motor Centro：運輸省傘下の修理場） 

 修理箇所は、エンジン、変速機、ディフェレンシャル、ステアリング、エアバルブ、ソ

レノイドバルブ、電気システム全般、板金、塗装など 

4) 車両購入 

 年間 90 台（新車、中古車を含む）のバス購入の予算を確保する 

 

 最後に、車両の稼動数を確保するために重要な事項は、以下であることを強調された。 

 数字に基づいた計画の策定 

 車両の寿命を設定した車両の整備 

 輸送計画に基づいた新車の購入 

 整備士の能力向上と整備環境の向上 

 

(7) 分科会での討論 

 管理部門 

 UPPH 担当者より、今まで行ってきた在庫管理改善の発表があった 

 必要部品の適正な在庫は、スムーズな収集作業に必要である 

 倉庫の収容能力について、デッドストック（使用しない物品）が課題であり、棚

卸の際に処分できないか 

 多くの部品はセットで在庫してあるため、その一部を使用するが、他は使用しな

いで残ってしまう 

 注文した数量以上の入荷がある場合があり、処分できない物品もある 

 棚の置き方の改善も必要である 
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 収納場所をレンタルすることも検討する必要がある 

 今後、日本車が導入される予定だが、その部品の収納場所は検討せねばならない 

 倉庫の収容能力改善（倉庫レンタルやストック方法の改善など）には、DPSC 内関

連部局の協力のほか、他の政府機関との連携をとって対応していく 

 技術部門 

 UPPH 担当者より、今まで行ってきた予防整備等の技術面の発表があった 

 車両担当の運転手が変わるのは良くないが、交代勤務制では回避困難である 

 バスのルートと同じく、ごみ収集ルートも適正に計画する必要がある 

 バスでは、乗客数の多いところにベテラン運転手を配置するが、ベテラン運転手

が少なくなってきた 

 ごみ収集車両数が少ないのが問題だが、最終処分場も問題である 

 最終処分場の悪路で、パンク、トランスミッション、ブレーキにダメージが多い 

 市民や排出者が、ゴミを排出するルールを守らない 

 キューバではどこでも、簡単には物品を入手できない。それはアメリカによる経

済封鎖のためである。我々は、この現状下でやるしかない 

 一人一人が考えて人材を育成する。科学的に数値を使って検討する。車両点検の

重要度が最も高い。トップの人が、技術の重要性を認識する必要がある。予防整

備が大切であり、その技術力を高める必要がある 

 

(8) ワークショップの総括 

 DPSC 副部長より、ワークショップの総括が以下のように述べられた。 

 ワークショップの開催で、情報交換の良い機会を得た 

 電気・油圧の専門性を高める努力の継続、労働者・整備士の技術能力の向上が大切 

 ごみ収集・処分の良いチームワークが望まれる 

 ごみを出す側への教育も大切 

 日本の専門家からは、外国のごみ処理例などの知識を得、情報交換ができた 

 在庫管理、故障原因の追究、必要なものが必要時に入手できるシステム作り、予防整備

の徹底、適正な車両の導入計画等に、ディレクターから作業員まで一丸となっての取組

が大切である 

 最後に参加していただいた関係機関、JICA に感謝する 

 ハバナ市を綺麗な街にしていきましょう 

 

(9) 3 年間の活動と今後の取組 

 EEJ より、以下の発表がなされた。 

 ハバナ市を対象に行われた一連の JICA 支援の紹介 

 本支援活動の成果 

 今後の取組として、情報化の活用と、継続的な整備技術能力向上の重要性を強調した 

 最後に、C/P はじめ、キューバの関係者の暖かい支援に感謝する 

 

 (10) 閉会 

 ワークショップ参加証の授与と集合写真撮影が行われ、閉会となった。 

 一連の写真を以下に示す。 

(71)



キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

60 
 

  

全体会議 管理分科会 

  
技術分科会 集合写真 

写真 3-3：第三年次ワークショップの状況 

 

(11) 総評 

 今回のワークショップにおける発表や討議の結果をUPPH の活動に生かすには時期的に無理

であったが、以下の検討が必要であることが確認できた。 

 ハバナ市交通公社の 5 カ年計画と実施内容は、UPPH が取り組んでいる在庫管理の電子

化、車両履歴簿の電子化、予防整備の充実と同様な取組みが多かった為、UPPH 各担当者

の自信につながった。 

 一方、電子化の活用については、未だUPPH は緒についたばかりなので、ハバナ市交通

公社に今後学ぶ必要がある。 

 さらに、車両の大規模整備、費用対効果を勘案した整備法なども参考にする必要があ

る。 

 在庫管理の改善では、棚のレイアウト検討、倉庫のレンタルなどをDPSC 内の各部局、

及び他の政府機関と連携して検討する。 

 

 

3.8 C1.定期点検項目と診断要領案の作成・実施 

【第一年次】 

第一年次は、現在行われている定期点検の状況を確認し、まず始業前点検から着手することと

した。現状では、収集作業前に収集車両基地責任者が運転手とミーティングを行った後、運転手

はタイヤ、オイル類、外観を点検し、異常があれば収集車両基地の整備管理責任者(Mecanizador)
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へ報告していた。報告を受けた整備管理責任者は全車両の状態を記録し、収集車両基地責任者へ

報告し、同責任者は整備が必要な車両の整備を指示する手順になっていた。 

始業前点検実施や点検方法は運転手にまかせており、点検記録はメモ程度で、故障車両が多い

場合は収集作業優先のため始業前点検の実施が滞りがちであることが判明した。 

このような現状を踏まえ、点検項目、点検診断要領、点検方法、点検結果の報告方法の改善に

取り組むこととした。EEJ は大阪市で行われている始業前点検表を準備していたが、UPPH の現

状と比較して複雑すぎる印象があったため、簡単・明瞭なものに改訂すると共に、記録用フォー

マットを作成した。点検項目は以下で、点検所要時間は収集作業に支障をきたさない 10 分間を

想定しており、EEJ の不在時にも点検を実施することとした。 

 

【始業前点検項目】 

オイル 

 エンジンオイルの量・汚れ 

 クラッチオイルの量・汚れ 

 ラジエーター液の量・汚れ 

キャビン 

 クラッチペダルの踏みしろ 

 ハンドルのガタ 

タイヤ 

 タイヤ空気圧（テストハンマー使用） 

 タイヤ亀裂 

 ホイルナットの緩み、脱落（テストハンマー使用） 

架装部 

 架装オイル量 

 架装作動確認、積み込み関係の全てのボタン確認 

キューバではテストハンマーによる点検が行われていないので、テストハンマーを携行し、そ

の使い方を指導した。 

始業前点検の実施方法を運転手全員に習得してもらうためビデオ教材を作成することとした。

2016 年 1 月渡航時には、ビデオ教材のサンプルを作成し、今後の活動イメージをC/P と共有し

た。なお、このビデオは「技術の日」17などに運転手が視聴する研修素材とした。 

 

 

【第二年次】 

第一年次に収集車両の始業前点検項目を決定し、診断要領をビデオ教材としてまとめることと

し、ビデオサンプルを作成した。 

第二年次にはビデオ教材を作成した。ビデオ撮影では、中国製パッカー車ZoomLion 15 号車

を対象に、収集車両基地の責任者が点検要領を説明し、運転手が実際に点検を行うもので、その

点検内容は表 3-9 の通りである。 

 

 

 
                                                        
17 運転手を対象に車両整備担当者が研修を行う日のことで、両者の都合のよい日に行っている。 
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表 3-9：始業前点検ビデオ教材の内容 

No. 点検内容 

1 
ドライバーが点検に必要な工具等を用意する。 

ウエス、手袋、テストハンマー、キャブチルトレバー等 

2 キャビンを上げる 

3 エンジンオイルの点検 

4 ラジエーターキャップの点検 

5 ラジエターファンブレードの点検 

6 各種ベルトの点検 

7 エンジン周りの点検 

8 ブレーキホースとラジエターホースの点検 

9 テストハンマーを使って、タイヤ空気圧の点検 

10 ホイールのキャップを外してナットを清掃点検 

11 デファレンシャルのオイル漏れの点検 

12 車両を起動させ、ベルトの適切な機能を点検 

13 計器類の動作確認 

14 架装部の動きを点検 

15 間欠ワイパーとパーキングライトの点検 

16 ワイパーブレードの点検 

17 ミラーおよびベースの調整 

 

 撮影済みのビデオ教材は、EEJ がキャプションを挿入して編集し完成させた。ビデオ教材のコ

マを図 3-16 に示す。 

 

  
最初の画面 収集基地責任者の説明 

  
点検準備 エンジンオイル点検 
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ラジエーター点検 クラッチオイル点検 

  

ベルト・ホース類の点検 ラジエーター液の点検 

 

テストハンマーでホイールナットの 

締付け具合の点検 
タイヤ面の点検 

  
ディフェレンシャルの点検 ステアリング・ブレーキ等の点検 

  
架装部の動作確認 ワイパー点検 
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点検終了・発進 点検作業の研修 

図 3-16：始業点検研修ビデオ 

 

 このビデオ教材は運転手への研修用で、特に運転手の異動があった場合に研修を実施すること

とした。始業前点検は運転手が行い、結果を整備管理責任者へ報告、整備管理責任者は全車両の

状態を記録後収集車両基地責任者へ報告し、同責任者は整備が必要な車両の整備を指示する手順

とした。 

 点検記録簿への記録や保管は、紙類の不足などで滞りがちであるが、点検結果による整備と、

運転管理履歴簿への記入は行っている。 

 

【第三年次】 

 第二年次までに、パッカー車の始業点検項目に架装部を加え、始業点検項目と要領をビデオ教

材としてまとめ、新人教育に用いている。 

 始業点検の実施率は 100%の時期もあったが、2017 年 10 月には 85%に低下している。この理

由は 2017 年 9 月 10 日にハリケーン・イルマがキューバを直撃し、最大風速は 71m/時に達し、

ハバナ市の沿岸部では高潮に見舞われ、相当期間にわたってごみ収集が忙しくなっためである。

今後は 100%の実施率を目指して始業前点検の継続が望まれる。 

 

表 3-10：始業前点検の実施率 

時期 始業前点検実施率(%) 

2017 年 7 月前半 100 

7 月後半 100 

10 月前半 85 

10 月後半 85 

11 月前般 90 

11 月後半 90 

12 月後半 90 

2018 年 1 月後半 90 

 

 2017 年 6 月の第 1 回渡航時には、この活動の主担者（車両基地責任者）のレベッカが異動

し、後任にミゲルが着任予定であったが、引き継ぎは行われていなかったので、これまでの活動

内容を共有した。 

 2018 年 1 月の第 2 回渡航時には、また車両基地の責任者がウイルベルに替わっており、引継

ぎが行われていなかったので、再度、活動経過の説明と、ビデオ教材を渡し、今後とも始業前点

検の実施を継続することと、運転手への研修を行うよう要請した。 
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 C1.定期点検項目と診断要領作成・実施の活動は、始業前点検の項目と診断要領をビデオ教材

として作成して運転手を対象に研修を行っている。点検実施率は 2018 年 2 月時点で 90%であ

り、100%を目指して継続する必要がある。 

 

 

3.9 C2.不具合前兆診断技術 

【第一年次】 

車両に不具合が起きる前兆を把握するためには、車両点検時に適正な診断用機材を使用して、

より正確に車両の状態を把握する必要があるため、診断用機材を日本から持ち込み、これらの使

い方と診断方法を研修した。携行した診断用機材を表 3-11 に示す。 

 

表 3-11：診断機材一覧 

No. 名称 個数 説明 

1 テストハンマー 20 
ナットの締付け具合やタイヤの空気圧を、打診により

把握する 

2 直尺 150mm 10 
クラッチを分解せずに、ライニングの減り具合を推定

する 

3 タイヤ溝ゲージ 5 タイヤの摩耗具合を測定する 

4 サウンドスコープ 5 
回転部分（エンジン、ディフェレンシャル、トランス

ミッション）の異音検出用聴診器 

5 比重計 2 バッテリー液、クーラントの状態をチェックする 

6 バッテリーテスター 1 バッテリーの状態をチェックする 

7 PH 試験紙 10 クーラントの状態をチェックする 

8 デジタルテスター 2 電気回路をチェックする 

9 クランプメーター  2 
電流を測定する(オルタネーター、バッテリー状態のチ

ェック用） 

10 モニタースコープ 1 
エンジン、ラジエーター、トランスミッション、ポン

プ類の内部を分解せずに観察する 

 

 さらに精密・正確な整備が可能な整備用機材を携行し、その使用方法を研修した。これらの機

材は前回技プロの供与機材には含まれておらず、不具合を最小化する整備機材で、その一覧を表 

3-12 に示す。 
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表 3-12：整備機材一覧 

No. 名称 個数 説明 

1 ベルトサンダー 2 精密な研磨が可能な機具 

2 
横型インパクト（エアーラチェッ

ト）レンチ 
5 挟所作業時の正確な作業が可能な機具 

3 インパクトドライバー 2 
ビスの頭を破損することなく作業が可能な

機具 

4 エアーバルブインサート 5 
エアーバルブ本体を保護し、傷によるエア

ー洩れを防止する機具 

5 ムシ抜き 5 
タイヤ交換実施時、ムシの飛散を防止し、

失明防止などの安全対策にも寄与する機具 

6 オープンタイプエアーチャック 5 タイヤ空気圧充填が迅速に可能な機具 

7 グリスチャージャー 1 ホイルベアリング給脂が迅速に可能な機具 

8 電装ターミナルセット 一式 圧着端子などの電線接続機材 

 

上記の機材の使い方と診断方法を、C/P をはじめ点検実施者と整備担当者を対象に、3 回にわ

たって研修を実施した。 

 C/P は今まで上記のような点検器具や整備器具を使ったことが無かったので、非常に興味を示

して研修を受講し、診断・整備方法を習得した。これらのEEJ による研修内容を以下に示す。 

 また、EEJ の帰国後、これらの研修はキューバ側が自主的・継続的に行うこととした。 

 

 

表 3-13：専門家による研修(1) 

研修名 診断機材の使用法と診断方法 

研修日時 2015 年 11 月 4 日（水） 10:00 ～ 13:00 

研修場所 中央整備場の食堂 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Eduardo Jiménez Mecanico B 4 

2 Santos Naranjo Gastaes Electricista B 5 ヶ月 

3 Carlos Manve L Sanz Electricista A 22 

4 Raunión de la Torre Pelez Electricista A 6 

＜結果/評価＞ 

 診断機材（デジタルテスター・クランプテスター・バッテリーテスター・比重計）の具

体的な使用法と診断方法の指導を、実車を使用して行った。 

 デジタルテスター以外の機材について、ほとんどの受講者は初めて目にするもので、興

味を持って熱心に取り組み、各機器の使用目的や注意点を十分理解した。 
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表 3-14：専門家による研修(2) 

研修名 診断機材の使用法と診断方法 

研修日時 2015 年 11 月 5 日（木） 9:00 ～ 11:30 

研修場所 中央整備場の食堂 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Enrique García Rodríguez Tacnico A 30 

2 Clelson Luiz Hernandez Electricista A 32 

3 Raúl Roy Comolez Electricista 22 

4 Reinel Diaz Perés Electricista 45 

＜結果/評価＞ 

 診断機材（デジタルテスター・クランプテスター・バッテリーテスター・比重計）の具

体的な使用法と診断方法の指導は実車を使用して行った。 

 デジタルテスター以外の機材について、ほとんどの受講者は初めて目にするもので、興

味を持って熱心に取り組み、各機器の使用目的や注意点を十分理解した。 

 

 

表 3-15：専門家による研修(3) 

研修名 不具合前兆診断機器研修 

研修日時 2016 年 1 月 20 日（水） 13:30 ～ 15:00 

研修場所 中央整備場 事務所会議室 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Eduardo Jiménez Proeza Mecanico B 4 

2 Enrique García Rodríguez Tacnico A 30 

＜結果/評価＞ 

 始業前点検、定期点検、修理時に活用する各種診断・整備機材の使用法について説明し

た。 

 テストハンマー、サウンドスコープ、モニタースコープ、ベルトサンダー、電装ターミ

ナルセット等については、新規工具となるため、特に丁寧に説明した。 

 グリスチャージャーは、現場の整備士 5 名も追加参加し、実技指導した。 

 全ての機材について、参加者がその機能、使い方を十分に理解した。 
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グリスチャージャー使用方法の指導 圧着端子接続方法の指導 

写真 3-4：機材の使用法・診断法の研修 

 

 

【第二年次】 

 車両の不具合前兆診断には診断機材が必要であるため、第一年次に調達した。それらの使い方

と診断要領を習得するには、ビデオ教材を作成・研修するのが効果的であるため、(1)バッテリ

ーテスター、(2)モニタースコープ、(3)マルチデジタルテスター、(4)クランプテスターの使用法

と診断法のビデオ教材を作成した。 

 

(1) バッテリーテスター 

バッテリーテスターは車両用鉛バッテリーの電圧と、エンジンの始動性能を測定する機材で、

バッテリーの充電や交換の必要性を判定するものである。 

ビデオ教材に織り込んだ使用上の注意と診断内容は以下の通りである。 

 クリップの極性を間違いなく接続する 

 テストボタンを 5 秒以上押さないこと。また何度も押さないこと 

 青色ランプ点灯：使用可能 

 黄色ランプ点灯：充電が必要 

 赤色ランプ点灯：充電実施後に再度測定し、青色ランプが点灯しなければ交換が必要 

 

作成したビデオ教材を図 3-17 に示す。 

 

  
バッテリーテスターの画面 グリップの極性説明 
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バッテリーの種類確認 切り替えスイッチの設定 

  
バッテリー接続 測定スイッチを押す 

 

結果判定 接続図 

図 3-17：バッテリーテスターのビデオ教材 

 

(2) モニタースコープ 

モニタースコープは胃カメラとよく似た機材で、配管やエンジン内部等の直接目視できないと

ころを、モニターでチェックするものである。その使用上の注意点と診断要領は以下の通りであ

る。 

 

 ケーブルは半径 50mm 以下に曲げない 

 電源のON-OFF は 2 秒以上間隔をあけない 

 太陽光等の強い光の下で長時間使用しない 

 アルカリ電池を使用する 

 診断する機材内部の、発錆、欠落、摩耗、歪みなどの異常の有無を確認する 

 

作成したビデオ教材を図 3-18 に示す。 
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モニタースコープセット モニタースコープ説明 

  
ライト点灯・エンジン内へ挿入 スコープ画面で確認 

  
エンジン内部確認 タンク内部の確認 

図 3-18：モニタースコープのビデオ教材 

 

(3) マルチデジタルテスター 

マルチデジタルテスターは、直流・交流電圧および抵抗の測定と、ダイオードとコンデンサの

検査が可能で、パッカー車の電気回路のチェックに欠かせない測定器である。この正しい使用法

と測定方法をビデオに収めた。 

ビデオ教材の内容は以下の通りである。 

 マルチデジタルテスターの機能の説明 

 直流電圧と、抵抗を測定する場合の注意 

 極性（プラス・マイナス）の確認 

 直流電源の測定法 

 

作成したビデオ教材を図 3-19 に示す。なお、C/P 自身でキャプションを付けたり編集するの

は困難なため、撮影した音声付ビデオをそのまま研修に使うこととした。 
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機能の説明 抵抗値測定前の 0 点調整 

  
極性（プラス・マイナス）の確認 電圧測定 

図 3-19：デジタルマルチテスターのビデオ教材 

 

(4) クランプテスター 

クランプテスターは電流、電圧、抵抗の測定と、ダイオードチェックが可能で、車両の電気系

統のチェックに欠かせない測定器である。この正しい使用法と測定方法をビデオに収めた。 

ビデオ教材の内容は以下の通りである。 

 クランプテスターの機能の説明 

 電流を測定する場合の注意 

 電圧を測定する場合の注意 

 

 作成したビデオ教材を図 3-20 に示す。 

 

  
機能の説明 機能切替スイッチの説明 
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電流の測定 ゼロ電圧のチェック 

  
直流電圧の測定 数値の読み取り 

図 3-20：クランプメーターのビデオ教材 

 

 

【第三年次】 

 第三年次は引き続き、(5)比重計のビデオ教材を作成し、C/P のみでのビデオ教材が作成できる

ようになった。さらに(6)サウンドスコープのビデオ教材もC/P と共同で製作した。 

 第三年次にはC/P と担当者で 4 回に渡り自主研修を行っており、内容はバッテリー診断、ラジ

エーター漏れ診断、液比重診断であり、研修参加者は各々2 名で、合計 8 人が自主研修を行っ

た。 

 

 比重計とサウンドスコープの取扱いと診断要領のビデオ教材を図 3-21 と図 3-22 に示す。 

 

 

  

使用目的 

 バッテリー液の比重の測定 

 ラジエータ液の濃度測定 

 

器具の原理 

光の屈折により、LLC・ウォッシャー液の凍

結限界温度と、バッテリー液の比重・充電状

態を検査する光学器具 
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較正 

適宜校正を行う。水滴を塗布していない状態

では、検査窓全体が青色に見える。そこに標

準水を一滴塗布し、「WATERLINE」という線

までが無色になっていることを確認する。 

線がずれている場合は、比重計上部にあるキ

ャップを外し、調節ネジで補正する。 

使用方法 

測定部の透明のカバーを上げ、採取したバッ

テリー液を一滴、塗布する。 

  
使用方法 

透明のカバーを閉じ、液を挟み、スクリーン

部左側の目盛りを読む 

 

 

測定 

バッテリー液の完全充填時の比重は 1.28 であ

る。 比重が 1.25 を超える場合は正常であ

り、1.20 未満の場合は充電不良、1.20〜1.25

の値は注意が必要である。 

注意事項： 

蒸留水（補充液）の補充の具合により，比重が変わるため、アッパーレベルまで蒸留水を入

れる必要がある。（蒸留水を入れすぎると比重は下がり、足りないと充電不足にもかかわらず

比重が上がってしまうため） 

 測定実施後は、液の洗浄を徹底すること 

 LLC の凍結限界温度は、プロピレングリコール系の場合は左の目盛りを、エチレングリ

コール系の場合は右の目盛りを読んで測定する 

 メタノール系は測定できない 

図 3-21：比重計のビデオ教材 
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使用目的 

エンジンやトランスミッションの異音発生個

所を検索する 

使用方法 

ニードルをノイズ発生部の周辺数か所に押し

つけ、振動を聴診器に伝えることで原因個所

を特定する 

 
器具の原理 

ニードル（先端がテーパー状の細長い金属の棒）に伝わる振動を、聴診器の振動板に伝える

ことにより、ピンポイントの異音を聞き取る。 

付属のラバートランペットは、バキュームやプレッシャー関係等、ニードルが使用できない

場合の検索に使用する。 

  

注意事項 

器具装着時は、耳が塞がるため、周辺の音が聞き取りにくく、周りの状況に注意する必要が

ある。 

車両の回転部分（エンジンや駆動系の回転している部分、ラジエターファンやファンベルト

及びプロペラシャフト等）に、体や器具が巻き込まれない様に注意する 

図 3-22：サウンドスコープのビデオ教材 

 

 

 一連の診断器材による研修とビデオ教材の制作で、整備担当者の診断技術能力は向上した。主

な診断器材の配布先、教材の製作、使用状況の一覧を表 3-16 に示す。 
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3.10 C3.予防整備実施案の作成と実施 

【第一年次】 

 第一年次では、UPPH で行われている予防整備の現状把握を行った。 

その結果、UPPH ではパッカー車を対象に、走行距離別に 3 種類の予防整備を行ってお

り、それらは大阪市で行っているパッカー車点検整備の、6 か月点検整備、12 か月点検整

備、そして 24 ヶ月点検整備に相当するが、パッカー車の架装部の点検整備内容は含まれ

ていなかった。 

 また、予防整備の実施が計画通り行われておらず、その主な原因は車両数不足と稼働率

の低さにあり、予防整備時間の確保が困難なことが指摘された。また、交換部品の入手に

時間がかかることが課題であった。 

 

【第二年次】 

 第一年次に UPPH 中央車両整備場で行われている予防整備の現状把握を行った結果、パ

ッカー車の架装部の点検整備内容が含まれていなかったので、大阪市で行われている点検

内容を基に、表 3-17 に示す項目を加えることにした。 

 

表 3-17：パッカー車架装部の予防整備項目 

点検項目 点検内容 

油圧 

関係 

油圧ポンプ 異音、油漏れ、ガタ 

油圧シリンダー 異音、油漏れ、ロックボルトの弛み 

油圧ホース 接触、外傷、油漏れ、劣化割れ 

パイプ及び継手 油漏れ、油圧パイプの振れ止め 

油圧バルブ 油漏れ、作動         
メインリリーフ圧測定（     MPa） 

作動油 油量、汚れ、フィルター点検(ｻｸｼｮﾝ･ﾘﾀｰﾝ) 

積込排

出関係 

積込み作動 各プレートの作動、異音 

排出作動 テールゲート作動及びヒンジ部のがたピン

ロックボルトの弛み。押し出し板の作動及

び異音 

電装スイッチ キャビン内及びテールゲート部のスイッチ

作動の確認 

積込時間確認 サイクル時間の確認 

T/G のロック ロックのかかり具合点検 

連絡ブザー 作動の確認 

安全 

装置 

緊急停止 SW 左右後部の SW 作動確認、取り付けの緩み 

T/G 降下時のインターロック 作動の確認 

T/G 安全棒 動作の確認 

T/G 上下作動中の警報ブザー T/G 上下作動中警報ブザーは鳴るか 
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点検項目 点検内容 

PTO PTO およびコントロール関係 断接切り替え作動異音、油漏れ、取付けの

緩み 

駆動軸及びユニバーサルジョイ

ント 

異音、振れ、給脂、取り付けの緩みなど 

その他 シャーシ各部 亀裂、曲り、各部の給油脂 

 

点検・整備作業の効率の面で、高圧洗浄機による車両の洗浄が望まれる。UPPH では高

圧洗浄機設置の工事を行っており、2017 年 2 月時点で車両洗浄用の排水管の敷設工事が終

了したが、高圧洗浄機の具合が悪く稼動できていない状況であった。 

 

【第三年次】 

 第三年次は、予防整備計画と実施が適正に行われていることを確認し、シャーシ部と架

装部の点検整備項目と要領表をラミネート加工して整備員に配布し、点検・整備に漏れの

無いようにした。 

 現状の予防整備の実施状況を下記に示す。 

 

(1) パッカー車の予防整備 

予防整備の種類 走行距離（km） 

予防整備-1  5,000 15,000 25,000 35,000 

予防整備-2（予防整備-1 の項目を含む）  10,000 20,000 30,000 

予防整備-3（予防整備-2 の項目を含む） 40,000 

 

(2) 予防整備所要時間（非稼働時間） 

 予防整備-1: 6 時間 

 予防整備-2: 24 時間 

 予防整備-3: 72 時間 

なお、メーカー保証期間中（1 年間 / 50,000km）の整備は Rosellò 社で行う。 

 

(3) 予防整備実施担当者 

 1 チーム（4 人）の整備員で行う 

 給油・給脂担当は別にいる（2 人が交代） 

 

(4) 予防整備計画の策定 

 収集車両基地の担当者が作成する 

 予防整備の実施は、収集作業との兼ね合いで決定する 
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(5) 予防整備の実施 

 運転手が予防整備の手続きを行う 

予防整備実施フローを図 3-23 に示す。 

 

車両基地 
(1) 予防整備計画の立案 
(2) 予防整備実施日の決定 

 

Office-5 
(1) 運転手が Office-5 へ、整備手続きを依頼する 
(2) Office-5 担当者は、入出庫表に車両 No.と入庫日時を記載する 
(3) Office-5 担当者は運輸省の修理整備報告書に記載する 
(4) Office-5 担当者は、伝票(Vale)に必要部品と数量を記載する 

 

整備場責任者の承認 
 運転手は整備場責任者に伝票を見てもらい、サインを得る 

 

倉庫 
(1) 運転手は修理整備報告書と伝票を、倉庫担当者に提示する 
(2) 倉庫担当者は部品を払い出し、修理整備報告書の部品欄に記入する 

 

整備場 
(1) 運転手は車両と部品を整備場へ持ち込む 
(2) 整備員は点検整備・修理を実施する 
(3) 整備完了後、整備員は修理整備報告書に整備内容を記載する 

 

整備場責任者のチェック 
 整備員は整備場責任者に報告し、修理整備報告書にサインを得る 

 

Office-5 
(1) 整備員は修理整備報告書を Office-5 に報告する 
(2) 運転手は Office-5 へ報告し、Office-5 担当者は入出庫表に出庫日時を記入する 
(3) Office-5 担当者は、修理整備に要した時間を記入する 

 

記録の保存 
(1) 整備場の機械技術担当課で、車両台帳に修理整備報告書を閉じる 
(2) 電子化された車両履歴簿に入力する 

 
図 3-23：予防整備実施フロー 

 

(6) 予防整備内容 

 今までは、予防整備項目を整備場の壁にペンキで板書して貼り付けていたので、シャー

シ部と架装部の予防整備項目と内容を印刷し、それをラミネート加工して整備員へ配布し
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た。図 3-24 参照。 

 

図 3-24：ラミネート加工した予防整備実施項目表 

 

 

Veh # Marca               /              Model    Persona　encaragada

/          /        /        /        /        /

Sistema Contenido de chequeo Simbolo Observaciones Sistema Contenido de chequeo Simbolo Observaciones

Cambiar element filtrante de comb. Verificar juego libre del volante

Verificar salideros de comb. Verificar apriete de las unions de las barras articuladas,muñones y pivote de
las mangueras

Verificar estado y sujeción de las tuberías y conexiones Verificar estado y funcionamiento del servo de la dirección
Verificar sujeción de los multiples de admición y escape Verificar estado y limpieza de los filtros de la bomba hidráulica de la

servodirección. Limpiar el respiradero.
Fijación y tapa del tanque de comb. Verificar estado y ajuste del brazo de pigman
Apriete de los tornillos y las culatas de los slindros Verificar estado y ajuste de las esféricas
Verificar estado y funcionamiento de la bomba de inyección Verificar que no existean vibraciones y resistencia al giro lateral
Drenar el tanque de combustible y limpiarlo Verificar juego libre del pedal de embrague
Desmontar y combrobar inyectores en los tres pasos de inyección Verificar fuego de la palanca de cambio
Verificar compresion de los cilindoros Verificar funcionamiento del embrague,diferencial y caja de velocidad
Verificar estado del turbo compressor Verificar funcionamiento de la válvula electroneumática de accionamiento de

posición
Verificar estado y tención de la correa Verificar holgura entre collarín y horquilla de desconexión
Verificar calibración de las válvulas Verificar ruidos y golpeteos durante su funcionamiento
Trabajo en correspondencia con el orden de inyección Verificar juego y apriete de las barras de trans.

Apretar tapa de block y calibrar válvulas Verificar golpes durante los cambios
Verificar si existen salideros de aceite por las juntas o conexiones de tubos
y mangueras.

Verificar estado de las bridas de fijación de los árbles motorices

Limpiar filtro centrífugo de aceite Verificar juego de los rodamientos del piñon de ataques del diferencial
Cambio de aceite y filtro de aceite Verificar funcionamiento de la válvula reguladora de presión
Verificar apriete de las tuberías de alta presión Verificar el ajuste de la válvula de seguridad y su funcionamiento
Verificar presión de aceite Verificar funcionamiento del compresor
Verificar estado de las mangueras del sist. Verificar desgaste den las bandas de freno
Limpiar tapa del filtro de ventilación del cárter. Regular los frenos
Verificar fijación del ventilador  y bomba de agua Verificar ajuste de las válvulas de seguridad y su funcionamiento
Verificar estado y limpieza del panel del radiador Drenaje de los depósitos de aire
Limpieza del panel del radiador Revisar mangueras de lso cilindro de frenos
Verificar limpieza,fijación y estado general de los terminals y cables de las
baterías.

Verificar la carrera de los embolus en la cámara de frenos

Verificar densidad del electrólito Limpiar el filtro regulador de aire
Verificar nivel del elctrólito Verificar estado y presión de inflado de los neumáticos
Comprobar la carga Revisar estado de las válvulas ,posibles salideros en los amortiguadores

Verificar existencia de golpes o daños en las llantas
Verificar los topes de goma

Verificar funcionamiento de los limpiaparabrisas. Verificar si hay hojas dañadas en las ballestas
Verificar funcionamiento de las luces- Chequear apriete de las grampas
Verificar alineación de las luces Verificar juego en los rodamientos de las ruedas delanteras y traseras
Verificar funcionamiento del claxon Rotar los neumáticos
Verificar funcionamiento del motor de arranque y alternador Simbolo Inspeccion　I　　Arreglo　A　　Lubricación　L　　　Cambio　C
Verificar que no existan nudos en el arranque MTP1
Verificar estado del alternador MTP2
Verificar estado del motor de arranque MTP3

Sistema de
dirección

Sistema de
transmission

Sistema de
frenos

Sistema de
suspención y
rodaje

Sistema de
distribución

Sistema de
lubricación

Sistema de
enfriamiento

Sistema elé
ctrico y de
encendido

Verificar estado de los cables y terminals del motor de arranque,altermador
y regulador.

Mantenimiento Técnico Programado
Base o unidad Fecha(dia-mes-ano)

      /       /  

Sistema de
alimentación

【表面】 

【裏面】 

Veh #
Fabricante de la Carroceria

del Compactador
Fabricante

de aplicacion
Persona　encaragada

Simbolo

Bomba hidráulico

Cilindro hidráulico

Manguera hidráulica

Tubos y acoplamiento

Válvula hidráulica

Fluído hidráulico

Acción de carga

Acción de descarga

Interruptor de dispositivo eléctrico

Confirmación de tiempo de carga

Fijación de tolva

Zumbador de alarma

Interruptor de parada de emergencia

Mecanismo de control y protección en
el momento de bajada de tolva

Barra de seguridad de tolva

Zumbador en el momento de subida y
bajada de tolva

Toma de fuerza y sistema de control

Eje de propulsión y union giratoria

Otros Cada parte de chasis

Contacto,fisura exterior,fuga de aceite, rotura de deterioro

Fuga de aceite,arriostramiento de tubo hidrálico

Confirmación de fuga de aceite y acción,medición de presión de la válvula
de desahogo（　　　　　　Mpa）

Items de cheqeo de aplicacion -  Mantenimiento

Fecha(dia-mes-ano)

      /       /  

tems de chqueo Contenido de chequeo

Sistema hidráulico

Sistem de carga y
descarga

Dispositivo de
seguridad

Toma de fuerza

Chequeo del nivel de fijación

Confirmación de acción

Confirmación de acción de interruptor en las partes traseras izuquierda y
derecha,aflojamiento de instalación

Confirmación de acción

Confirmación de movimiento

Revisión de volumen de aceite ,suciedad y filtro(retorno de succión)

Acción y ruido extraño de cada placa

Juego de acción de tolva y la parte de bisagra,aflojamiento de tornillo de
fijación,acción y ruido extraño de placa expulsora

Confirmación de acción de SW dentro de cabina y de la parte de tolva

Confirmación del tiempo del ciclo

Ruido extraño,fuga de aceite,juego

Ruido extraño,fuga de aceite,aflojamiento de tornillo de fijación

inspeccion　I　　arreglo　A　　lubricación　L　　　cambio　C

Función de alarma del zumbador en el momento de subida y bajada de
T/G

Ruido extraño en el momento de conexión y desconexión ,fuga de aceite,
aflojamiento de instalación

Ruido extraño,vibración,lubricación,aflojamiento de instalación,etc.

Fisura,curva,lubricación de cada parte
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(7) 洗車機 

 車両洗浄用の高圧洗浄機の消耗部品を EEJ が調達し、現在（2018 年 2 月）稼働してい

る。 

 

 

3.11 C4.修理部品製作の促進 

【第一年次】 

UPPH 中央車両整備場には前回技プロで供与した工作機械類があり、部品や治具類の製

作が可能であるため、日本の整備用冶具等を紹介する事とした。 

しかしながらキューバでは素材（丸鋼等の鋼材等）の入手が困難であるという根本的な

問題に加え、旋盤の一部機構に故障・部品破損があり、全ての機能が発揮できない状況で

あった。 

旋盤の不調の主な内容は、スクロールチャックの芯ぶれと、芯押し台が損傷しているこ

とであった。旋盤メーカーに問い合わせた結果、スクロールチャックのネジ部が損傷して

いるため、取替えが必要で、芯押し台は現地合わせでの設計・製作が必要なため、技術員

の数回に渡る現地作業が必要とのことであった。 

JICA への帰国報告会（2016 年 2 月 5 日）の折に、JICA よりキューバ国内で同様な工作

機械を使用している事業所からの修理・調達に関する情報入手と、キューバ側の調達能力

の向上を促すようコメントがあり、第二年次において他の事業所等からの情報を聴取する

こととした。しかしながら、同様な工作機械を扱っている事業所はあったものの。UPPH

が修理を依頼することはできず（縦割り行政の壁）、Transimport 社は日本製品を購入する

ルートがないことが判明した。 

 

【第二年次】 

 第一年次に工作機械を点検したところ、旋盤とフライス盤に不具合が見られ、正確な工

作ができない状態であったため、第二年次の第一回渡航時（2016 年 6 月）にスクロールチ

ャックを持込み、取替え修理を行った。なお、修理補修作業が機械工への実地研修に適し

ているため、担当機械工が EEJ の指導の元に修理を行った。 

 

(1) 旋盤のスクロールチャック交換 

 旋盤のスクロールチャックの芯が振れており、修正を試みたが不可能であった。スクロ

ールチャックを分解したところネジ山の一つが破損していたため、スクロールチャックの

交換を行った。その結果、振れはなくなり、正常に稼動できるようになった。 
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芯振れ幅の測定と修正を試みる スクロールチャックの分解 

 
 

スクロールチャック内のネジ山破損 スクロールチャック取替え作業 

写真 3-5：スクロールチャックの取替え 

 

(2) 旋盤の左右・前後送り切替ノブの動作復旧 

旋盤の左右・前後送りの切り替えノブの動作不良があったため、メーカーに問い合わせ

た結果、潤滑油の交換を推奨された。旋盤担当者は潤滑油をエプロン下のドレン抜きより

全量抜き取り、新しい潤滑油に入れ替えた結果、良好に作動するようになった。 

 

(3) 旋盤の芯押し台レバー破損 

旋盤の芯押し台のハンドルが損傷しており、メーカーに問い合わせたところ、ハンドル

は個々の芯押し台に合せて製作しているので、芯押し台一式を交換せねばならず、芯押し

台自体も旋盤毎に製作するものであり、交換するようなものではないとのことであった。 

芯押し台は、長尺物の切削を行う場合に用いる機具なので、短い物の切削には問題ない

ので、このまま使用することにした。 

 

   

芯押し台 ハンドル穴 ハンドルの欠損 

写真 3-6：芯押し台の不調 

 

(4) フライス盤の左右テーブル送り不良の解消 

フライス盤の、低速での左右テーブル送りに作動不良があった。メーカーに症状を伝
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え、テーブル送り用安全ピンの折損の可能性があることが判明した。メーカーに安全ピン

の取替え方を教わり、フライス盤担当者が当該部位を分解したところ、安全ピンが折れて

いたため、軟鋼で安全ピンを製作して取り付け、正常に作動するようになった。 

 

 
 

No.7: 安全ピン 安全ピン取替え状況 

写真 3-7：テーブル切り替え装置の不調修理 

 

 修理部品の製作促進活動の課題は、(1)工作機械等の損傷、(2)製作物の記録が無い、(3)

製作材料となる素材の調達難である。上記のように工作機械の損傷に関しては、ある程度

解消したため、工作担当者に製作物の記録をとるよう指示し、2016 年 6 月から記録の記載

を開始した。 

 2016 年 6 月 22 日から同年 12 月 30 日までの間に製作した部品類の総数は 532 点であっ

た。月当たりの製作数に換算すると約 85 点となる。部品製作に使用された工作機械は旋

盤、フライス盤、ボール盤で、製作物は多岐に渡り、各種ピン類、ブッシュ、キー溝加

工、ボルト・ナット、ホースジョイント等を製作した。 

 部品製作を促すため、EEJ は治具の製作を勧め、クラッチの芯出し用治具と寝板を作成

した。 

クラッチの芯出し用治具とは、クラッチディスクを組み立てるときに、パイロットベアリ

ングとクラッチディスクスプライン部の芯を一致させるための治具で、これが無いとクラ

ッチの整備作業ができないものである。写真 3-8 参照。 

 

 

 
クラッチ芯出し治具 寝板 

写真 3-8：治具の製作 
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【第三年次】 

 第三年次は枯渇していたフライス盤のチップ（刃）と鋸盤の刃を提供したが、旋盤の左

右・前後送り用切り替えノブが相変わらず不調であり、メーカーよりヒアリングした内容

を旋盤の担当者に伝えたが、専門家でないと困難な整備であるため、もうしばらく様子を

見ることとした。さらに、旋盤のクーラントポンプ（切削作業の冷却用ポンプ）も不調に

なっていた。このように工作機械類は次々と不具合が起きており、メーカー専門家による

点検・整備が必要な状況である。 

 第三年次の第 2 回渡航時には、工作機械の故障を最小限に抑えるため、工作機械のメン

テナンス研修を行い、担当者に前回技プロで作成した「工作機械メンテナンスマニュア

ル」を配布し、定期的な工作機械のメンテナンスを行うよう指導した。研修記録を表 3-18

～表 3-19 に示す。 

表 3-18：専門家による研修(4) 

研修名 工作機械メンテナンス研修 

研修日時 2018 年 1 月 23 日（火）15：30  ～ 16:00 

研修場所 工作機械室 

講師名 平賀 砥川 菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 

1 Nelson Sanchez Oliveira 工作機械 

2 Gilberto Gonzáles Rodriguez 工作機械 

＜結果/評価＞ 

 旋盤とフライス盤の給脂方法、及び点検事項の研修を実施した。 

 担当者は内容を理解し、日常のメンテナンス作業に反映することを確認した。 

 

表 3-19：専門家による研修(5) 

研修名 工作機械メンテナンス研修 

研修日時 2018 年 1 月 24 日（水） 13:30 ～ 14:00 

研修場所 工作機械室 

講師名 平賀 砥川 菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 

1 Jesus Kessel Zuasnaba 工作機械 

2 Felix Abreu 工作機械 

＜結果/評価＞ 

 旋盤とフライス盤の給脂方法、及び点検事項の研修を実施した。 

 担当者は内容を理解し、日常のメンテナンス作業に反映することを確認した。 
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第 3 年次に製作した修理部品は、ボルト・ナット製作、穴あけ作業、キー溝加工、ピン

製作、ジョイント製作、ブシュ製作、その他で、製作数は月平均 78 点であった。 

 このように、工作機械類の不調、消耗品の枯渇、素材の入手が困難な状況ではあるが、

工作室担当者は部品製作の努力を続けている。 

 

 

3.12 C5.故障原因解明技術能力の向上 

【第一年次】 

予防整備の究極の目的は故障を最小化することなので、故障原因を究明し、それを最小

化する活動を行う必要がある。そのためには、故障原因を分析して改善案を策定し、それ

を実施する必要があり、業務改善チームの主な活動とした。第一年次には業務改善チーム

のミーティングで、故障原因の分析と車両の延命化を図るには、多様かつ総括的な取組み

の重要性を説明した。 

一方、最近導入した中国製のパッカー車は架装部の電子制御化が進んでおり、今までの

手動操作しか経験のない整備員には電気と油圧の知識が不足しており、故障が起こった際

にはその原因の究明と修理が困難なため、第一年次は電気及び油圧に関する基礎的な研修

を行った。 

第一回渡航時には、電気回路の基礎を C/P と電気整備担当者を対象に 2 回行った。2 回

行ったのは、整備員が交代勤務であるため、1 回では全ての担当者に研修できなかったか

らである。 

研修内容は、電線、スイッチ、LED、抵抗、コンデンサ、リレーを使って、研修参加者

に電気回路を結線させて作動を確認するもので、机上の講義に比べて理解しやすく、電気

回路の習得に大変効果があった。以下に研修記録を示す。 

 

表 3-20：専門家による研修(6) 

研修名 電気基礎 1 

研修日時 2015 年 10 月 29 日（木） 10:00 ～ 13:30 

研修場所 中央整備場 事務所会議室 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Eduardo Jiménez Proeza Mecanico B 4 

2 Carlos Manve L. Sanz Electricista A 22 

3 Ramón de la Torre Deláez Electricista A 6 

4 Santos Naranjo Gastaes Electricista B 5 ヶ月 

5 Enrique García Rodríguez Tacnico A 30 

6 Reinaldo Aguilar  Especialista 30 
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研修名 電気基礎 1 

＜結果/評価＞ 

 電気の基礎と回路構成部品（スイッチ、LED、抵抗、コンデンサ、リレー等）の説

明 

 架装の駆動設備に使われる基本電気回路（アンド、オア、ワンショット、自己保持

等）の説明と結線作業による実技 

 受講者は熱心に取り組み、各構成部品の使用目的や基本の電気回路を十分理解し

た。 

 

表 3-21：専門家による研修(7) 

研修名 電気基礎 1 

研修日時 2015 年 10 月 30 日（金） 9:00 ～ 12:30 

研修場所 中央整備場 事務所会議室 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Reinel Diaz Perés Electricista 5 

2 Raúl Roy Comolez Electricista 11 

3 Enrique García Rodríguez Tecnico A 30 

4 Roiz Hernandez Electricista B 32 

＜結果/評価＞ 

 2 交代で整備を行っているため、10 月 29 日に行った研修と同じ内容の研修を行っ

た。 

 受講者は熱心に取り組み、各構成部品の使用目的や基本の電気回路を十分理解し

た。 

 

第 2 回渡航時には、油圧基礎 1 と油圧基礎 2 を、C/P と油圧整備担当者を対象に各々2

回行った。油圧基礎 1 は、パッカー車の架装部の油圧システム、油圧の基礎理論、油圧シ

ステムの種類と構造、そして油圧ゲージ（前回技プロ時の調達品）による検査方法を説明

した。油圧基礎 2 では、圧力制御弁の働きと、最近導入したパッカー車（東風：

ZoomLion）の油圧回路の読み方を、研修参加者に油圧回路図へカラーマーカーで着色させ

て理解させた。これらの研修はキューバ側で自主的に継続する必要があるため、講師とな

る C/P は 2 回受講して内容を習得し、EEJ 帰国後に自主研修を行っている。 
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表 3-22：専門家による研修(8) 

研修名 油圧基礎 1 

研修日時 2016 年 1 月 20 日（水） 9:30 ～ 12:30 

研修場所 中央整備場の食堂 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Jose Rodriges  Mechanico A 30 

2 Eduardo Jiménez Proeza Mecanico B 4 

3 Enrique García Rodríguez Tacnico A 30 

＜結果/評価＞ 

 第一部：パッカー車における架装部の基本的構造と油圧システムの役割、動作を説

明した。 

 第二部：油圧の基礎（理論）と油圧システムの種類（油圧ポンプやシリンダー

等）、各油圧システムの構造、及び油圧ゲージによる検査方法を説明した。 

 受講者は上記内容を理解した。 

 

表 3-23：専門家による研修(9) 

研修名 油圧基礎 1 

研修日時 2016 年 1 月 21 日（水） 9:00 ～ 12:00 

研修場所 中央整備場の食堂 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Enrique García Rodríguez Tacnico A 30 

2 Cecilio L. Alfonso Junco Mecanico / Hidraulico 13 

3 Carlos E. Iglesias Aquirre Mecanico / Hidraulico 5 

＜結果/評価＞ 

 第一部：パッカー車における架装部の基本的構造と油圧システムの役割、動作を説

明した。 

 第二部：油圧の基礎（理論）と油圧システムの種類（油圧ポンプやシリンダー

等）、各油圧システムの構造、及び油圧ゲージによる検査方法を説明した。 

 受講者は、今後自らが講師になることを念頭において受講し、油圧の理論、各構造

を正確に理解した。 
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表 3-24：専門家による研修(10) 

研修名 油圧基礎 2 

研修日時 2016 年 1 月 26 日（火） 9:30 ～ 12:30 

研修場所 中央整備場の食堂 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Eduardo Jiménez Proeza Mecanico B 4 

2 José Rodríguez Martínez Mecanico A 30 

3 Enrique García Rodríguez Tecnico A 30 

＜結果/評価＞ 

 油圧圧力制御弁の仕組みと動作を説明した。 

 最近導入した車両（ZoomLion）の油圧回路図の読み方を説明した。 

 ZoomLion の油圧回路図に、マーカーで色分けして動作を確認する実習を行った。 

 受講者は上記内容を理解した。 

 

表 3-25：専門家による研修(11) 

研修名 油圧基礎 2 

研修日時 2016 年 1 月 27 日（水） 9:30 ～ 12:30 

研修場所 中央整備場の食堂 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Eduardo Jiménez Proeza Mecanico B 4 

2 Cecilio L. Alfonso Junco Mecanico / Hidraulico 13 

3 Carlos E. Iglesias Aquirre Mecanico / Hidraulico 5 

4 Enrique García Rodríguez Tecnico A 30 

＜結果/評価＞ 

 油圧圧力制御弁の仕組みと動作を説明した。 

 最近導入した車両（ZoomLion）の油圧回路図の読み方を説明した。 

 ZoomLion の油圧回路図に、マーカーで色分けして動作を確認する実習を行った。 

 受講者は、今後自らが講師になることを念頭において受講し、油圧の制御弁、回路

図を十分理解した。 
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写真 3-9：油圧研修 

  

さらに、最新のパッカー車（ZoomLion）の油圧回路を駆動させる電気回路の読み方と、

点検方法を研修で説明した。 

 

表 3-26：専門家による研修(12) 

研修名 電気基礎 2 

研修日時 2016 年 1 月 29 日（金） 9:30 ～ 12:30 

研修場所 中央整備場の食堂 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Eduardo Jiménez Proeza Mecanico B 4 

2 Nelson Roiz Hernandez Electrisista B 32 

3 Enrique García Rodríguez Tacnico A 30 

4 Carlos Manve Sanz Lima Electrisista 23 

5 Ramón de la Torre Deláez Electricista A 6 

備考： 

 最新車両（ZoomLion）の油圧システムに関連する電気回路の解読、点検法について

説明した。 

 前回の電気の基礎の研修同様、研修員は熱心に講義を聞き、講義の内容をよく理解

した。 

  

これら一連の研修は理解しやすく研修効果は大きかった。しかし継続的な自主研修が必

要なことを C/P に説明し、EEJ の不在時には C/P による自主研修を行っている。 

 さらに、キューバ側から EEJ による研修を要望されており、新しく導入が決まっている

中国車（HOWO）のマニュアルが入手できたので、二年次に HOWO の油圧・電気回路の

研修、ZoomLion の実車での油圧研修（油圧ゲージを使用した調整・整備）、さらに電気回

路の修理には結線が必要なため、結線方法やはんだ付けの研修を実施した。 
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 これらの研修は、故障原因究明と修理だけでなく、予防整備での点検にも役立つ実践的

なものとして位置づけられた。 

 

 

【第二年次】 

第一年次の現状把握において、UPPH 中央車両整備場の整備士は、車両のシャーシ部に

関する整備能力は優れているが、パッカー車の架装部の油圧と電気に関する知識に欠けて

おり、故障時の原因解明や点検整備能力に課題があることが明らかになった。そこで、

EEJ は整備担当者を対象に、パッカー車の架装部の油圧・電気の基礎研修を 7 回にわたっ

て行い、EEJ が不在時には自主研修を行うこととした。 

 

(1) EEJ 不在時の自主研修 

第一年次に EEJ はパッカー車の架装部の油圧・電気に関する基礎的な研修を行った。そ

の目的は各整備士がパッカー車の油圧と電気のシーケンス図を解読する能力を身に付ける

ことにより、架装部の故障原因を解明でき、その整備能力を向上させることにある。 

そのためには、整備士自身が継続的に自主研修や勉強を行う必要があるため、EEJ 不在

時に自主研修を行うよう推奨し、C/P はそれに答えて 2016 年 2 月 15 日から 2016 年 5 月

26 日までの間に、9 回にわたり研修を実施し、講師を含めて延べ 24 人が研修に参加し

た。 

この一連の自主研修・勉強会により油圧・電気に関する基礎的な理解が深まった。 

 

(2) 第二年次の EEJ による研修 

 油圧・電気に関する基礎的な知識は概ね取得できたので、最新の中国製パッカー車を対

象に油圧・電気の実技研修を開始した。 

しかしながら、中国車のマニュアルは読みにくいので、EEJ は油圧シーケンス図と電気

シーケンス図に着色して、各工程での油と電気の流れがわかりやすい教材を準備して研修

を行った。各自で自主研修できるよう、着色した電気シーケンス図と油圧シーケンス図を

C/P と整備士に配布した。作成した電気・油圧シーケンス図の一例を図 3-25 と図 3-26 に

示し、電気回路図 14 パターンを付属資料８、油圧回路図 12 パターンを付属資料９に示

す。 
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図 3-25：ZoomLion 車の電気シーケンス図 
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図 3-26：HOWO 車の油圧シーケンス図 

 

第二年次の第 1 回渡航時には、主に HOWO 車を対象に、パッカー車の架装部の行程毎

に、油と電気がどのような経路で流れるかを説明した。さらに、パッカー車を使って油圧

測定など、実質的な研修を 6 回にわたり行い、延べ 20 人の整備士が研修を受講した。な

お、この研修では、今後の自主研修促進を狙って、EEJ は C/P にできるだけ講師を任せて

研修を行った。 

第二年次の第 2 回渡航時には、ZoomLion 車と HOWO 車の電気・油圧回路図が読めるレ

ベルに達するよう、動作毎の電気と油圧の流れ図を使って研修を行った。研修回数は合計

6 回で、延べ 17 人が研修を受講した。 

これらの研修において、整備担当者のパッカー車の油圧・電気系統の理解が深まった。 

 

  
EEJ は C/P の補佐 C/P に研修講師を任せる 

写真 3-10：油圧研修風景 

 

【第三年次】 

第三年次は技術関係の C/P が変更したことから、電気・油圧の担当者を含めて、電気の

基礎研修を 3 回、油圧の実技研修を 2 回、そして HOWO 車の油圧トラブルシューティン
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グ研修を 1 回行った。 

なお、油圧と電気は試験を行うこととしたため、その打ち合わせと共に、新 C/P を対象

にパッカー車の架装部の研修を行い、電気・油圧に関して適切な理解を得ることができ

た。それらの記録を表 3-27～表 3-33 に示す。また、電気の基礎研修は、テキストによる

学習の後、リレーやパイロットランプ等を使った模擬研修により理解を深めた。写真 3-11

参照。 

表 3-27：専門家による研修(13) 

研修名 電気基礎研修 

研修日時 2017 年 6 月 7 日 9:00 ～ 12:00 AM 

研修場所 UPPH 会議室 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Ricardo Justy Betancourt Mecánico C 1 

2 Edardo Jimenez Guerra Electricista C 4 

3 Carlos Manve L. Sanz  Electricista A 20 

4 Daniel García Cardés Electricista A 20 

＜結果/評価＞ 

電気の基礎及び、回路構成部品（スイッチ、LED、抵抗、コンデンサー、リレー等）の

説明と架装装置に係る基本電気回路（And、Or、ワンショット、自己保持等）の説明を

実際の部品使い接続をする研修を行った。 

受講者は熱心に取り組み、各構成部品の使用目的や基本の電気回路理解した。 

 

表 3-28：専門家による研修(14) 

研修名 電気基礎研修 

研修日時 2017 年 6 月 8 日 9:00 ～ 11:00 AM 

研修場所 UPPH 会議室 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Nelson Luiz Hernandez Electricista A 37 

2 Santos Naranjo Gastaes Electricista A 18 

3 Ricardo Justy Betancourt Mecánico C 1 

＜結果/評価＞ 

電気の基礎及び、回路構成部品（スイッチ、LED、抵抗、コンデンサー、リレー等）の

説明と架装装置に係る基本電気回路（And、Or、ワンショット、自己保持等）の説明を

実際の部品使い接続をする研修を行った。 

受講者は熱心に取り組み、各構成部品の使用目的や基本の電気回路理解した。 
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表 3-29：専門家による研修(15) 

研修名 電気基礎研修 補講 

研修日時 2017 年 6 月 09 日 9:00 ～ 11:00 AM 

研修場所 UPPH 食事室 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Ricardo Justy Betancourt Mecánico C 1 

2 Edardo Jimenez Guerra ElectricistaC 4 

3 Carlos Manve L. Sanz  Electricista A 20 

4 Daniel García Cardés Electricista A 20 

＜結果/評価＞ 

６月７日実施の電気基礎研修の補講を行った。 

回路構成部品である、スイッチ、LED、リレーを実際に使用し、自己保持回路の接続を

することにより、受講者は熱心に取り組み、各構成部品の使用目的や働きを理解した。 

 

表 3-30：専門家による研修(16) 

研修名 油圧実技研修（ZoomLion) 

研修日時 2017 年 6 月 12 日（月） 9:00 ～11 30: 

研修場所 UPPH 会議室→中央車両整備場 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Ricardo Justy Betancourt Mecánico C 1 

2 José Rodríguez Martínez  Mecánico / Hidráulico 31 

3 Cecilio L. Alfonso Junco Mecánico / Hidráulico 5 

4 Adriano Batista Duconger Mecánico B 2 

＜結果/評価＞ 

日本の供与した油圧ゲージセットを使用し、ZoomLion（塵芥収集車）の油圧回路構成部

品である、メインリリーフ及び、自動後退バルブの点検・調整の方法を実習した。 

参加者は、実習を通じリリーフバルブの構造及び働きを理解し調整の方法を習得した。 
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表 3-31：専門家による研修(17) 

研修名 油圧実技研修（ZoomLion) 

研修日時 2017 年 6 月 15 日（木） 9:00 ～11:00 

研修場所 UPPH 会議室→中央車両整備場 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Adriano Batista Duconger Mecánico B 2 

2 Carlos Denis Crespo Mecanico C 2 

3 José Rodríguez Martínez  Mecánico / Hidráulico 31 

4 Ricardo Justy Betancourt Mecánico C 1 

5 Yordenis Moncada  Mecánico C 7 

＜結果/評価＞ 

日本の供与した油圧ゲージセットを使用し、ZoomLion（塵芥収集車）の油圧回路構成部

品である、メインリリーフ及び、自動後退バルブの点検・調整の方法を実習した。 

参加者は、実習を通じリリーフバルブの構造及び働きを理解し調整の方法を習得した。 

 

表 3-32：専門家による研修(18) 

研修名 架装の油圧と電気試験実施に係る内容解説 

研修日時 2017 年 6 月 22 日（木）9:00 ～ 11:00 

研修場所 UPPH 会議室 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Ricardo Justy Betancourt Mecánico C 1 

＜結果/評価＞ 

架装研修に係る習熟度確認のため、電気と油圧に分け試験を実施することとなったが、

その準備として、内容の難度等、適正の判断を行うため、CP と打ち合わせを行なっ

た。 

同時に、新 CP であるリカルドには、架装の追加個別研修を行った。 

リカルド自身の理解度については、当方の想像していたものより深く、研修担当として

納得のいくレベルであった。 
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表 3-33：専門家による研修(19) 

研修名 HOWO 油圧研修 機構説明とトラブルシューティング 

研修日時 2018 年 1 月 30 日（火）9:30～10:45 

研修場所 UPPH 会議室 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Cecilio L. Alfonso Junco Mecánico / Hidráulico 13 

2 Adriano Batista Duconger Mecánico B 1 

3 Carlos Enrique Iglesia     Mecánico C 2 

＜結果/評価＞ 

 HOWO 車の油圧機構とトラブルシューティング説明を実施、各自、十分理解した。 

 油圧整備における故障発生状況の確認を行い、内容の共有を行った 

 以前研修に使用したサービスマニュアルを再度複数部資料提供した。 

 

  

リレーやパイロットランプ等を使った模擬研修の様子 

写真 3-11：電気研修風景 

 

 第三年次の EEJ 不在時には、電気と油圧の自主研修を以下のように実施した。内容は今

まで行った研修の復習である。 

(1) 電気自主研修 

 2017 年 7 月に 2 回実施し、合計 6 人が参加した。 

 2017 年 8 月に 2 回実施し、合計 8 人が参加した。 

 2017 年 10 月に 2 回実施し、合計 6 人が参加した 

(2) 油圧自主研修 

 2017 年 8 月に 2 回実施し、合計 14 人が参加した。 

 2017 年 10 月に 2 回実施し、合計 8 人が参加した。 

 

 3 年間にわたりパッカー車の架装部の油圧・電気の研修を行ってきたが、担当者の理解

度を評価するため、2018 年 1 月に筆記試験を行った。 
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 その結果、全員合格ラインの 60 点を大幅に上回り、架装部の油圧・電気に関して十分

な知識を得たことが明らかとなり、パッカー車の故障原因と修理・整備能力が向上した。 

 試験後すぐに採点し、EEJ による解説が行われた。試験結果を表 3-34～表 3-37 に、試

験問題・回答・解説を付属資料１０に示す。 

表 3-34：油圧試験結果(1) 

試験分野 Area de examen 油圧  Hydráulico 

試験実施日 Fecha de examen 2018 年 1 月 18 日  18 de enero de 2018 

試験結果  Resultado de examen 

No. 氏名 
Nombre 

点数 
Resultado 

合格・非合格 
Aprobado o no 

備考 
Notas: 

1 Cecilio L. Alfonso Junco 85 合格 Aprobado Jefe de brigada  Mecánico A 

2 Maydel lopez 85 合格 Aprobado Mecánico A 

3 Adriano Batista 

Duconger 

85 合格 Aprobado Mecánico B 

4 Carlos Enrique Iglesia  85 合格 Aprobado Mecánico C 

表 3-35：油圧試験結果(2) 

試験分野 Area de examen 油圧  Hydráulico 

試験実施日 Fecha de examen 2018 年 1 月 19 日  19 de enero de 2018 

試験結果  Resultado de examen 

No. 氏名 
Nombre 

点数 
Resultado 

合格・非合格 
Aprobado o no 

備考 
Notas: 

1 José Rodríguez Martínez  100 合格 Aprobado Jefe de brigada  Mecánico A 

2 Osniel Oltima Caballero 100 合格 Aprobado Mecánico A 

3 Yordenis Moncada 100 合格 Aprobado Mecánico C 

4 Carlos Denis Crespo 100 合格 Aprobado Mecánico C 

5 Ricardo Justy Betancourt 100 合格 Aprobado Mecánico C      CP 

表 3-36：電気試験結果(1) 

試験分野 Area de examen 電気  Eléctronico 

試験実施日 Fecha de examen 2018 年 1 月 22 日  22 de enero de 2018 

試験結果  Resultado de examen 

No. 氏名 
Nombre 

点数 
Resultado 

合格・非合格 
Aprobado o no 

1 Nelson Luiz Hernández 100 合格 Aprobado 

2 Reinel Diaz Perés 100 合格 Aprobado 

3 Santos Naranjo Gastaes 100 合格 Aprobado 
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表 3-37：電気試験結果(2) 

試験分野 Area de examen 電気  Eléctronico 

試験実施日 Fecha de examen 2018 年 1 月 23 日 23 de enero de 2018 

試験結果  Resultado de examen 

No. 氏名 
Nombre 

点数 
Resultado 

合格・非合格 
Aprobado o no 

1 Carlos Manve L. Sanz  80 合格 Aprobado 

2 Daniel García Cardés 60 合格 Aprobado 

3 Eduardo Jiménez Guerra 80 合格 Aprobado 

 

 収集車両の故障で一番多いのはタイヤのパンクで、ホイールの脱着作業は頻繁に行われ

ているが適正な整備とはいえず、取り付けボルトが欠損している状況が見られる。これは

規定トルク以上に締付けたり、給脂を適切に行っていないためであるため、ホイール整備

担当者を対象にホイール脱着研修を行った。その結果を表 3-38 に示す。 

 

表 3-38：専門家による研修(20) 

研修名 ホイール脱着研修 

研修日時 2017 年 6 月 21 日（水） 9:00 ～11 :30 

研修場所 UPPH 会議室→中央車両整備場 

講師名 砥川、菅原（通訳） 

研修参加者 

No. 氏 名 担 当 経験年数 

1 Ricardo Justy Betancourt Mecánico C 1 

2 Leonardo Rodrigues Machado Mecánico A       27 

3 Osualdo Fis Mecánico C 27 

＜結果/評価＞ 

ホイール脱落事故防止を念頭に置き、ホイールの脱着研修を行った。 

参加者は、各部の清掃・給脂・締め付けトルクの重要性を認識し、実技を行うことで、

脱着方法を修得した。従来より形は異なるが清掃と給脂は行っていたようである。 

脱着作業実施後の、翌日走行後、再増し締め（締め付けの確認）を確実に実施するよう

申し入れた。 
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携行したブラシを使いホイールナットに油を塗布する等、丁寧な脱着作業を習得 

写真 3-12：ホイール整備研修の様子 

 

 パンクや車両の下部破損の原因は、処分場の悪路によるところが多いにもかかわらず、

なかなか処分場道路の改善実施が行われなかったが、県行政協議会（CAP18）のサブ・プ

レジデントの Jorge Albarino 氏によれば、Calle 100 処分場については、ごみ車両専用アク

セスロードの改修を行う予定とのことであったので、悪路による車両故障が軽減すること

が期待できる。 

 

 

3.13 B1.業務改善チーム活動 

【第二年次】 

業務改善チームのミーティングを 2016 年 6 月 8 日（水）と 6 月 15 日（水）の 2 回実施

し、(1)車両の故障を少なくする事、(2)効果的・効率的な予防整備を実現する事を実現する

ための議論を行った。 

 

(1) 6 月 8 日ミーティングの概要 

DPSC 副局長以下 8 名が参加し、各自の持つ課題をそれぞれ発表した。 

各自から、最終処分場における重機不足、工作機械の改善、部品入手困難さ、機械整備

全般等に関する課題等が挙げられた。議論の結果、それら課題の中から、最終処分場にお

ける重機不足について次回のミーティングで取り扱うこととした。 

 

 

                                                        
18 Consejo de Administración Provincial 

参加者各自の持つ課題

からテーマを抽出 

抽出したテーマに 

関して解決策の模索 

(1) 6 月 8 日ミーティング (2) 6 月 15 日ミーティング 
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表 3-39：6 月 8 日ミーティングで指摘された課題 

No. 内容 場所 

1. 重機の不足 最終処分場 

機材の老朽化 

代替部品が入手困難 

ダンプサイトへのアクセス道路の整備不足 

2. 整備場全般の改善 整備場 

代替部品が入手困難 

洗車場の設置 

3. 機械類の適切な維持管理と使用 機械 

4. 運転手と整備士の連携体制の構築 整備場 

5. 修理終了時期の目安確認 一般 

6. 担当者間の連携 一般 

在庫管理 

7. 機材管理の責任の明確化 一般 

 

(2) 6 月 15 日ミーティングの概要 

前回ミーティングで重機に関する議論を行うこととしたため、UPPH から重機整備を委

託されている SOMEC 社からも 3 名の参加者を迎え、計 13 名で実施した。 

まず、最終処分場担当より重機に関する問題点を挙げ、それに対する解決策を参加者そ

れぞれの視点から解決策を提案していく形とした。議論は、ともすれば物資不足に起因す

る課題であるとの、ある種の言い訳に終始しがちではあったが、議論を絞る事によって整

備の重要性と整備を実現するために優先順位をつけること、優先順位をつけるための考え

方等について、参加者全員の理解を深める事に繋がった。 

 

【第三年次】 

第一年次に業務改善チームを立ち上げ、第二年次にかけて車両の故障を少なくし、効果

的な予防整備を行う議論を数回行ってきた。 

業務繁忙のため、業務改善チームによる会議を継続的に開催するのは困難であったが、

2017 年より毎水曜日にパッカー車を整備する担当部署・機関が集まり、整備状況の確認を

行うとともに、業務改善を目指している。この担当部署・機関は下記のとおりである。 

 産業省（MINDUS: Ministerio de Industrias） 

 経済計画省（MEP: Ministerio de Economía y Planificación） 

 DPSC 

 UPPH 

 Cubana de Acero 社 

 Rosellò 社 

 Oleo hidraulica de Cienfuegos 社 
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 このように、当初の趣旨を踏まえた関係者会議が持たれていることは評価できる。 

 

一方、ごみ収集作業時と車両整備時に事故が起きているとのことであったので、業務改

善チームと関係者を対象に安全研修とホイール整備研修を行った。その結果を表 3-40 お

よび表 3-41 に示す。 

 

表 3-40：安全研修 

項目 内容 

実施日時 2018 年 1 月 24 日 9:00am – 10:30am 

実施場所 UPPH 会議室 

講師 平賀、菅原（通訳） 

受講者 UPPH 安全衛生担当者、運転手、収集作業員、整備士。合計 19 人 

研修内容  日本のパッカー車の事故例紹介 

 パッカー車の取扱いの注意点 

 収集作業時のインシデント紹介 

 事故時の対策 

 通常作業時の安全対策 

討論  UPPH のパッカー車は大型車で、キャビンが高いため、降車時の怪

我が多い 

 ステップ乗車は危険である 

 バックや発進時に、運転手と作業員のコミュニケーションは大切で

ある 

 いろんなゴミが混ざっているので、取り扱いに注意が必要である 

 

 

表 3-41：ホイール整備研修 

項目 内容 

実施日時 2018 年 1 月 24 日 10:50am – 11:30am 

実施場所 UPPH 会議室 

講師 砥川、菅原（通訳） 

受講者 UPPH 安全衛生担当者、運転手、タイヤ整備士。合計 15 人 

研修内容  ホイール脱輪、バーストのビデオ映写 

 適正なホイール脱着方法の説明 

 適正なトルクでの締めつけの重要性を強調 

 具体的な整備作業の説明 
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項目 内容 

討論  道路状況が悪く、タイヤが傷みパンクする。特に処分場内の悪路が

原因である 

 キューバでは、タイヤ整備前、整備中、整備後に関して規則がある 

 パンクが頻発し、整備台数が多くて、説明のあった整備を行うのは

困難である 

 整備機材の不足や不調が多い 

 整備士は、整備理論を理解することが大切。そうでないと整備環境

が改善されても適正な整備ができない 

 整備環境が悪い中でも、改善を継続していく努力が必要である 

 

 上記の安全研修では、安全衛生担当者が研修の準備を十分行ってくれたおかげで、研修

後の討論は白熱し、積極的な研修であったと評価でき、継続的な活動が望まれる。 

 

  
写真 3-13：安全研修およびホイール整備研修の様子 
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4 まとめと提言 

4.1 各活動の成果状況と自己評価 

4.1.1 B2. 機材の運転管理簿 

UPPH が保有するパッカー車 90 台分の車両台帳と車両履歴簿の電子化が完了した。 

担当者は、蓄積データを使った故障の傾向、点検・修理・整備の頻度などの分析が行え

るようになったので、予算・配分計画作成や、車両の故障原因分析が正確に行えるように

なった。 

4.1.2 B3. 在庫管理体制の改善 

UPPH では Versat Sarasola ソフトの導入が決まり、在庫管理の電子化もこのソフトで行う

こととなった。 

担当者達は、物品の入庫・出庫時の電子データ入力手順、電子機器配置計画、Versat 

Sarasola による電子化システム構築の検討を行い、棚卸や予算計画作成に必要なデータ処

理法を習得したので、電子化システム工事が完成すれば、電子化による在庫管理体制の改

善が実現することになる。 

さらに、UPPH 在庫管理担当者は、(1)倉庫の通路に溢れていた物品の整理、(2)倉庫の外

に仮置きしている物品の整理（ビニールパックで雨天対策）、(3)新しい倉庫（51 y 88）19を

確保して、収まりきれなかった物品の格納、(4)使用しない物品の売却計画作成、(5)物品の

データベース作成に PC を 2 台調達し、担当者が異動しても間違わないように写真データ

を添付する等の在庫管理の改善を行った。 

 

4.1.3 B4. 消耗品の予算計画作成 

 「表 3-6：現状把握の概要」に示したように、キューバでは前年度実績をベースに予算

計画を上部機関へ具申し、上部機関（UPPH の場合は経済計画省）から、物品･発注先等が

指定された予算が通知される。UPPH は通知された物品項目に沿って発注するが、この過

程で、 

 発注した部品と異なる部品が納入される 

 発注した数量と異なる数量が納入される 

 

といった事態が多々発生し、そのため UPPH では正しい部品の確認や一度納品された部品

の返品作業（必要部品が入るまで、車両は修理出来ずに待機状態となる）、不要な部品の

置き場の確保など、多くの対応が迫られる。 

このような状況のなかで、C/P や担当者はややもすると、予算計画作成の必要性に疑問

                                                        
19 pp46(脚注 15)と同様：所在地の住所から通称「51 y 88」と呼ばれている。 
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を抱いていたが、EEJ との話し合いの中で、次年度の消耗品等の使用量を推定すること

は、ごみ収集車両整備とごみ収集改善において重要であることを理解し、過去のデータの

みでなく、将来計画を加味した予算・配分計画作成の理解と、燃料においては廃棄物収集

作業に関するデータベースを作成し、車両毎に走行距離や廃棄物収集トリップ数などの相

関を考慮した係数を使って、より正確な使用量予測を行えるようになった。 

 Versat Sarasola ソフトによる電子化システムには、上記のデータベースを入力する予定

で、電子化システム完成後には正確な使用量予測が可能となる。 

 

4.1.4 B5. 管理改善ワークショップと C6. 技術改善ワークショップ 

 2 回に渡るワークショップでは同業他社の参加により、情報交換ができたことは非常に

意義があった。 

 車両の整備においては、他社も UPPH と同じく物品の入手が困難で苦労している。その

中で、ハバナ市交通公社の行ってきた取組みは UPPH が目指していることと同様な点が多

く、車両の寿命を設定して整備を実施したり、数字に基づいた計画の策定など、非常に参

考になることがあり、C/P 達は今後とも外部との情報交換の必要性を痛感した。 

 また、ワークショップで得た情報を参考に、UPPH の在庫管理の改善や電子化に拍車が

かかった。 

 

4.1.5 C1. 定期点検項目と診断要領作成・実施 

 パッカー車の始業前点検項目の充実と診断要領のビデオ教材を製作し、運転手を対象に

研修を行っている。2018 年 2 月現在、始業前点検の実施率は 90%であったが、100%を目

指して努力している。 

 特に、始業前点検のビデオ製作は、紙ベースの説明書では表せない診断の流れが表現で

き、研修材料として高く評価できる。 

 

4.1.6 C2. 不具合前兆診断技術 

 各種の車両診断機材を導入し、その使用法と診断要領をビデオ収録して研修教材を作成

した。また、診断機材も有効に使われており、不具合診断能力が向上した。 

 特に診断技術のビデオ教材は、C/P 主導で製作されており、診断技術の研修に大いに役

立つものである。 

 

4.1.7 C3. 予防整備実施案作成と実施 

 3 段階の予防整備が行われていたが、パッカー車の架装部の点検整備項目が無かったの

で追加した。収集作業が繁忙である上に、交換パーツの入手に時間がかかり、計画より遅

れる場合はあるものの、パッカー車の予防整備は確実に行われている。 
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4.1.8 C4. 修理部品製作促進 

 前回技プロで供与した工作機械や整備機材の老朽化が進み故障が増えており、さらに整

備機材の消耗品の払底、さらには製作部材の確保が難しいため、部品製作が困難な状況に

ある。 

EEJ は可能な範囲での工作機械類の修理や消耗品の補給を行うと共に、工作機械メンテ

ナンスの勉強会を行うなど、部品製作の促進を図ったが、メーカー等の専門家による工作

機械類のメンテナンスが必要な状況である。 

上記のように部品製作は困難な状況であるが、工作室担当者は工作機械の運転に習熟し

ており、可能な範囲で修理部品製作の努力を行っている。 

 

4.1.9 C5. 故障原因解明技術能力向上 

 最近のパッカー車は架装部の自動化が進んでいることから、油圧・電気のシーケンス図

が理解できるよう、中国車に不足している整備マニュアルを補完して、研修と自主研修を

行った。本業務の最終段階に実施した筆記試験の結果によれば、各担当者は十分な知識を

習得し、故障や整備に対応できるようになったことが確認された。また、中国車の工程毎

の油圧・電気シーケンス図を作成したことは大きな成果である。 

 一方、故障原因解明と改善計画実施を目指して、業務改善チームを結成し各作業工程に

おける故障原因の分析を行ってきたが、その中で指摘されたパンクや車両のシャーシ下部

損傷の大きな原因である最終処分場の悪路を改善する計画が立案されたことは、本活動の

大きな成果である。 

 

4.1.10 自己評価 

(1) 支援活動について 

本支援業務の目的は、物品の購入が困難なキューバにおいて、廃棄物収集を適正に行う

ため、在庫管理等の改善と、予防整備の実施、及び整備能力の向上により、収集車両の稼

動数を確保することである。 

3 年間に渡る支援活動で、在庫管理の改善と予算計画作成は、UPPH の電子化工事が完

了していないため、達成したとは言いがたいが、電子化に対応する基本的な技術は身につ

いたと評価する。 

本支援業務の活動の中で、今まで不十分であった始業前点検と予防整備は、適正な点検

項目で実施されるようになり、車両診断、故障原因解明などの技術能力向上は十分達成さ

れた。 

修理部品製作に関しては、工作機械類の不具合が現在も発生しており、素材の入手も困

難であることから、これらが解消出来ない限り、さらに厳しい状況が見込まれる。 

しかし、そのような厳しい条件下でありながらも、C/P による部品の製作が継続努力さ
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れている。 

また、ごみ収集車両の定期点検と、不具合前兆診断ではビデオ教材製作という、今まで

になかった手法を使い、紙ベースのマニュアルでは説明しきれない動作を表現でき、研修

教材として高く評価できる。 

 

(2) パッカー車の稼動車数について 

 2018 年 1 月 29 日現在のパッカー車の稼動車数は 88 台中 45 台で、その内訳を表 4-1 に

示す。 

表 4-1：パッカー車の稼働車数 

 
総数 稼動車数 

非稼動車数 

短期間 長期間 合計 

UPPH 配車 72 32 0 40 40 

Municipos 配車 16 13 0 3 3 

合計 88 45 0 43 43 

 

 約 10 年前のデータ（前回技プロ時調査：2009 年 11 月）では、パッカー車の稼動車数は

121 台中 80 台で、2016 年 1 月のデータではパッカー車の保有台数は 68 台で稼動車数は 31

台であった。 

なお、2016 年 1 月から 2018 年 1 月にかけて保有車両数が増えているのは、DPSC が毎

年 10 台前後の中国車を購入しているためである。 

 このように 10 年前と比較するとパッカー車の稼働車数が半減しており、その結果、2 交

代（24 時間、1 週間 7 日作業）での収集作業を余儀なくされ、パッカー車は酷使されてい

る状況である。それでも収集しきれない廃棄物については、他部局のダンプカーやサトウ

キビ運搬車（収穫期を除く）を借用して収集しているのが現状である。 

 UPPH では廃棄物の発生量やパッカー車の容量等のデータから、92 台のパッカー車が必

要と試算しており、引き続き必要台数の確保を最大限に努力する必要がある。 

 

4.2 課題 

 本支援業務を実施するなかで認識した課題を以下に示す。 

 

(1) キューバ特有の政府調達事情 

UPPH での車両用部品や機材の消耗品の調達手順は以下のとおりである。 

1) UPPH 内の各担当者は実績を基に予算計画を策定して DPSC へ提出する 

2) 予算は物品項目を予め決定された状態で承認される 

3) UPPH は物品項目に沿って Transimport 社へ部品を発注する 

4) UPPH は納入予定表と発注内容を確認する 

5) 物品が納入される 
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キューバでは物品の入手が困難であり、UPPH においても、車両整備に必要な物品が必

要時に入手できず、これが予防整備や修理の遅れとなり、ひいては車両の稼働率低下の主

な原因になっている。 

物品の入手が困難な原因は以下の通りである。 

 物品は、Transimport 社がまとめて入手して各所に配分するしくみになっており、基

本的には年 1 回の配分である。 

 物品の発注間違いがよくおこり、また、希望する数量が配分されるとは限らず、価

格が想定より低い場合は、同じ物品の数量を増やして輸入・配分されるため、不用

品の在庫が増える場合がある。 

 Transimport 社は日本からの輸入ができないため、UPPH では日本製品が入手できな

い。 

 配分されるまでに、半年～1 年近くかかる場合がある。 

 

 これらの調達事情はキューバ国政府機関の全てに見られることであり、本件業務の C/P

機関である UPPH や DPSC による努力のみで解決できるものではない。彼等ができる努力

は調達された物品の使用期間の延命化であり、自分達による代替品の製作である。この点

においては、彼等の努力は評価に値するところが多い。 

 

(2) 縦割り行政の弊害 

 日本と異なり、UPPH の上位の国の省庁が明確でない一方で、他の事業所との連携には

制限がある。例えば、工作機械の修理を他の事業所に依頼することはできず、また、物品

の融通もできない。原則は年 1 回の配分と自助努力に依拠せざるを得ない。 

 しかしながら、パッカー車の整備に関しては、外部の機関20に外注できることなり、横

断的な整備体制ができあがったことから、今後の動向を注視する必要がある。 

 

(3) 組織の能力向上 

 電気、油圧の技術的な知識や診断技術は、ほぼ全ての担当者に行き渡ったが、電子化に

よる在庫管理改善や車両履歴簿作成法を習得した担当者数は限られている。 

UPPH における異動や離職は以前と変わらず多く、しかも引継ぎがなされていない場合

が多いため、せっかくの能力向上が個人レベルに留まり、組織としての能力向上にいたっ

ていない。 

 

(4) 工作機械、整備機器の老朽化・破損 

 前回技プロにおいて供与された工作機械、高圧洗浄機、タイヤチェンジャー、コンプレ

ッサー、圧縮空気システムが老朽化し、破損機材が増えてきた。一部は UPPH で修理して

いるものの、これら工作機械に関する専門的な知識や消耗するパーツがなければ修理でき

                                                        
20 エンジン等の重整備に関しては Roselló 社、架装部の板金は Cubana de Acero 社が担当 
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ない機器が増えており、そのため車両整備能力の低下をまねいている。 

 

(5) 安全性や労働環境に関する意識の低さ 

 収集車両の運転時や整備作業時に事故が発生している。具体例としては、収集車両運転

中に歩行者を轢いた死亡事故、ホイール取替え時の指の切断事故、ステップ乗車（パッカ

ー車の後部端に作業員が掴まって乗る行為で、日本では危険なため禁止されている）での

転倒事故、キャビンから降りる際の足の捻挫など、いずれも安全に対する意識が低いこと

が原因と思われる事故であり、それらを無くすための組織的な安全管理が求められる。キ

ューバには国が定めた安全作業基準があり、研修を行ってはいるものの、基本的な意識の

面からの改善が必要である。 

また、労働環境や整備のあり方という点においても改善すべき点が見られる。これは頻

繁な人事異動や離職に伴う新人の投入により、整備の基本的な姿勢が根付かぬうちに作業

を行わなければならないという現状に起因する。また、作業場はオイル等で床が汚れてお

り危険である。オイル交換やオイルが流れ出る作業では、おが屑をまいて作業を行ってお

り、清掃に必要な水道配管、掃除用具、ウエス等がなく、作業場の清掃の習慣がない。さ

らに機材の取扱いが丁寧でなく、電気溶接器の電線ケーブルを車両で轢いて損傷させた

り、整備に必要なエアーレギュレーターの破損を放置するなど、結果として整備機材の使

用制限を招いている。 

 

(6) 最終処分場搬入路の整備不良に伴う収集車両へのダメージ 

 車両故障の大部分がタイヤのパンクと車両下部の破損である。これらの原因は処分場へ

の搬入路の整備不良であり、特に雨天時には道路がぬかるみとなり、車両故障が多発する

結果となっている。 

 今後、ノンプロ無償で日本車が導入される予定であるが、悪路による車両へのダメージ

が懸念され、せっかくの車両供与の効果が低減される恐れがある。 

 

(7) UPPH の公社化 

DPSC サブ・ジェネラル・ディレクターの情報（2016 年 6 月 22 日）によれば、UPPH を

公社（Empresa）にすることが検討されている。 

UPPH は自治体の一組織であり、財源は国から得ている。国は支出を抑えるために公社

化を進めており、これが実現すれば、国からの補助金はあるものの、自助努力で財源を確

保する必要がでてくる。そのような流れの中で、UPPH の公社化が検討されている。 

一方、リサイクル事業に関しても公社化（UERMP: La Unión de Empresas de Recuperación 

de Materias Primas）の動きがあり、その両者が廃棄物管理全体を担い、産業省の配下とす

ることが検討されている。 

なお、UPPH が公社になった場合の財源は、市民からのごみ処理料金徴収は考えておら

ず、大規模排出事業者（レストランや工場等）から収集料金を徴収する予定である。 

UPPH 公社化の概要は以下の通りである。 
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 UPPH 公社化の目的は、廃棄物管理部門の切り離しで、2017 年 4 月を目標として

いる。 

 家庭系ごみの収集に関しては、今まで通りであるが、家庭系ごみ以外の収集には

排出者に課金し、公社の財源とする。 

 職員の異動、業務内容の変更は基本的になく、財源変更が主な相違点である。 

 公社は、最初は県の傘下であるが、最終的には産業省の傘下になり、資源回収公

社を目指す。 

 産業省傘下となれば、業務内容の変化や職員異動もある。 

 

 なお、2016 年 10 月に公社化の承認は既におりているとの事であるが、2018 年 2 月の段

階では、公社化の進展はみられない。 

 

4.3 提言 

4.3.1 UPPH・DPSC への提言 

(1) 情報の共有 

 本支援活動中、度重なる C/P の離職・異動で活動が中断したり、後戻りを余儀なくされ

た。これは組織の管理面の脆弱さが原因と思われるので、以下を提言する。 

 ソフトの使い方を含めた電子化技術、車両整備技術に関して、担当者に情報を共有

するとともに、研修を行う部署を設立する。 

 前回技プロで作成した整備マニュアルは、整備担当者に行きわたっていないため、

担当者や担当部署に配布し、必要時に読めるようにする。 

 前回技プロ時には行われていた、車両の整備時間や集計などの記録活動は継続され

ていなかった。 

今回の支援活動で車両の運転管理履歴簿が電子化され、上記の集計・分析が容易に

可能となり、データの分析法も習得したので、担当者は必要な車両整備の各種デー

タを継続的に蓄積していただきたい。 

 

(2) 電子化の導入促進と活用 

 UPPH では物品の在庫管理や収集車両の履歴簿等は適正に管理されていたが、紙ベース

であったため、電子化により迅速で正確な業務を目指すのみならず、統計や各種分析が行

われるように、担当者の電子化に対する能力向上活動を行ってきた。 

 現在、Versat Sarasola ソフトを使う電子化システム構築工事が進みつつあり、近い将来に

電子化が実現する予定であるため、以下の事項を提言する。 

 さらに Excel の使用法を勉強し、各種の分析ができるよう努力する。そのためには

講師を招いて、経理担当者、倉庫担当者、燃料担当者、車両整備受入れ担当者、そ

してその上司を対象に研修を行うことが望ましい。 

具体的な各種分析とは、下記のようなものである。 
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 特定の車種の故障状況（例：2015 年製の ZoomLion の故障発生状況） 

 特定の車両の整備状況（例：CC-02 のエンジン整備頻度・回数など） 

 全車種の定期点検状況（例：2016 年に実施できた定期点検済み車両） 

 特定の期間における整備状況（例：3 月期に発生したパンク修理回数） 

 車種による部品消費数 

 部品単価と修理単価の蓄積 

 部品消費量とごみ収集データとの相関比較 

 特定車種の寿命や長期整備が必要になる期間 

 データベース構築と、データを何に活用するかを検討する。ワークショップで情報

を得たハバナ市交通公社を訪問し、蓄積したデータを具体的にどのように活用して

いるかを教わる。 

データの利用には下記が考えられる。 

 倉庫に格納されている不用品（デッドストック）の整理と売却計画 

 手書きしている各種様式のプリントアウトと、上部関係機関への修理実績報告

書作成 

 ごみ収集作業の効率化促進（ごみ用コンテナ置き場、収集ルート再編など） 

 故障部位、故障原因の把握による、新車購入時の仕様決定 

 予防整備・大規模整備計画作成時の対象車両抽出 

 効率的な予防整備の項目・頻度の見直し 

 稼働率、ロスタイム（修理・整備のため稼動できない時間）のまとめ 

 大規模修理と新車購入の費用対効果 

 電子化特有のリスク、例えばウイルス、停電、落雷、電圧変動、情報漏洩、データ

消滅などの対策を検討・実施する。 

 今後さらなる電子化と情報化を目指す。キューバの現状では困難かもしれないが、

下記のような事項が望まれる。 

 車両診断の電子化（車両自己診断装置：On Board Diagnostics やエンジンアナラ

イザー）への対応 

 運転手の運転マナーと安全作業、そして実際の収集ルート確認のため、ドライ

ブレコーダーを設置し、安全作業と正確な収集作業実施の推進を図る 

 GPS21搭載により、収集・輸送ルートの効率化検討・改善 

 故障事例、事故事例などの情報蓄積と傾向を把握し、故障・事故を未然に防ぐ 

 現在、インターネットの使用が制限されているので、新しい整備・診断技術情

報や、部品･製品のリコール情報入手のため、広範なインターネット情報の入

手を可能とする 

 現在、外国への電子メール送受信が制限されているため、外国メーカーへの問

い合わせや専門家との情報交換、勉強材料・改善情報入手依頼等のため、電子

メールの外国への送受信の自由化を促進する 

                                                        
21 Global Positioning System: 全地球測位システム 
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(3) 車両整備の能力向上 

 本支援業務では、電気・油圧シーケンス図の読み方、各種の診断技術能力向上活動を行

い、一定の成果を得た。しかしながら近い将来に、架装部やエンジンの自動化や低公害化

が進み、ますます新しい技術を学ぶ必要があることから、以下を提言する。 

 新車の導入時には、メーカーの専門家から十分に技術研修を受けるとともに、点検

整備に必要な機材を要求して納入してもらう。そのため、車両調達の際には上位機

関に整備に係るノウハウ等のソフトサービスの提供も必要であることを要請すべき

である。 

 メーカーには、西語でのわかりやすいメンテナンスマニュアルの提出を求める。 

 本支援活動で、整備員個人の技術能力は向上したが、今後も離職や異動があるた

め、UPPH は組織としての能力向上を目指す必要がある。そのためには、DPSC か

UPPH に技術研修を目的とした技術部門の設置が望まれる。また、教育指導を目的

とした“職場就業マニュアル”に類するものを作成することが必要である。 

 

(4) 収集車両数の確保 

 物品や機材の確保が困難なキューバにおいて、DPSC は収集車両の確保に努力している

のは認めるが、一般廃棄物や建築廃材が増量している状況で、車両整備能力向上のみでは

適正なごみ収集・輸送は達成できないため、以下を提言する。 

 適正な収集車両数の確保を上位機関に説明するため、各種の検討を行う。 

 ハバナ市交通公社の 5 か年計画が非常に役立つと思われるので、これを参考に以下

を検討する 

 収集車両の寿命を設定し、整備能力を向上させる 

 一定の時期に大規模整備を行い、車両の寿命を延ばす。ただしコスト比較を行

い、新車を購入するか、大規模整備を行うかを判断する 

 できるだけ同じメーカー・型式の車両導入により、パーツの種類を少なくし、

必要なパーツを入手しやすくする 

 収集車両に損傷を与える処分場のアクセス路の改善を至急に行う 

 上記の検討や努力を行ったうえで、各種のデータや数字を使った予算計画書を

作成し、新車購入の必要性を上位機関に説明する 

 

(5) 工作機械・整備機械類のメンテナンス 

 前回技プロで設置した工作機械、整備機材や圧縮空気システムが損傷し、十分な機能が

発揮できない状況になっているため、以下を提言する。 

 工作機械等のリハビリテーションにはメーカー等の専門家の診断と整備が必要であ

る。そのためには、専門家に現状を点検してもらい、必要部品等を準備したうえで

整備・修理することを検討してもらいたい。 

 全ての損傷した機材の状況、損傷した理由を洗い出し、これ以上の損傷を起こさな
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い努力が必要である。そのためには専門家への要請が望ましい。 

 特に電気の専門家を招聘し、上記の点検や対策の助言を得ることが望ましい。 

 工作機械や整備機材の担当責任者を決め、担当者への継続的な研修が必要である 

 必要な整備機材、消耗品の確保の努力を行う必要がある。以下に例を挙げる。 

 小型インパクトレンチや研磨機のようなエアーツールの充実と、エアーレギュ

レーター等の圧縮空気システム構成部材。 

エアーツールを充実させると、整備時間の大幅な短縮が可能となる 

 旋盤、フライス盤、鋸盤、直立ボール盤に必要な刃・ドリル類 

 電気溶接器本体と、TIG 溶接器の消耗品 

 高圧洗車機 

 タイヤチェンジャー 

 

(6) 安全衛生研修と労働環境改善運動 

 ごみ収集作業や車両整備時に、人身事故や怪我が発生しており、職場も清潔ではない。

また、機材の取扱いが丁寧に行われていない。 

 最近の事故やインシデント例を集め、リスクを無くす対策を立案し、それを関係者

に情報共有する。 

 安全パトロールを実施し、リスクを最小化する案を立案して、対策を実施する。 

 掃除に必要な水道、ほうき、ウエス等を準備し、清掃する習慣を身に付ける。 

 運転手を対象に、安全衛生研修と、パンク修理等の整備研修を充実させる。 

 

4.3.2 CAP・国の組織への提言 

(1) 最終処分場搬入路の整備 

 ごみ収集車両の故障原因の多くは悪路によるもので、特に雨天時の最終処分場の搬入路

でのパンクや車両下部のダメージが頻発していることから、最終処分場搬入路の整備が急

がれる。 

 2019 年にはノンプロ無償で日本車が導入されることもあり、これらの車両を適切に稼働

させ、車両の寿命を延ばすためにも、早急な搬入路の整備が不可欠である。 

 

(2) 物品調達と機材整備の改善 

 キューバ独自の事情により物品の調達には制限があるが、自治体側及び国側ともに可能

な改善を行い、ごみ収集サービスを含む市民サービス向上を目指す必要がある。 

 物品の調達に関して、収集車両の自動化・電子化が進むと電子パーツの種類が増え、輸

入品目が増え、調達ルートも複雑となるため、車両を購入する場合は、将来の部品調達を

考慮し、可能な限り同一車種にするなり、作業は簡単だがパーツの多い自動式車両を選ぶ

か、作業量は増えるがパーツが少ない手動式車両を選ぶか、十分な検討が必要である。 

 一方、日本車の導入計画があることから、現在、Transimport 社が日本からの調達ルート

がないのは差し迫った課題である。ぜひ、早急に日本からの調達ルートを確保することが
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望まれる。 

 Transimport 社が全国の自治体の物品調達を担当する体制では、膨大な物品の種類や数量

を一時期に取り扱うため、正確で迅速な調達を行うことは困難と思われる。UPPH をはじ

め自治体では在庫管理の電子化が進みつつあるので、自治体と事業者間での物品の融通も

含めた、物品の調達体制の改善が強く望まれる。 

 また、工作機械や車両整備機材はいろいろな事業所が保有し稼動しているが、今の体制

では、UPPH は整備機材の整備や技術指導を、他の事業所に依頼できないという弊害があ

る。このような制限はぜひ撤廃していただき、同業他社間での情報交換、技術指導、機材

の故障修理や整備を行えるよう検討願いたい。 

 

4.3.3 日本の支援に関連する提言 

(1) ノンプロ無償への提案 

 ノンプロ無償によるごみ収集車両の供与案件情報を得たので、関係者に下記のような提

案を行った。 

 積載容量は大きい方が収集効率が良いものの、収集ルートである道路幅などを踏ま

えて決めること 

 建設廃材が増加していることから、それらの種類や特徴を踏まえた機材の選定に配

慮すること 

 収集機材のみでなく、洗車機等の整備機材も重要であること 

 同じ車種に統一する方が、パーツの種類が減り、部品輸入が困難なキューバでは効

果的であること 

 道路状況が悪く、パンクやシャーシ下部の破損が多いことを勘案し、足回りに関す

る必要パーツの選定 

 十分なメンテナンス研修を受けるとともに、トラブルが起こった場合のバックアッ

プ体制の確保（問い合わせ先、故障対応、部品調達ルート確保など） 

 西語のメンテナンスマニュアルの提供 

 メンテナンスが軽易な架装部制御仕様の選定 

 

 さらにノンプロ無償による日本車を受け入れるに際して、以下の準備が必要である。 

 配車計画と整備機材の充実 

UPPH 中央車両整備場のみならず、ごみ収集輸送の総合効率を考慮して、適切に

Municipo（区）にも配車する。 

 各車庫には最低限必要は整備機材を準備して設置する。 

 

(2) 日本からの支援 

 今回の支援業務において、C/P や担当者は在庫管理や車両履歴簿などの電子化の基礎が

理解でき、パッカー車の電気・油圧の技術知識が習得できた。しかし、未だ UPPH では電

子化システムが完成しておらず、ごみ収集車両も今後新しくなっていくため、さらに継続
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的な技術支援が望ましい。 

 今回の支援業務では渡航期間が 1 ヶ月と短く、次の渡航までに約 6 ヶ月と EEJ 不在期間

が長かったため、効率的な技術支援が困難であったことから、長期の専門家派遣が望まし

い。 

 派遣時期は、前述のノンプロ無償で日本車が納入される時期、及び UPPH で Versat 

Sarasola システムが構築される時期が望ましい。時期の確定はできないが、2019 年春以降

と推定される。そして、支援内容は以下が望ましい。 

 パッカー車の整備能力向上 

 ノンプロ無償で供与される日本製パッカー車の予防整備 

 UPPH 中央整備場の整備機材の復旧と増強 

 Municipo（区）への配車計画と車両整備能力増強 

 DPSC・UPPH に整備技術を蓄積する部署の創設支援 

 安全衛生活動の支援 

 在庫管理と車両履歴の電子化活用能力向上 

 棚卸の迅速化、発注表作成など 

 在庫場所のレイアウト設計 

 予算・配分計画の適正化 

 適正な廃棄物管理の計画とそれに基づく事業実施 

 事業組織の見直し 

 新処分場、中継施設を含むマスタープランの見直し 

 新規最終処分場の計画・建設 

 

ただし、工作機械や整備機材の故障が進んでいることから、メーカーなどの専門家の派

遣による修理と、消耗品の確保が不可欠であり、整備機材の充実も必要である。 

さらに、ノンプロ無償でのパッカー車は Municipo（区）に配車されると思われるので、

その Municipo に最低限必要な整備機材の充実も必要である。 

 

 また、シニア海外ボランティアの派遣も考えられ、その活動内容は上記と同じく、(1)パ

ッカー車の整備、(2)電子化活用、(3)廃棄物管理である。なお、特に(1)パッカー車の整備

に関しては整備機材や消耗品の増強が必要である。 

 

―以上― 
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付属資料３：第二期アクションプラン 

 
 

Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun

B
B1.
B2. 機材の運転管理履歴簿の作成

B2-9 次年度以降の行動計画検討 計画

実施状況

B2-10 履歴情報入力継続 計画

実施状況

B2-11 計画

実施状況

B2-12 計画

実施状況

B3. 在庫管理体制の改善

B3-7 ソフトの検討（Excel→Versat→Excel） 計画

実施状況

B3-9 PC入力者の決定 計画

実施状況

B3-10 フォーマットの決定・記入 計画

実施状況

B3-12 PCデータ入力継続 計画

実施状況

B3-13 計画

実施状況

B4. 消耗品の予算計画作成（国への予算要求法の改善）
B4-3 予算計画作成改善法の検討 計画

実施状況

B4-5 履歴簿・在庫管理情報の活用法の研修 計画

実施状況

B4-6 実績調査 計画

実施状況

B4-7 予算計画策定での活用(試行） 計画

実施状況

B5. 管理改善ワークショップの開催  

B5-1 情報収集・準備 計画

実施状況

B5-2 内容検討（プログラム、会場、参加者等） 計画

実施状況

B5-3 ロジ手配（招待状発送など） 計画

実施状況

B5-4 W/S開催 計画

実施状況

B5-5 結果の取り纏めと活用法の検討 計画

実施状況

C. 車両整備技術の強化と予防保全の実施

C1. 定期点検項目と診断要領案の作成・実施

C1-8 始業前点検要綱の充実（研修、実施、記録） 計画

実施状況

C2. 不具合前兆診断技術

C2-3 点検機材を使った診断方法の研修（ビデオ教材） 計画

実施状況

C3. 予防整備実施案の作成と実施
C3-6 予防整備の継続実施 計画

実施状況

C4. 修理部品製作の促進
C4-5 整備機材の修理方法実施研修 計画

実施状況

C4-6 他整備場から機材維持管理法の情報入手と対策 計画

実施状況

C4-7 部品・治具等の製作 計画

実施状況

C5. 故障原因解明技術能力の向上
C5-1 計画

実施状況

C5-2 新車を対象に、電気回路の基礎研修の実施 計画

実施状況

C5-3 新車を対象に、油圧回路の基礎研修の実施 計画

実施状況

C5-5 技術研修の追加と継続 計画

実施状況

C6. 技術改善ワークショップの開催

C6-1 情報収集・準備 計画

実施状況

C6-2 内容検討（プログラム、会場、参加者等） 計画

実施状況

C6-3 ロジ手配（招待状発送など） 計画

実施状況

C6-4 W/S開催 計画

実施状況

C6-5 結果の取り纏めと活用法の検討 計画

実施状況
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(Hidraulico) /
Ramon de la

Torre
(Electricista)

Robelto / Félix
Utrera Sá

nchez

Robelto / Félix
Utrera Sá

nchez

Robelto/ Félix
Utrera Sá

nchez

Nelson /
Gilberto

2017

分析方法（予算計画に必要な主な抽出データの例）の
検討（及び練習）

分析方法（故障原因究明に必要な主な抽出データの
例）の検討（及び研修）

分析方法（予算計画に必要な抽出データの抽出）の検
討と練習

車両整備場の管理体制の改善

業務改善チームの結成

2015 2016

Enriquie
Garcia

Rodrigez

Liliana Bonora
Soto

Person in
Charge

付属資料３ 
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付属資料４：現状把握（第一年次） 

 

1. 当該国の地理 

 キューバ共和国（以下「キ国」）は、14 の県と 1 つの特別自治体（Isla de la Juventud）
によって成り立つ。ハバナ市は単独の行政区域としてハバナ県とは区分されていた。2011
年 1 月 1 日よりハバナ県はアルテミサ県とマヤベケ県に分割されたが、依然ハバナ市は県

に属しない形態を保っている（図 1-1）。なお、ハバナ市は図 1-2 の通り 15 の自治体によっ

て構成されている。UPPH 中央整備場とその周辺の位置関係を図 1-3 に示す。 

 
図 1-1 キューバ国地図 

出典：Saberia（http://www.saberia.com/mapas-del-mundo/cuba/mapa-politico/） 

 
図 1-2 ハバナ市地図 

出典：WIKIMEDIACOMMONS (https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Mapa_Habana.png) 

付属資料４ 
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図 1-3 UPPH 中央整備場周辺の位置関係 

出典：Google Earth 
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2. キ国における廃棄物管理分野の主な法制度 

 

  

発行年 名称 

1975 Promulgación de la Ley 1288 del reciclaje y su reglamento para la recuperación de 

materias primas, Desreto Ley No.3800 que la implememta. 

（リサイクルと再利用に関する法） 

1984 Decreto No.123 Infracciones contra el Ornato Público, la Higiene y otras para La 

Habana 

（ハバナ市の美化と衛生の反則） 

1987 Decreto No.99 Delitos contra la limpieza de la Ciudad. 

（市の美化に関する反則） 

1994 Resolución No.16 de las Regulaciones sobre la higiene y el ornato de la Ciudad de La 

Habana. Posteriormente, por primera vez se elaboran las normas cubanas, relacionadas 

a los RSU. 

（ハバナ市における衛生と景観に関する規則の第一回改定） 

1995 Decreto Ley No. 201:Contra el ormato público y la higiene comunal. La Habana. 

（ハバナ市における景観と公衆衛生に関する政令） 

1997 Ley 81 del Medio Ambiente. Capítulo II, Desechos Sóludos.  

（環境法 二章：固形廃棄物） 

2001 Decreto 272. Contravenciones. Ordenamiento Territorial y Urbanismo. Capítulo 

V_Artículo 18.  

（土地利用計画と都市化に関する政令） 

2002 Norma Cubana 133 RSU Almacenamiento, recolección y transportación y requisitos 

higiénicos sanitarios y ambientales. 

（衛生・環境面から保管、収集、運搬規則） 

2002 Norma Cubana 134 RSU Tratamiento y requisitos higiénicos sanitarios y ambientales. 

（衛生・環境面からの中間処理規則） 

2002 Norma Cubana 135 RSU Disposición final y requisitos higiénicos sanitarios y 

ambientales. 

（衛生・環境面からの最終処分規則） 
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3. 公共サービス部門における行政組織関係 

 ハバナ市における廃棄物管理部門を含む公共サービスを司る行政組織は、図 3-1 の関係に

ある。 

 
図 3-1 公共サービス部門の行政組織関係図 

 

本協力の C/P 機関である公共サービス局（以下「DPSC」）の組織図を図 1-2、DPSC 内の

衛生管理ユニット（以下「UPPH」）の組織図を図 1-3 に示す。 
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4. UPPH 中央車両整備場 

4-1 整備場の現状 

4-1-1 整備棟 

図 4-1 に UPPH 中央整備場の整備棟のレイアウトを示す。 

前回技プロでエアー配管が設置され、エアーツールが使用できるようになった。一方、点

検ピットや車両を揚げるピット内設置のジャッキ・リフトが無いため、車両の下回りの点

検・整備は車両の下にもぐり込まねばならず、時間がかかる上に危険を伴う作業となる。 

作業場所は、溶接、油圧、電気等と整備場所が分散した車両修理主体の配置となっている

ため、車両を移動することなく短時間に予防整備作業ができる配置を検討する必要がある。 

予防整備実施場所には、エアー配管、溶接電源とともに、部品洗浄用の水配管が設置され

ることが望ましい。さらに前述の点検ピット等の設置が実現できれば、さらに予防整備にか

ける時間の短縮が可能となる。 

【問題点】 

 整備棟に設置されているエアーレギュレータの破損が多く、取替えが必要である。

レギュレータがないと、エアーの圧力が一定にならず、エアーツールの破損につな

がる。 

 床がオイルで汚れている。 
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図 4-1 整備棟レイアウト
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4-1-2 油脂・タイヤ整備棟 

図 4-2 に UPPH 中央整備場の油脂・タイヤ整備棟のレイアウトを示す。 

ピットが設置されているが、中途半端な深さのためしゃがんで作業せねばならず、作業効

率が悪い。また、パンク修理場前の床はスロープとなっており、スロープ上で車両をジャッ

キアップする場合、外れて車体が落下する可能性があり非常に危険である。さらにリングリ

ムの飛び出し事故1防止対策が行われておらず、安全対策の検討・改善が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題点】 

 油脂で床が汚れ滑りやすい。（特にピット） 

 タイヤチェンジャー設置場所の屋根が破損しており、機材が雨水にさらされてい

る。 

4-1-3 その他 

 洗車場の排水施設の排水管の詰りにより、車両洗浄後の排水が場外に排出されず、

洗車場の背後に溜まっている。修理予算は UPPH にて確保済みとのため、今後の改

善に期待する。 

 洗車場の電気設備が取り外されている。車両洗浄ポンプの稼動には、電線を設置し

直す必要がある。 

                                                  
1 リングリムが正確に収まっていない状態で、タイヤに圧縮空気を入れると、リングリムが外れて飛び出し、重大事故

につながる。 

倉

庫
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図 4-2 油脂・タイヤ整備棟 
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4-2 UPPH 中央整備場の勤務体制 

ハバナ市では 24 時間体制で廃棄物の収集を行っていることから、UPPH 中央整備場も 24

時間体制で稼動している。一般廃棄物の収集を担うパッカー車の運転手は、2 交代制（日勤：

6:00-18:00、夜勤：18:00-翌 6:00）で 1 日おきの勤務だが、実際には運転手不足のために 24

時間連続勤務・1 日おきの出勤を余儀なくされている。一方整備員は、機械、溶接、電気、

パンク修理担当者は日勤と夜勤の 2 交代制・1 日おき勤務、24 時間体制で対応しており、そ

の他の担当者は日勤のみ・1 日おき勤務となっている。 

4-3 前回技プロ導入機材の状況 

 前回技プロにて導入した機材の 2016 年 1 月現在の状況と、その対応を以下に示す。 

機材名 問題点 対応 

旋盤  スクロールチャックのネジ部

破損、及び芯が出ない 

 芯押し台の破損 

 縦・横行き切換えノブの固着 

→要取替え 

 

→修理困難 

→オイルの取替えを指示 

洗車機  ポンプ本体の磨耗 

 

ポンプを携行し整備指導。キ

側で取替え済み 

グリスガン  磨耗・破損 携行、取扱い説明済み 

TIG 溶接機  消耗品不足 携行、取扱い説明済み 

タイヤチェンジ

ャー 

 モーター、制御回路故障 キ側で修理中 

コンプレッサー  電源回路不調 電磁接触器を携行して結線方

法指導、キ側で修理済み 

インジェクショ

ンポンプテスタ

ー 

 ホース劣化 

 電圧計不調 

→キ国側で取替済み 

→専門家のチェックが必要 

バッテリーチャ

ージャー 

 サイリスタ不調 サイリスタを携行。点検・修理

法を指導し取替え済み 

その他  消耗品在庫の枯渇（鋸盤の刃、

縦型ボール盤のドリル、フラ

イス盤の刃（チップ）） 

要対応 
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旋盤スクロールチャック不良 バッテリーチャージャー修理 

 

 

5. UPPH の廃棄物収集システム 

5-1 収集車両基地について 

 UPPH には、収集車を管理する部署：収集車両基地（Base de Colectores）が存在し、収集

車の配車、修理や整備の指示、運転手への研修などを行っている。 

5-2 収集車両の管理 

5-2-1 パッカー車の稼動状況（2016 年 1 月 27 日現在） 

 2016 年 1 月 27 日現在、UPPH では 68 台のパッカー車を保有している。そのうち実質的

に稼動可能状態にあるパッカー車は約半数の 31 台で、さらにそのうちの半数以上の 17 台

が修理中・若しくは修理を要する状態であった。 

パッカー車の稼動状況（2016 年 1 月 27 日現在） 

UPPH 保有パッカー車数 68 台  稼働可能台数／保有台数＝ 45.5% 

稼動可能パッカー車数 31 台  稼動中台数／稼働可能台数＝ 45.1% 

稼動中台数 14 台  稼働中台数／保有台数＝ 20.5% 

修理中2台数 17 台    

 

5-2-2 始業前点検 

 UPPH 中央整備場の収集車両基地では、運転手交代時に車両点検と連絡事項伝達のための

ミーティングを実施している。運転手は担当車両のタイヤ、オイル類、外観（衛生状態）を

チェックし、車両に異常があった場合は収集車両基地の整備管理責任者（Mecanizador）へ伝

達する。整備管理責任者は、その日の全車両の状態を記録にとり、収集車両基地責任者に報

告し、同責任者は整備が必要な車両には具体的な指示を出す手順となっている。 

                                                  
2 軽整備の修理車も含む 
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5-2-3 予防整備 

UPPH 中央車両整備場では、車両の走行距離により、予防整備（日本の車検に相当）を実

施している。以下に UPPH で実施している整備内容を記す。主な内容は点検と部品交換で

あり、日本の車検や定期点検整備の内容と照らし合わせて、その整備項目は妥当と言える。

しかしながら、車両不足からその実施は滞りがちであり、さらにその実施記録は残っていな

い。なお、UPPH 中央整備場では、収集車両以外の大型車の修理も実施するため、予防整備

内容はパッカー車に特化したものではなく、シャーシ部を対象としている。 

予防整備-1  実施のタイミング：走行距離 5,000km、 15,000km、25,000km、35,000km 

1 車両洗浄 

2 燃料供給システム （燃料フィルターの交換、燃料漏れのチェック） 

3 エンジン本体 （ベルトの状態・張力チェック） 

4 潤滑油 （オイルフィルターのクリーニングなど） 

5 冷却システム （ラジエーターホースのチェックなど） 

6 電気系及び燈火類 （電解液の比重・充電状態のチェック、光軸点検など） 

7 ステアリング （ハンドルの遊びのチェックなど） 

8 トランスミッション （クラッチペダルの遊びチェックなど 

9 ブレーキ （安全弁の調整と作動チェックなど） 

10 サスペンション及び車輪 （空気圧点検摩耗状況チェックなど） 

 

予防整備-2  実施のタイミング：走行距離 10,000km、20,000km、30,000km      

1 予防整備-1 の全ての作業 

2 燃料供給システム （パイプ及び接続の状態及び固定具合のチェックなど） 

3 エンジン本体 （エンジン吸排気バルブのチェック） 

4 潤滑油 （オイル及びオイルフィルターの交換、高圧パイプの締め具合チェック） 

5 冷却装置 （ファン及びウォーターポンプの固定チェックなど） 

6 電気及び燈火装置 （スターターモーターの作動チェックなど） 

7 ステアリング （パワーステアリングの油圧ポンプのフィルターチェックなど） 

8 トランスミッション （トランスミッションバーの締め付け度チェックなど） 

9 ブレーキシステム （コンプレッサーの作動・ブレーキベルトの磨耗チェックなど） 

10 サスペンション及び車輪 （留め具の締め具合チェックなど） 

 

予防整備-3  実施のタイミング：走行距離 40,000km     

1 予防整備-1 及び 2 の全ての作業 

2 燃料供給システム （シリンダーヘッドのねじの締め具合チェックなど） 

3 エンジン本体 （バルブの調整・噴射ノズルの点検など） 

4 潤滑油 （油圧チェック） 

5 冷却装置 （ラジエーターパネルの清掃） 
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6 電気系統 （オルタネーターの状態・スターターモーターのチェック） 

7 ステアリング （タイロットの状態と調整など） 

8 トランスミッション （エンジン軸の固定フランジの状態チェックなど） 

9 ブレーキ （ブレーキ室のピストン棒の往復運動チェックなど） 

10 サスペンション及び車輪 （前輪と後輪のベアリングの遊びのチェックなど） 

 

5-2-4 収集車の修理（UPPH 中央整備場直営） 

 車両に異常が発生した際、修理は基本的に UPPH 中央整備場内で対応をする。運転手が

不具合を発見してから、修理が完了するまでの流れを図 5-1 に示す。エンジンの積み替えや、

エンジン本体の整備など UPPH 中央整備場で対応できない故障については、次項 5-2-5 に述

べる外部の整備場へ対応を依頼する。 

 
図 5-1 UPPH 中央整備場における収集車の修理の流れ 

5-2-5 収集車の修理（外注） 

 UPPH 中央整備場で対応が難しい修理や整備については、主に以下の整備場へ外注される。 

整備場名 主な整備内容 

UPPH 中央車両整備場 油圧、架装部を含む車両整備 

Rocelló 社（国営企業） エンジンの積替え等の重整備 

Motor Central 社（国営企業） エンジン整備 

Cubana de Acero 社（国営企業） 板金 

 

①不備・故障発生
②報告 → ③受理

④ノートに記載
⑤修理指示書へ転記
⑥部品伝票へ転記

←

⑪受理

⑮受理
⑯修理

⑱受理 ← → ⑱受理

⑰修理完了後、処理
係と運輸車両責任者
のサインをもらう

運輸車両責任者

⑫部品コードを車種
別の伝票へ転記
⑬承認サイン後、修
理指示書と部品伝票
を運転手へ手交

運転手 収集車管理基地 整備

⑧修理伝票と部品伝
票を在庫倉庫担当者
へ手交

⑦修理指示書と部品
伝票を運転手へ手交

－－－－－－－－－→ ⑨必要部品のコード
を部品伝票に転記
し、運転手へ手交⑩修理指示書と部品

伝票を運輸車両責任
者へ提示

←－－－－－－－－－

⑭サイン入り伝票と
車両を修理担当者へ
手交

－－－－－－－－－－－－－－→

←－－－－－－－－－－－－－－

在庫倉庫

処理係

整備
－－－－－－－－－→
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5-2-6 配車 

 UPPH は、ハバナ市内の 15 の自治体の廃棄物を収集している。そのうち 5 つの自治体（La 

Lisa、Boyeros、La Habana del Este、Cotorro、San Miguel de Padrón）は、固有の収集車を保有

しているが、それだけでは全ての収集が賄えないため、UPPH から応援車両（パッカー車）

を配車されている。収集地区は、各自治体内の公共地区（Zona Comunal：日本の町内会に相

当）を単位としており、人口や面積による区分けではない。配車指示は、車両基地の担当者

から運転手へ当日口頭で伝えられる。 

管理基地 自治体名、その他 
収集地区数 

（公共地区） 
収集車数 

La Lisa La Lisa 3 1 

Boyeros Boyeros 2 2 

La Habana del Este La Habana del Este 6 4 

Cotorro Cotorro 2 1 

San Miguel de Padrón San Miguel de Padrón 3 2 

UPPH 中央整備場  

Playa 11 

パッカー車：

68 

 

Plaza 8 

Centro Habana 4 

Habana Vieja 4 

Cerro 5 

Marianao 4 

Arroyo Naranjo 2 

Guanabacoa 1 

Diez de Octubre 10 

Regla 2 

病院 2 

その他 2 

2016 年 1 月現在 

5-3 収集 

 ハバナ市では、一般廃棄物は地域に設置されたコンテナに随時投棄することができるス

テーション方式で収集している。収集作業は、パッカー車の後方に取り付けられたリフター

により、コンテナを回転させながら持ち上げ、中身をパッカー車に収納する。 

5-3-1 コンテナ 

 コンテナの形状とヒアリングによって判明した問題点を以下に記す。 
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容量：770 リットル 素材：プラスチック 形状：蓋・キャスター付き 

  

コンテナ外観 パッカー車による作業の様子 

【問題点】 

パッカー車は、リフターで持ち上げたコンテナを下ろす際、コンテナに余計な圧力をか

けてしまうため、プラスチック製のコンテナが傷みやすい。また、収集が遅れてごみが溢

れているコンテナを街中で頻繁に見かける。 

5-3-2 コンテナの配置と管理 

 コンテナの配置場所は、Empresa Geocuba（地理を専門とする国営企業）の協力を得て決

定した。今後も人口増加や市街地開発に伴い、随時改訂していく予定である。コンテナは

各自治体によって管理されている。以前は UPPH 中央整備場内の一角で修理を行っていた

が、そもそもプラスチック製なので、充分な修理は困難であった。なお、現在は中国から

購入しているコンテナをキ国内で製造すべく、2016 年は試験的に 4,000 台のコンテナの製

造を予定している。 

5-3-3 収集作業 

 ハバナ市内の一般廃棄物は、運転手 1 名と作業員 3 名が 1 台のパッカー車に乗り込み、

収集を行う。収集活動は、週 7 日・24 時間体制で行われている。1 回に運搬する量は平均

10 トン、1 回の勤務における平均トリップ数は 3 回で、輸送先となる主な最終処分場は、

Calle100 最終処分場である。未収集に関する市民からのクレーム（電話、訪問、投書な

ど）は、各自治体が受け付け、UPPH が対応している。 

昨今増加傾向にある建築廃材については、道路にはみ出た物は交通への影響を避けるた

めに重機を使って収集している。特に発生量の多い地域には、大型コンテナを設置してい

る。コンテナが一杯になると、アームロール車で空コンテナと交換する。 

5-4 医療系廃棄物について 

ハバナ市内の病院から発生する廃棄物のうち、一般ごみ（事務用品や、厨芥ごみなど）

は、UPPH のパッカー車が通常通り収集する。感染性廃棄物（注射針や血液の付いた脱脂

綿など）の専用収集車は無く、利用可能な収集車両が対応し、Calle100 最終処分場内の専

用区画に投棄している。手術などで切断した肢体などは、各病院が所有する専用車で公共
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墓地の一角にある管理型処分場に埋める。 

5-5 収集業務の課題 

 UPPH の廃棄物収集車両は 5-2-6 で述べた通り、その多くが稼動可能な状態ではないた

め、慢性的な車両不足に陥っている。そのため運転手は 24 時間体制で対応せざるを得ない

状態である。また、昨今は市内に新規建設や建て替え工事現場などが増加しており、建設

廃材への対応が急務である。さらに、運転手や作業員への研修の実施が充分ではない上

に、事故時・故障時マニュアル等も存在しない。 

 

6. 予算計画・要求・調達 

UPPH において車両や部品の予算計画から調達までの流れは以下のような仕組みとなっ

ている。なお、燃料は別途国からの配給によって賄われている。 

 収集車両・その他大型機材 収集車両の修理部品・機材の消耗品等 

担当部署 DPSC 開発投資部 UPPH 購買管理 

予算計画  予算は CUC（外貨変換可能キュ

ーバペソ）で計算され、CUP（キ

ューバペソ）で消化する 

 翌年の予算計画は、その前年の

3, 4 月頃に DPSC から CAP へ

提出される。CAP は関係機関か

らの予算計画を統括し、経済計

画省へ提出して承認を得る。 

 UPPH 内の各担当者は当年度の実

績を集計し、翌年度の予算計画を

立てる 

 UPPH 購買管理担当は、予算計画

を取りまとめ、DPSC へ提出する

（11 月頃） 

調達方法  購入が承認された大型物品は

DPSC から Transimport3へ発注

する 

 Transimport は、発注品のスペッ

クを確認しながら外国企業と

契約を締結する。なお、その際

の Transimport から先方への支

払い規定については非公開と

されている。 

 別途 DPSC と Transimport 間で

契約を締結し、支払い規定を決

定する。 

 新年度が始まって以降（1 月以

降）、予算は細分を予め決定され

た状態で承認され、執行が可能と

なる 

 決定された細分に沿って、

Transimport へ商品を発注する 

 Transimport 内で他の発注との調

整、納入業者との交渉の結果、納

品予定表が UPPH に届く 

 納品予定表の内容が発注内容と相

違ないか確認（往々にして異な

る） 

                                                  
3貿易海外投資省傘下の産業用自動車類とその部品の輸出入を担当する国営企業 
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 収集車両・その他大型機材 収集車両の修理部品・機材の消耗品等 

 物品の納品時期は未定（数回に分

割されて納品されることがある） 

課題 Transimport と外国企業との契約内

容（契約金額や関税など）が非公開

となっており、DPSC は Transimport

の請求額を支払う。 

UPPH が Transimport に機材を発注する

と、Transimport 内で他の注文と合算（ま

とめ買い）や優先度について調整が行

われる。そのため、注文した製品が注

文個数通りに納入されるとは限らな

い。これは UPPH 内で予算管理方法を

見直しても、防ぐことが困難な点であ

る。 

その他 長期的な調達計画は、以前 JICA プ

ロジェクトで作成した改訂版 M/P

を現在も活用している。 

Transimport 内には、専門性を備えたパ

ッカー車の担当者が在籍しており、部

品の調達手配を行っている。 

 

 

 

7. UPPH における情報管理 

7-1 UPPH 内の最近の動向 

 キ国の政府機関の予算管理には、政府の定める共通のフォーマット（アプリケーション

名：Versat Sarasola、ライセンス：Desoft 社）が存在する。UPPH においても Versat Sarasola

の導入準備が進められており、現在 Desoft 社（IT を専門とする国営企業）が、UPPH の業

務に対応できるようにカスタマイズを行っている。Versat Salasola は、人事、管財、光熱費

管理など、会計管理視点のアプリケーションである。なお、UPPH には今後随時パソコンを

導入する計画で、場内はイントラネット（無線）で接続される予定である。 

7-2 キ国における情報管理の課題 

パソコン（オペレーティングシステムやオフィスソフトを含む）は、アメリカによる経済

制裁の対象品目の一つであり、キ国内に正規品の販売ルートはない。このため現在、キ国内

で使用されている Windows 等の PC は、海外で販売/登録されたものが殆どであると推察さ

れる。また、C/P 機関のインターネット環境の整備は遅れており、アップデート等は困難と

思われる。 
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8. 訪問記録 

日本人専門家は、以下の関係機関の視察を行った。 

8-1 最終処分場（Calle100） 

訪問日 2015 年 10 月 28 日（水）午前 

訪問者 砥川、岡本、菅原（通訳） 

訪問目的 最終処分場の視察 

【視察メモ】 

 トラックスケールは 2 台設置されているが、1 台は故障中。搬入時と退場時に計量

を実施。数台～10 数台のトラックが計量待ち。 

 処分場内は途中まで舗装されているが、それ以降は未舗装。舗装されている部分の

み側溝も整備されている。 

 概ね覆土されており、ごみが露出しているのは収集車がごみをダンプする周辺の

み。 

 ウエイストピッカーが 10~20 名程度、有価物を回収している。 

 現場担当者によると、2、3 日雨が続くと搬入道路がぬかるみ、車の故障が増加す

る。 

  

処分場の搬入道路 処分場のごみダンプ地点 

 

8-2 Roselló 社 

訪問日 2015 年 11 月 2 日（月）午前 

訪問者 砥川、岡本、熊谷、菅原（通訳） 

訪問目的 整備場の視察、整備内容、業務管理システムの確認 

【視察メモ】 

 UPPH から車で約 15 分の近距離にある重整備（ボディやエンジンをシャーシから

下ろしての作業など）の実施可能な整備工場。 

 大型車 3 台の整備が可能な広さを有す（但し、ヤードには修理待ちや廃車の数十台

がストックされている）。 

 部品倉庫には、援助機関からの支援により作成された発注書作成システム（エクセ
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ル 2003）が導入されている。 

  

会社説明の様子 整備場の様子 

 

8-3 Desoft 社 

訪問日 2016 年 1 月 27 日（水）午前 

訪問者 岡本、熊谷 

訪問目的 Versat Sarasola の活用の可能性についてヒアリング 

【訪問メモ】 

 Versat Sarasola に入力されたデータは CSV ファイルとしてエクセル（.xls）へのエ

キスポートが可能であるが、データを活用するためには加工する必要がある 

 Win7-32 ビット版のみ対応、Win10 は非対応 

 ユーザー制限機能有 

 取り扱うデータは、コード、日付、内容、単価など、UPPH 中央車両整備場倉庫で

使う内容とほぼ同様。ただし、会計視点のアプリケーションのため、倉庫での在庫

管理目的での流用には向いていない。 

 

8-4 UPPH 収集作業開始前ミーティング 

訪問日 2016 年 1 月 28 日（木）18 時～ 

訪問者 砥川、熊谷、菅原（通訳） 

訪問目的 始業前点検の視察 

【視察メモ】 

収集作業開始前ミーティングでは、運転手が各担当車両の点検を行った後に、点呼、配車、

連絡事項が収集車両基地の責任者から運転手へ伝えられた。 

運転手による車両点検は以下の通りであった。 

 運転手が主体となり点検を実施し、その結果を整備管理責任者（Mecanizador）に報

告する。 

 整備管理責任者は、収集車両基地責任者に点検結果を報告する。 

 収集車両基地責任者は修理が必要な場合、修理依頼書を書く。 

 点検内容は、タイヤ、油、衛生状態の 3 項目で、詳細な点検項目は無い。 
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 点検用紙、記録簿など決まった様式は無く、前述の修理依頼書のみである。 

 

 

 

始業前点検の様子 ミーティングの様子 
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付属資料５：関連４事業所視察記録 

(1) Oleohidraulica Cienfuegos (油圧部品製造所) 

訪問先 Oleohidraulica Cienfuegos 油圧部品製造所 
訪問日時 2016 年 6 月 27 日 11:30am～ 
訪問者 岡本、砥川、菅原通訳 
同行者 Enrique, Roland Saltura 
応対者 Jesus Pena (sub-director Tecnico) 

 
【説明と質疑】 
Oleohidraulica についてプレゼンテーション資料に基づき以下の説明を受けた。 
・ 1962 年設立、当初は単気筒の列車用エンジン製作工場として稼動。東欧の特許を米

国が取得したため、エンジン製作から撤退。以降、43 年間、油圧関係の製作所として

稼動 
・ 油圧のシリンダーやジャッキ等様々な製品を製作。修理やメンテナンスのサービス部

門も有している。今後、ハバナにも油圧ホース等を取り扱うサービス部門を設立する

予定 
・ 192 名のスタッフがおり、シリンダー、ホース、サービスの三部門がある 
・ スペイン製の部品を組み立て油圧アーム等も製作している。主に林業や砂糖農業向け 
・ 現在は、国内向けであるが、余力が出れば輸出もしたい。主な取引先は、農業省と砂

糖省 
・ 油圧シリンダーは 2m まで製作可能。今後 4m まで製作できる旋盤を導入予定 

4m のシリンダーを製作することが出来るようになれば、需要の 9 割までカバーする

事が出来るようになる 
・ ベルト類とベアリング類以外は、修理部品を製作することが可能 
・ ホースのゴム部分は輸入している（輸入元は中国） 
・ 旋盤は現在 4 台、年末までに 3 台追加予定、フライス盤は 2 台所有 
・ 旧式の工作機械は旧ソ連側諸国製であるが、新規工作機械はスペイン製と中国製。中

国製（導入予定）が多くなってきている。10 年間のメンテナンスを含む契約となる 
・ 現在、油圧シールが問題となっている。また、今後、作動油のリサイクルにも取組ん

でいきたい（2017 年以降） 
・ 生産能力としては、中位のシリンダーで 72,000 個/年、ホース 206,400 個/年 
・ 工作機械が雑多なため、メーカー（製造国）を絞り込みたい 
・ ホースのかしめ部分のみを納入している取引先もある 
・ UPPH とは、使用ホースの情報を共有しており、注文があれば特定のホースを供給す

る 
・ 従業員は 3 交代勤務で 24 時間体制、その他は 8 時間勤務 

付属資料５ 
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・ 工場内オフィスと CAD、総務の事務所とはイントラネットで繋がっている 
・ 資材、消耗品の納入は年 2 回 
・ 50 年以上前のチェコ製の旋盤を使用している。ベテランの旋盤工が旋盤の修理部品

も自ら製作している 
・ 歩合制（工員は生産量と返品量による。事務員は販売量による歩合制） 
・ 同行者より JICA プロジェクトに Seal の改善を組み込む事ができるか質問があった。

JICA プロジェクトのスコープや案件形成について概略説明した。 
・ 床面に広がった油脂によるスリップ事故を防止すべく、床対策（塗装）を計画中、一

部で既に実施済み 
 
【感想】 
・ 完璧ではないが、比較的整理整頓が出来ている 
・ 床が油脂で汚れている（UPPH 中央車両整備場ほどではない）、水分があるところで

は特に滑りやすい 
・ 天窓からの十分な明かりが取れており、工場内は明るい 
・ くわえタバコをしながら油圧ホースを製作しているなど、改善点はある 
・ 床にもゴミが少々散らかっている 
・ 工員の士気は高そう 
・ 入ったばかりという資材は、少ないように見受けられる 
・ 使われていないスペースの活用が改善されれば、効率の良い工場となる 
・ 新規機材を導入する事により、供給の安定化を図る計画だが、資材の安定供給につい

てはどうするのか、販売先の確保はどうするのかが課題と思われる 
・ 旧式の工作機械（旋盤等）の状態は、良好のように見受けられる。ハバナ市中央車両

整備場との連携が望まれる 
・ 但し、縦割りの壁を乗り越える事が必要 

 
【シエンフエゴス市内の印象】 
・ シエンフエゴスの町並みにゴミは殆ど見受けられない。 
・ 戸別収集を毎日実施しているとの事。当然収集コンテナは見当たらず。路上にはごみ

収集スタッフが何人か見受けられた。とにかく綺麗。例外は、高速道路脇にポイ捨て

ごみが少々目についた。 
 

【まとめ】 
Oleohidraulica 油圧機器製造工場（シエンフエゴス）は油圧機材を製造している。現在

2m までのシリンダーを製作できるが、今年末までに導入予定の大型旋盤により、4m まで

の油圧シリンダーを制作可能になる予定。歩合制の導入により、スタッフの士気が高く、ハ

バナ市中央整備場との連携の可能性が高い印象を受けるが、縦割り行政の壁を取り払う必

要がある。 
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【写真】 

  

空きスペースに新規機械を設置予定 天窓により明るい工場内 

 
CNC 旋盤 ほぼ枠線内に収められている 

  
長物旋盤（2m のシリンダ） 油圧ホース部門 

  
切断前の中国製ホース かしめ中（くわえタバコ） 
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完成した油圧ホース 油圧ホースの試験機 

  
資材ヤード Sub-director と 

  
シエンフエゴス市内に設置してあるゴミ箱 シエンフエゴス市内 

 
 
(2) EMTA (鉄鋼公社) 

訪問先 EMTA （鉄鋼公社） 
訪問日時 2016 年 6 月 28 日 9:00am～ 
訪問者 岡本、砥川、菅原通訳 
同行者 Enrique, Roland Saltura 
応対者 Ing. Francisco Madan Gomez (Director UEB) 

 

【説明と質疑】 

・ 1898 年に設立された 

・ 会社の規模は 166 人、7:30~17:00 の稼動 

・ 修理に関する部品の生産を行っている。古い設備で頑張っている 

・ 鋼鉄製のタンクや廃棄物のコンテナを作っている。コンテナは昨年から製造を始めた 
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・ サトウキビの輸送車（箱）も製作している 

・ ごみ収集車では架装部を製造しようとしており、UPPH とも協力している 

 

【感想】 

・ 安全帽（ヘルメット）を配布されるなど、安全面には配慮がある 

・ 相当古い機材を丁寧に使っている様子が伝わる 

・ 中国製のコンテナは1.4mm厚だが、4mm厚の鉄板に張り替えるなど改善が見られる。

4mm の根拠は、EMTA のエンジニアが算出した 

・ 此処であれば、架装部の修理（主に溶接）は十分可能 

 

【まとめ】 

ハバナ市内にある EMTA （鉄鋼公社）の鉄工所は、旧式の機械を駆使しており、昨年から

はごみ収集車の架装部の修理を手がけている。中国車に採用されている 1.4mm 厚の鉄板は

薄すぎるため、4mm 厚の鉄板への変更や、収集容器を持ち上げるアームの改善など、独自

の改善を実施している。 

 

【写真】 

  

工場内 1800 年製の鉄板切断機 

  

架装（ゲート部分）の製作部品と治具 米国製旋盤（革命前に導入） 
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製作中のコンテナ 修理中のテールゲート部 

 

 

テールゲートのカスタマイズ化（検討中）  

 

 

(3) ハバナ市内自動車整備会社 

訪問先 ハバナ市内自動車整備会社 
訪問日時 2016 年 6 月 28 日 10:00am～ 
訪問者 岡本、砥川、菅原通訳 
同行者 Enrique, Roland Saltura 
応対者 Ing. Francisco Madan Gomez (Director UEB) 

 

【説明と質疑】 

・ 1993 年設立、2014 年公社化 

・ 8 つのユニットがあり、全国展開している。工場も全国にある。スタッフ数は 1,400 人

ほど。修理台数は年間 1,300 台ほど 

・ ISO9001: 2008（品質マネジメント）を取得 

・ エンジンの載せ換え修理を行っている。ハバナ市内は Rossello、それ以外は EISA が

担当している。特に Santiago De Cuba には大きな工場がある 

・ Dong Feng、Howo に関して、特に新しい車両の整備マニュアルが不足している 

・ 取り扱う車両としてはロシア製のダンプトラックが最も多い。ガソリンエンジンから

ディーゼルエンジンへの換装を行っている 

・ 部品供給公社は、Transimporte と DIVEP（物品の種類によって使い分け）。他に BK 

Import がある、DIVEP と BKimport は産業省傘下である。 
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【感想】 

・ 綺麗に整理整頓されているが、整備員がおらず、作業に取り掛かっている車両がほん

の僅かであった 

・ エンジンの換装を行っており、エンジンそのものの修理は限定的な模様 

・ ハバナ市では Rosello のほうが、規模が大きいと思われる 

・ 古いキャビンや車体が室内（倉庫内）に整然と並んでおり、部品取りとしては良い条

件である。（風雨にさらされていないため） 

・ ISO9001 取得は評価できるか疑問 

・ 年間修理台数が 1,300 台に上るというが、ハバナの支店は見た限りでは活動量が少な

い 

 

【まとめ】 

自動車整備会社（ハバナ市内）は、自動車整備全般を実施している公社。但し、現状は、

ロシア製トラックのエンジン換装が主な業務となっている模様で、活気が無い。 

 

【写真】 

  

小型車の整備場（整備員の姿が見えない） 大型車の整備場（整備員が見られない） 

  

整備歴 40 数年の熟練工によるソ連製車両

の整備 

車両の保存状態は、室内なので良好 
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(4) ハバナ市内牽引車両製造公社 

訪問先 ハバナ市内牽引車両製造公社 
訪問日時 2016 年 6 月 28 日 11:00am～ 
訪問者 岡本、砥川、菅原通訳 
同行者 Enrique, Roland Saltura 
応対者 Ing. Francisco Madan Gomez (Director UEB) 

 

【説明・質疑】 

・ 1950 年に設立。ユニットが 2 つある 

・ スタッフは 268 人。技術者の異動は少なく、高い技術力を維持できている 

・ 様々な牽引車両を製作している 

・ 産業展にも出品していた 

・ ごみ収集に関連しては以下の通り 

 セミコンパクター車を製作してテスト中。（収集と処分場でのゴミ排出のビデオ

あり） 

 トラクターに牽引させ、かきこみの動力もトラクターから得る 

 容量は 22m3 まで、価格は 2,500 - 30,000 ドル程度 

 パッカー車：スペインの設計、部品により、キューバ国内で組み立て、その際に

若干の仕様変更を行い、テールゲート部は手動操作を採用。2018 年からの出荷を

目指している。容量はいくつかの種類がある。 

 

【感想】 

・ 非常に活動的。企業として力があり、いろいろなものを試している 

・ 溶接はうまく行われておらず、恐らく溶接器が古くて機能が十分でないためと思われ

る 

・ ゲート鋼板のバリ取りは不十分で、整備用資機材不足に苦しんでいる様子が伺われる 

・ 一方、総アルミニウム製の荷台(4 万 - 4.5 万ドル)を製作するなど、野心的な取組みが

見られる 

・ セミコンパクターは、背が高くて容量がある。テールゲートのかきこみ速度が遅い。

動力がトラクターと連携しているので、1 ロード３時間くらい掛かる模様（定位置に

よるゴミかきこみ作業での予想時間） 

・ アイディアとして良いし、キューバの実状にもあっているものと思われるが、収集運

搬計画との整合が必要である 

 

【まとめ】 

牽引車両製造公社（ハバナ市内）は様々な牽引車両を製造している。産業展にも出品して

いる、キューバ製パッカー車の製造公社である。パッカー車はスペイン製の設計・部品を用

いているが、セミ･コンパクター車と呼ばれる牽引式ごみ収集車両は 100%キューバ製で、
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トラクターでの牽引を想定している。キューバの事情に合ったものであるが、ごみ収集速度

の遅く、現在のごみ収集計画や車両調達計画と整合しない。資機材不足の苦労が伺えるが、

非常に活気があり、高い可能性を秘めているように思われる。 

 

【写真】 

  

工場入り口 セミコンパクター車と総アルミ荷台（砂糖

黍） 

  

セミコンパクター車側面（国内生産品） 油圧部分 

  

アームロール用コンテナ 鉄板は 4mm 厚（粒は溶接跡） 

  

ゴミ容器取り付け部分（苦労が見える） Director と記念撮影 
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付属資料６：第二年次ワークショップ発表資料 

(1) ハバナ市廃棄物管理への技術支援 経験と挑戦：JICA 吉田専門員 

 

 

 

 

付属資料６ 
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(2) 廃棄物収集車の予防保全活動：JICA 専門家 平賀 
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(3) ハバナ市廃棄物管理の改善提案：UPPH 局長 María Teresa Reyes Rodríguez 
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(4) 中央整備場の部品管理の提案：UPPH 購買部副部長 Liliana Bonora Soto 
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(5) ハバナ市廃棄物収集車両整備能力向上プロジェクト：運輸担当技術者 A 

Enrique M. García Rodríguez 
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付属資料７：第三年次ワークショップ発表資料 

 
(1) ハバナ市の公共交通：ハバナ市交通公社 
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(2) UPPH の在庫管理と予算計画：UPPH 経理課 
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(3) UPPH の車両整備（技術）：UPPH 整備技術者 
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(4) 三年間の支援活動を終えて：日本人専門家 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(242)



キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

A-113 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(243)



キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

A-114 
 

 
 

 
 
 
 
  

(244)



キューバ国ハバナ市廃棄物収集車両 JICA 
整備能力向上支援業務 株式会社 エックス都市研究所 

A-115 
 

 
 
付属資料８：C5.故障原因解明技術能力向上活動の電気回路研修資料 

中国製パッカー車電気回路図（全 14 パターン） 
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付属資料９：C5.故障原因解明技術能力向上活動の油圧回路研修資料 

中国製パッカー車油圧回路図（全 12 パターン） 
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付属資料１０：C5 故障原因解明技術能力向上の油圧・電気試験問題・回答・解説 

 
(1) 油圧試験問題・回答・解説 
１．下記の文章で正しいものには〇を、間違いには×を空欄に記入せよ 
・ クッチージャのレコヒダ側,油圧回路に設置されるメインリリーフ（１６MPa)より設定

圧力の高いリリーフバルブ（２５MPa）は、ポルタクッチージャの下降及び上昇時のク

ッチージャ先端に掛るごみの反力から油圧回路を保護するためのものである。 
    〇  

・ インプルソールの自動後退作動の目的は、ごみを圧縮しながら均等に積み込み積載効率

を高めるものである。 
                            〇  

・ 各油圧シリンダーの油圧回路上にあるリリーフバルブの目的は、ホース、シリンダー、

配管、を高圧による、負荷から保護するものである。 
              〇  

・ 油圧ソレノイドバルブは電磁コイルを励磁しコアを磁力によりスプールを移動させ、油

路を切り替えることにより、各アクチュエーターを作動させている。 
      〇  

・ 油圧機器の利点は、倍力作用、調速が容易、機器の配置が容易、防錆効果、冷却効果摩

擦の低減、油の非圧縮性による高圧破裂時の爆発的膨張がない等である。 
   〇  

                          配点３点×５ １５点 
 
２．下図は油圧ギアーポンプですが矢印の方向に油を送りたいとき、左の歯車は時計回

り・反時計回りのいずれに回転させればよいでしょうか 配点１０点 

                         ２  

１、時計回り  ２、反時計回り 
 
【解説】 
ギアーポンプはポンプケースと歯車の谷間で構成される空間の移動により、油の流れを発

生させています。 
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３．下図は油圧の複動シリンダーですが、同じ油圧を掛けた場合、ピストンは左右どちら

に動くでしょうか？ 
                            配点１０点

 
                                    ２  
 
１、右側  ２、左側 
 
【解説】 
ピストンを作動させる力に対する有効面積を見ると、A 室側はピストンの断面積であるの

に対して、B 室側はピストンの断面積からシリンダーシャフトの断面積を引いたものとな

るため、A 室側の方が力が強くなりピストンは左に動きます 
 
 
４．下記の図で右のシリンダーに掛る力は何 N か       配２０点 

       100N  
 
【解説】 
密閉された液体に係る力（単位面積当たり）は同じである為、A 側に発生する圧力は１０N/
㎠である。B 側のピストン断面積が１０㎠であるため、B 側ピストンを押し上げる力は１

０×１０=１００で １００N となります。 
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５．下記の図のシリンダーの名称を下から番号を選んで記入せよ 
                              配点１０点 

       ３   
選択欄 
１、Tipo de simple efecto 
２、Tipo de doble efecto 
３、Tipo de efecto específico(tipo telescópico) 
 
 
６．下記の図は一般的な油圧機構です。操作レバーを右に動かすとシリンダーのピストンは

左右どちらに動きますか。下から選んで番号を記入せよ。 
                        配点２０点 

 
                               1   
選択欄 
１．右側  ２．左側 
 
【解説】 
図のように油の通路が出来るためピストンは右に動く 
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７・下記の図は各種油圧バルブを表しています。名称を下から選んで記入せよ 
                        配点５×３  １５点 

              ３   

 

              ４   

 

             ２   

選択欄 
１．Válvula reductora de presión 
２．Válvula de deshago(válvula de seguridad) 
３．Válvula de retención 
４．Válvula  de derivación electromagnética 
５．Válvula de secuencia 
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８．下記は中国製パッカー車の油圧回路です。作動行程名を下から選んで記入せよ 
                                                   配点１０点 

  ４   

 
１．Carga y rotación inversa 
２．Carga y recogida 
３．Ascenso de contenedor 
４．Carga, ascenso y retorno automático 
５．Toma de fuerza en caso de rotación sin carga 
 
【解説】 
ポルタクッチージャシリンダーの B 室側に油圧がかかっている状況から、ポルタクッチー

ジャ上昇行程であることが分かります。 
 この時クッチージャ先端に、ごみの反力が設定以上発生すると、保護の為２５Mp のリリ

ーフバルブが開きます。 
 又、ポルタクッチージャシリンダーの B 室側に１２Mp 以上の油圧がかかると自動後退 

バルブが働き、インプルソールシリンダーが後退します。 
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(2) 電気試験問題・回答・解説 

１．1.5V の乾電池で電球を点灯させる回路の各部を電圧計で測定しています。 
  テスターの指示値を記入しなさい     配点 ５点 × ４  ２０点

 
【解説】  

アース側にスイッチを設けた場合、スイッチが開き導通がない状況では、負荷（電球）

のアース側に電位差が 1.5V を表示し、スイッチを閉じ導通させるとアース側と同電

位となるため０V の表示となる。 
 
２．リレーの接点名を右から選び←で結びなさい  配点 ５点×４  ２０点 
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３．各回路の名称を下から選んで番号を記入しなさい  配点 ４点×５  ２０点 
 

     ５    

     ３    

     ２    

     ４     

    １     

選考欄 
   １―自己保持回路   ２－AND 回路   ３―NC 接回路 
 
   ４－OR 回路   ５―NO 回路   ６－ワンショット回路 
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４．合成抵抗を求めなさい            配点 ５点×２  １０点 

      
 
５. デジタルマルチテスター使用法の内、電圧と抵抗の測定方法について、空欄に正しいも

のを下記から選んで番号を記入しなさい 配点 ５点×４  ２０点 
 
 
 
 
 
【電圧測定】 
 ファンクションスイッチで、 ２ か DCV のいずれかを選びテストリード赤を＋ 

黒を３にあてる。 
 直流測定時はテストリードの １ を間違わないように 
 
【抵抗測定】 
 ファンクションスイッチを ４ に合わせ、SELET ボタンを押し、AUTO ㏁の表示

を選び、測定する。 
 レンジは自動で選択されるため ５ に注意する 
 
   １.極性  ２.ACV   ３.－   ４.Ω/   ５.単位   ６.スイッチ 
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問題６．                       配点 ５点×２  １０点 
・下の回路図の作動行程名は？         Carga y rotacion inversa de cuchilla 
・この行程の中間地点で作動している位置検出近接スイッチは何番か？        SQ１ 
 

 

【解説】 
・ SB1(電源）ON で KA1 が励磁し電源回路が ON   

SB2（PTO）ON で KA2 が励磁し YV20（PTO ソレノイド)が励磁し PTO 回転開始 
SQ1 と SQ5 及び CargaS/w と SB9（Un ciclo)ON で PLC A3 ユニットより KA4 励磁 
KA4 励磁で YV3 励磁し反転作動（Rotacion inversa）を開始する 

・ 反転行程の途中という事は、レコヒダ完了スイッチは離れており、ポルタクッチージ

ャ上限スイッチのみが作動している状況である 
 

Compactador Chino 
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